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「だがまだ憶おく測そくの段階だ。私が直接会ってみよう。……そのときにはきっと、確信が持てるはずだから」

　レームが王おう都とクルラードに残る四人の王女と対面した夜。アニスに毒どくを飲ませた犯人を知ろうとするライを、ウィトスは片手を上げて制せいした。

　──その人物はおそらく第四王女のラティーナだろう。

　もう確信に近い。だがウィトスは明言を避さけ、それ以上は口にしなかった。

　カルロ大だい神しん官かんが地方での仕事を終えて、クルラードに帰ってくるまで数日ある。ウィトスはアニスの具合を診みるために、その日すぐに天てん蓋がい宮きゆうからライの領りよう地ちへと戻った。




　ライの屋や敷しきに戻るなり、ウィトスはレームをアニスの元へ行かせ、自身は人ひと払ばらいをして部屋にこもった。

　おもむろにテーブルの上の水差しを取り、小さな平皿に水を注そそぐ。

「──ドルチーノ様」

　静せい寂じやくの中で呼びかければ、音もなく水すい面めんが揺ゆらいだ。

　皿の底がぽっかりと空いた空くう洞どうのようになり、やがて波は紋もんの中に光が溢あふれる。

　水面が鏡のように凪ないだとき、そこには一人の小こ柄がらな老人の姿が映うつっていた。

『ウィトスか。どうじゃったか、ヴァルダンは』

　ずっと連絡を待っていてくれたのだろう、師しはすぐに応答してくれた。

「はい。我われ々われの想そう像ぞうどおりでした」

　四人の王女と接せつ触しよくしたレームの答え──。それはウィトスを震しん撼かんさせるに十分すぎた。

　信じられない。間違いであってほしい。それを確かめるためにヴァルダンを訪れたのに、いざ事実に直面するとそう思わずにはいられない。

　ウィトスは震ふるえだしそうになる体を抑おさえ、大きく息を吐はいた。

「すでに魔ま導どう師しが生まれています。それも、とてつもない力の」

　初めてセリディアーナを見たときは信じられなかった。偶ぐう然ぜんや隔かく世せい遺い伝でんにしては魔ま道どう力りよくが強すぎる。顕けん現げんこそしていないが、女性でありながらウィトスが感じ取れるほどだったのだ。

　注意して見ればオルディアーナにも力の片へん鱗りんが見える。姉し妹まいであればそれもありえるが、ウィトスを心しん胆たん寒さむからしめたのは二人の母親が違うということだった。

　ならば考えられるのは、ヴァルダンの王太子である父親の血しかない。

　なぜ？　なぜ由ゆい緒しよ正しい王子であるはずの男から、一いつ角かく獣じゆうを親に持つ以外にありえないほどの力ある女じよ児じが生まれたのか。なぜ、魔導師の血けつ統とうを残し続けたペンテレイアではなく、突然ヴァルダンに生まれたのか。

　カゼルラで二人の王女に会い、疑問を抱かかえてペンテレイアに戻ったウィトスは更さらに驚きよう愕がくした。

　何ということだろう──！

　彼女らの兄であり、第一王子であるカーライルにはなんの力もない！

　ヴァルダンで何か異常なことが起こっている。そう感じたウィトスはドルチーノを含ふくめた高位の魔導師達と話し合い、彼らの勧すすめによりヴァルダンへ向かうことにしたのだ。

「──レーム君によれば第四王女は第一王女を凌しのぐ魔道力保ほ持じ者しやで、私達の導みちびきなく魔導師として力を顕現させています。彼女の祖そ父ふはヴァルダンの大神官、カルロ殿どのです」

　水面の中のドルチーノが息を吞のんだ。

『……守もり人びとの血ち筋すじか！』

　ウィトスはうなずき、首に提さげた青い首くび飾かざりを握にぎり締しめた。

「天蓋宮を囲む水は完全に浄じよう化かされたままでした。封ふう印いんの効こう力りよくを失ったわけではない。やはり王の戴たい冠かんと関係なく、儀ぎ式しきの間が開かれたことが原因なのでしょう」

　ドルチーノは深く黙もつ考こうする。やがて悲しげに顔を上げた。

『やはりヴァルダンほどの大国となれば、歴史を受け継つぐのは難しいか』

「いえ、ですがカルロ殿は私に〝ヴァルダンのカルロ〟と名乗られました。役目が忘れ去られたわけではないと思います」

　カルロはウィトスの提てい案あんした会談にすぐ応じてくれた。彼にも話したいことがあるという証しよう拠こだ。

「数日後にカルロ殿は王都に戻るそうです。なんとかベルナルド王と直接お話しできないか聞いてみます。話をしてからまたご連絡します」

『待て、ウィトス！』

　報告を終えようとしたウィトスに、ドルチーノの鋭するどい声が掛かった。

『第四王女はヴァルダンから引き離せ。必ずじゃ』

「もちろんです。なぜ彼女が妻に選ばれていないのか分かりませんが、ペンテレイアに隔かく離りできないか考えてみます」

　それでは、と言い置きウィトスは指先で水面をなぞった。

　平皿の水から光が消える。辺りには再び静寂が戻った。
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　窓の外には晩ばん夏かの蒼そう天てんが広がり、風は少しずつ涼すずしくなっていた。

「ヘレナ王太子妃ひ殿でん下かへのご挨あい拶さつが終われば、やっとカゼルラに帰国できますわね」

　大陸中央に位置する王国ヴァルダン。その王城〝天てん蓋がい宮きゆう〟の一室では、侍じ女じよのローズが嬉うれしそうに茶を注そそいでいる。

　窓まど際ぎわで、先ほど観てきた芝しば居いの小冊子を読んでいたモニカは、翠すい緑りよくの瞳ひとみを柔やわらかく細めた。

「そうだね。確かにそろそろ懐なつかしいかも」

　モニカが婚約者であるアレクに同行し、西方の大国カゼルラを旅立ってからすでに一ひと月つき以上が経たっている。

　本来の目的であった病やまいに臥ふせるヴァルダン国王ベルナルドへの見舞いも終わり、残る公こう務むは北部に居を移している王太子妃ヘレナを訪問するだけだ。

　アレクの弟エリオットはつい先日、ヘレナ王太子妃の娘むすめであるセリディアーナと正式に婚約した。エリオは義は母はとなるヘレナ妃と面めん識しきがないため、報告を兼かねた挨拶に行くのだが、モニカとアレクもその旅に同行する予定だった。

「ですが、実の娘の婚約が決まってもなんの音おと沙さ汰たもなしだなんて……。サウル殿下のことをお嫌きらいなのも分かりますが、セリディアーナ様がお可か哀わい想そうですわ」

　淹いれたばかりの茶を窓際のテーブルに置き、ローズは哀かなしそうに眉まゆ根ねを寄せる。

　部屋には二人だけだったが、内容が内容だけにモニカは「しーっ」と人差し指を立てた。

　エリオとリディの婚約が決定したのは十日ほど前だ。リディはすぐに使者を出したらしいが、母であるヘレナからの返事は何もなかった。使者が持ち帰ったのは、携たずさえた手紙と口こう上じようを受け取りましたという確認の言葉だけであり、祝いも喜びもない。そのためエリオはリディの心情を慮おもんぱかり、ヘレナ妃の離宮を訪問したいという旨むねの手紙を再度送ったのだ。

「ローズ。ヘレナ妃殿下もお祝いをしたくないってわけじゃないと思うよ。だって妃殿下もエリオとリディの婚約に賛成なさっていたんだから」

「でしたらお言葉なりを一言でも……」

「うん……。ローズがそう思ってくれてリディも嬉しいと思うよ。でも、やっぱりヘレナ妃殿下のお気持ちも分かるんだ」

　ヴァルダン王国王太子であるサウルは八人の妾めかけを持ち、次々と娘をもうけている。ヘレナは正せい妃ひだが心中穏おだやかならぬものがあるだろう。

　ローズは父親の所しよ業ぎようのせいでとばっちりを受けるリディを、哀あわれに思っているのだ。

「それはサウル殿下の身勝手ですわ。そんな男性のことは愛せないとしても、お子様には何の罪つみもないでしょうに」

「そうだね……。でも私達はヘレナ妃殿下のことを何も知らないから……。私やローズやエリオはリディのことが大好きだし、それで十分じゃないかな」

　そう言って心優しい侍女をなだめたとき、奥の寝室の扉とびらが開いた。

「そうだ、ローズ。物事を一方向から見るだけではいけない。モニカの言うように、妃殿下には私達のあずかり知らぬ事情があるかもしれないだろう？」

　眠っていたのか、気け怠だるそうに髪をかき上げながら現れたのはカゼルラ王国王太子アレクシスだった。

　涼すずやかな薄うす紫むらさきの瞳と、目を奪うばわれるほど整った容よう貌ぼう。長身で男性らしい凜り々りしさと優ゆう美びさを兼ね備そなえた王子は、鷹おう揚ような身のこなしで窓際に歩み寄る。

　椅い子すに腰こし掛かけた最愛の婚約者、モニカの唇くちびるにキスをしようと屈かがみ込んだ。

「モニカ……愛しにょ」

　迫せまりくる唇にモニカは無言で拳げん骨こつを突き出していた。

　殴なぐったわけではないが、うにょっと唇の潰つぶれたアレクは地じ味みに痛そうな顔をする。

「平手で塞ふさがれていた頃が懐かしいです……」

「なんで私の部屋の寝室から出てくるの!?　アレクが部屋にいたって全然知らなかったんだけど!?」

　さすがに看かん過かできない事じ態たいである。モニカが自室に戻ってきて小一時間ほど経つが、その間ずっと寝室に潜ひそんでいたらしい。

　ローズは「おお！」と悲ひ痛つうな声を上げると、モニカの前にひざまずいた。

「申し訳ございません、モニカ様！　モニカ様がお帰りになれば全ての部屋を点検するべきでしたのに、侍女としての怠たい慢まんですわ！　さあさあ、殿下！　出て行って下さいまし！　最近は不ふ埒らちな行為が減ってきたと感心しておりましたのに台無しですわ！」

「ち、違う！　ローズ！　これは不ふ可か抗こう力りよくなんだ！　モニカ、あなたも聞いてください！」

　ぐいぐい背中を押され、部屋から出されかけたアレクが必死で無実を叫さけんだとき。

「モニカ？」

　可愛かわいらしい声が聞こえて、寝室から銀ぎん髪ぱつの少年が顔を見せた。

「レーム！」

「モニカー」

　とたとたと走り寄ってきた紺こん碧ぺきの瞳の愛らしい少年は、モニカの飼かい一いつ角かく獣じゆうであるレームだ。大陸最さい西せい端たんの辺へん境きよう、不思議な術じゆつの残る魔ま道どう王国ペンテレイアの聖せい獣じゆうであり、人の姿を取ることができる。

　カゼルラからモニカについて旅をしてきたのだが、身み分ぶんに厳きびしいヴァルダン王おう宮きゆうで気き詰づまりな生活をさせるよりはと、現在は天蓋宮の北側を占める大だい神しん殿でんで預かってもらっていた。国王に次ぐ権けん威いを持つ大だい神しん官かんカルロが可愛がってくれていて、王宮に出向くときは連れてきてくれるのだ。

「どうしたの、レーム？　大神官様と来たの？　寂さびしくなった？」

　モニカは腕うでの中に小さな体を迎え、寝ね癖ぐせであちこちにはねたレームの猫ねこっ毛を撫なでる。

「ベッドで私を待ってるうちに寝ちゃったの？」

「うん。モニカの匂においがしたら眠くなった」

「もおおぉ、レームってば！」

「私もあなたの香りに包まれていたら眠くなりました」

「………………」

　アレクの答えは残念なことにあまり嬉しくなかった。

「包まれるだけじゃなくて殿下は本格的に匂いを嗅かぎますからねー」

「そう、そんな感じがして微び妙みよう……ってマーシュもいたの!?」

　ひょうひょうと寝室から出てきたのは、長い金きん髪ぱつをひとまとめにした空そら色いろの瞳の優やさ男おとこだ。アレクの忠ちゆう実じつなる侍じ従じゆう、マーシュは真ま顔がおで胸に手を当てる。

「誓ちかって言いますが、俺はベッドに入ってません。ちゃんと側そばの椅子で昼寝してましたから、モニカ様の匂いは堪たん能のうしていませんよ？」

「してたらシアに言いつける……」

「ちょっ、やめてくださいモニカ様！　本当にしてませんからね!?」

「意外なほど焦あせったね。冗じよう談だんだよ」

　弱点見たり。だがシアの名を出すのはよくないので、モニカはすぐに話を切り上げた。結婚したばかりのマーシュの妻、ヴァルダン大たい公こうオデリージ公こう爵しやく家けの末すえ姫ひめであるローレンシアはわけあって逃とう亡ぼう中ちゆうなのだ。

「それで、殿下とマーシュ様はモニカ様になんの御用がおありでしたの？」

　レーム以外の無断寝室侵しん入にゆう者しやを完全に白い目で見ているローズに、マーシュは気を取り直したのか咳せき払ばらいした。

「城下の聖せい堂どうに殿下とライ様が行くって言うんで、大神官様がレーム君を連れて来てくれたんですよ。その流れでモニカ様にも会いに来ました」

「そしてその流れでモニカ様のお部屋に侵入しベッドで香りを楽しんだ、とそう仰おつしやいますのね？」

「ローズ、誤ご解かいをしないでくれ！　私は別にモニカの香りを嗅ぎたいからではなく純じゆん粋すいにレームに添そい寝をしようと！」

「デンカじゃまだった。なんかスンスンしてふがふがしてた」

　隠かくし事をしないレームの無む垢くな瞳に映うつったアレクの姿に、ローズは膝ひざからくずおれるようによろめいた。

「おお、なんということでしょう！　寝具一式を新調しなければ！」

「そこまでか!?　そこまでなのか!?　モニカ、どう思いますか!?」

「大神官様は優しいね」

「話が戻った!?　ありがとうございます、モニカ！　素晴らしいです！」

　切り捨てたつもりが肯こう定てい的てきに捉とらえられてしまった。さすがに前向きな男は手て強ごわい。

　仕方なくアレクは放置し、久ひさ方かたぶりの再会に喜ぶレームの額ひたいにキスをした。モニカと離れて泣くのではないかと心配していたが、優しいおじいさんである大神官に懐なつき、問題なく過ごしているようだ。

　恋人からの放置行為に浸ひたっていたアレクは正気を取り戻すと、モニカの膝に載のった小冊子を手に取った。

「星の女め神がみ団だんの公演を観に行っていたんですか？　イアソン団長やキャサリンは元気でしたか？」

〝星の女神団〟とは王おう都とクルラードを拠きよ点てんとする男性だけの演劇集団だ。アレクとモニカはヴァルダンに向かう途と中ちゆう、諸しよ国こく興こう行ぎようの旅をしていた彼らに助けられ、行動を共にしていたことがある。

　楽しいひとときを思い出し、モニカはぱっと顔を輝かがやかせた。

「うん、今日がクルラードでの初日だったから！　シリーさんも元気だったよ！　ほら、アレクが私の護ご衛えいにロベルトを付けてくれたからディアを誘って。あとルドルフがいたからロクサーナも誘って。ディアと一緒にリディがいたから、リディとエリオも誘って」

　モニカが指折り数えると、アレクとマーシュはごくりと息を吞のんだ。

「そ、それは危険な面めん子つを揃そろえましたね……！」

「さすがです、モニカ様……！　芝居よりもその面々を見たかったですよ……！」

　エリオとオークハルト侯こう国こく侯こう子しルドルフ、アレクの近この衛え騎き士し長ちようロベルトという男性陣は全く問題ない。問題はそれぞれの婚約者である、ヴァルダンの王女姉し妹まいだった。

　リディと第八王女のディアことオルディアーナは仲が良い。だが第二王女のロクサーナはリディを競争相手と敵視していて、ディアのことは平民の母を持つ王女として軽かろんじている。

「よくロクサーナが行くと言いましたね。例の婚約の件もありましたし、真まっ先さきに断りそうですが」

　もともとロクサーナと婚約者同士だったルドルフだが、王太子位争いに巻き込まれ、つい先日までディアと婚約していたのだ。

　お互いに恋愛感情など皆かい無むだし、事件の解決と共に婚約は解消されている。だがルドルフのことが好きなロクサーナにとって、ディアが同行するのはおもしろくないだろう。

　意外そうな顔をしたアレクに、モニカはチッチッと指を振った。

「アレク、ディアの賢かしこさとルドルフの下げ僕ぼくこん……気き遣づかいを甘く見ちゃダメだよ」

「下僕根こん性じよう、モニカ様、下僕根性と言いましたか？」

「ルドルフはロクサーナに最高に優しくしてたし、ディアはみんなに見せつけるみたいにロベルトといちゃいちゃしてたし」

「ディア様、兄さん困らせて喜んでるだけじゃ……」

　いちいち入るマーシュの指し摘てきは無む視しし、モニカはにっこり笑った。

「最初は文もん句く言ってたけどね。でもルドルフが行きたいって言ったし、なんだかんだで芝居にはロクサーナが一番大ウケして」

「…………」

「大笑いしたあとにつんって顎あご上げて『なんなの、おもしろいじゃない！』とか言うから、みんなそっちで笑っちゃって」

「みん……な……？」

「うん、みんな。リディとディアとみんな」

「な……っ!!」

　衝しよう撃げきに後あと退ずさるアレクとマーシュに、ローズが噓うそではありませんとうなずく。モニカは心しん底そこ残念がって肩かたを落とした。

「ラティーナもいればよかったのにね。そしたら絶対誘ったのに」

　驚きよう愕がくに固まっていたアレクは感かん嘆たんの息をつく。

「すごいことしますね、あなたは……。確実に誰も成なしえなかったことをしましたよ……」

「あのご姉妹が一緒に出かけるとか、もはや事件ですよねー。演目はモニカ様達が演じたのと同じですか？」

「うん、『セイレの乙女おとめ』の騎士と乙女のお話。『古こ城じようの乙女と異い国こくの王』だよ」

『セイレの乙女』とは、大陸中の子供達に親しまれているおとぎ話である。

　森の中の古城を訪れた騎士と姫ひめが城に巣す食くうデュマと呼ばれる影かげを倒たおし、末永く幸せに暮らすという非常に素そ朴ぼくな物語だ。発はつ祥しようはここヴァルダンとされていて、この国では『セイレの乙女』を基にした派は生せい作品が多数作られている。

「ルドルフはみんなにアレクが騎士で自分は異国の王役だって噓ついてたけど」

「なんですって!?　騎士役はキャサリンと熱ねつ烈れつキスする役じゃないですか！　おのれルドルフ！　モニカ、どうして本当は逆だって訂てい正せいしてくれなかったんですか!?」

「可哀想だったから。でもロクサーナに『異国の王みたいな横よこ恋れん慕ぼする男、あたくし好きではないわ！』とか言われて傷ついてたけど」

「フハハハハ、人を罠わなに嵌はめる者は自分が嵌まるのだ！」

「デンカ、うるさい」

　勝利の高笑いをさっくり切り捨てるレームに、ローズが微ほほ笑えみながら頭を撫でる。

「あらあら、レームったら。私の言いたいことを先に言ってしまうなんて、よくできた子ね」

「な──っ！　モニカ、モニカどう思いますか!?　あなたの飼い一角獣と侍女を！」

「やっぱり本職の人は違うよね」

「役者の話ですか!?　それとも私を追い払はらう役目を与えられた、あなたの一角獣と侍女の話ですか!?」

　しかしモニカが答える暇ひまもなくレームがアレクを追いまわし始めたので、その世話はローズに任まかせておいた。ワーワー騒さわがしい背はい後ごを無視して、マーシュは難むずかしげな顔で顎に手を当てる。

「モニカ様、その格かつ好こうで楽屋にも行ったんですか？　何も言われなかったですか？」

　問いかけに、モニカは自分の服を見下ろした。

「うん、女じよ装そう……じゃなくて普通に外出用のドレスで行ったよ。団長に挨拶してきたけどやっぱり何も言われなかった」

　旅ではレームの力で男性となって過ごしていたモニカだ。聞かれれば事情を話すつもりだったが、予想に反してイアソンは何も言わなかった。

「たぶんだけど、私の正体は気づいてたと思う。初めて会ったときから性別は疑われてたし、アレクのことも分かってたみたいだから」

「まあ、大きな劇団の団長なら各国のことにも詳しくなりますからね。カゼルラの王太子殿下とそのご婚約者といえば有名ですし」

　髪の色、目の色、その容よう姿しからアレクとの恋の顚てん末まつまで、カゼルラどころか近きん隣りん諸国にまで広まっている。

「モニカ様が男性の体だからって、殿下の態度が変わるわけでもないですしね」

　普段どおり優しく、特別扱あつかいしていたのだろうとマーシュが肩をすくめれば、レームを生け捕どりにして小こ脇わきに抱かかえたアレクが戻ってきた。

「当然だ。時間の許す限りモニカの仕事を手伝い、モニカの演技の応援をした！」

「あれは練習のときから恥ずかしかった……。剣けん舞ぶのその他大おお勢ぜいなのに……」

「何を言うんですか、モニカ！　あなたの剣舞は素晴らしく美しかったですよ!?　その他大勢どころか、あなた以外見えなくなったほどです！」

「うん、それはアレクだけね……」

「殿下はモニカ様以外目に入らないのが日常ですからねー」

　マーシュに指摘され、アレクは目を瞬またたくと声を上げて笑った。

「確かに、お前の言うとおりだな。まあ、イアソン団長はすぐ私の身分に気づいたぐらいの慧けい眼がんの持ち主ぬしですから、モニカの正体にも予想がついていたでしょう。なぜ男性の体だったのかは悩むかもしれませんが」

　言うなり抱えていたレームを降ろし、ローズに預ける。レームがモニカに駆かけ寄ろうとするより早く、にっこりと笑った。

「レーム、ローズがおやつを用意してくれている。食べて来い」

「おやつ？」

　あっさりとつられたレームはローズに焦しよう点てんを合わせる。

　アレクはモニカを抱き上げると、自分が椅子に腰を下ろし、その膝の上にモニカを横抱きで乗せた。

「アレク!?」

　慌あわてたがマーシュは了りよう解かいとばかりに敬けい礼れいし、レームに期待を込めて見上げられたローズは観かん念ねんしてため息をついた。レームの手を取り一礼すると、三人は仲良く部屋を出ていく。

　広い室内に二人だけになると、モニカは上うわ目め遣づかいで叱しかった。

「言ってくれればもう一つ椅子を持ってきたのに」

「座りたいんじゃありません、あなたに引っ付きたいだけです」

　首しゆ尾びよく二人きりになれて、アレクは上じよう機き嫌げんだ。ぐりぐりとモニカの頭に頰ほおずりしながら広い胸に抱きすくめる。

　先ほどまで走り回っていたせいか、体温が高い。温かい胸にもたれているとどこかほっとしたような気持ちになり、モニカは目を閉じた。

　アレクは耳元で声を落とす。

「城下や観劇中は何事もありませんでしたか？」

「大丈夫だよ。ロベルトや他の騎士がずっと側についていてくれたし」

　カゼルラを旅立ってからいろいろなことがあった。

　隣りん国ごくのペンテレイアでは一角獣の娘と体を入れ替えられ、ヴァルダンへ向かう旅では王子カーライルと異い母ぼ妹まいのディア、侯子ルドルフを狙ねらった次代の王太子位争いに巻き込まれ、辿たどり着いた天蓋宮では王太子サウルから不ふ穏おんな言葉を投げかけられ……。

　大公家の令れい嬢じようアニスと、大神官の孫まごであり第四王女であるラティーナの事件などもあり、いささか激はげしすぎる旅だった。加えて、アレクの死を予言したサウルのせいで今も危険は継けい続ぞく中だ。

　アレクはぎゅっと力を込めてモニカを抱きしめる。

「本当はあなたとずっと行動を共にできればいいんですが……」
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　そうもいかないのがアレクの身分と、まだ婚約中、それも正式ではないモニカの立場だ。

　だがアレクは近衛騎士の中でも騎士長ロベルトをはじめ、腕の立つ精せい鋭えいを常つねにモニカに付けてくれている。

　アレクの眉み間けんに刻きざまれたしわを見て、モニカは軽く伸びをして口づけた。

「大丈夫、ちゃんと守ってもらってるし。それに私はヴァルダンに来てよかったと思ってるよ。ベルナルド陛へい下かにお会いできたし、ロクサーナやラティーナとも仲良くなれたから。オデリージ公爵とかモーリット公爵とか有力貴き族ぞくと会っておくことも大事だし」

　人じん脈みやくを築きずくという意味では非常に有ゆう意い義ぎな旅だった。

「公務で一人で来ることがあっても、不安じゃなくなったかな」

　安心させるように微笑めば、アレクの体から力が抜ぬけた。妙みように恨うらめしげな顔をする。

「全然私の心配を分かってくれないんですから」

「そんなことない、分かってるよ」

「モニカ。カゼルラに帰ったら、すぐに婚約式をしましょうね？」

「そうなの？　お父様は王太子としてちゃんとした式をするから、最低でも再来年とかなんとか……」

「ロスターはあなたの結婚を延のばしたいだけです！　絶対すぐにしますから！」

「でももうティマエス陛下に言ったみたいだよ？　殿下の身分を考えて盛せい大だいにするべきだって。結婚式も気合を入れて五年ぐらいは用意に費やした方がいいとか……」

「おおおっ、おのれロスター！　どこまでも私の前に立ちはだかるつもりか!!」

　本気で苦く悶もんされ、モニカはくすくすと笑った。

「いくらなんでも五年は冗じよう談だんだよ。さすがにお父様もそこまでは……」

「冗談じゃない！　絶対に冗談じゃありません!!　モニカ、帰ったら必ず婚約式をしましょうね!?　盛大じゃなくてささやかでいいですから！」

「ええー？　アレク、心配しすぎだよ」

　必死に言われて苦笑してしまったとき、扉を叩たたく音が聞こえた。

「モニカ様、殿下、よろしいでしょうか？　お客様がお越しでございます」

　ローズの声に、モニカは慌ててアレクの膝から降りた。アレクは「ああぁ……」と残念そうに肩を落とす。

「いいよ、開けても。どなた？」

　この城で、客人であるモニカを訪ねてくるのは王女達の誰かしかいない。

　だがモニカ自身が扉を開くと、ローズは少し口ごもるように黙る。

「どうしたの？　リディかディアが来た？」

　もしくはロクサーナかと促うながせば、ローズは緊きん張ちよう気味に声を潜め、思いがけない人物の名を告つげた。

「……いえ、ヘレナ王太子妃殿下です」
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　互いに挨拶を済ませ、アレク、モニカ、そしてヴァルダン王国王太子妃ヘレナは静かに席に着いた。

　向かい側に腰掛けた王太子妃ヘレナは、華きや奢しやで装よそおいも質しつ素そだが威い圧あつ感かんのある貴き婦ふ人じんだった。

　一つにまとめられた白金プラチナの髪は白しら髪がが混じり、銀に近い。青い瞳は細く、目元に刻きざまれたしわや笑ったことなどないような冷ややかな雰ふん囲い気きが、四十五歳という彼女の年ねん齢れいを更さらに上に見せていた。

（やっぱり似てない……）

　失礼にならない程度に観察し、モニカは内心で驚おどろく。

　予想はしていたが、実の母おや娘こであるリディと全く似ていない。長男のカーライルとも似ていなかったが、彼の場合は父親のサウルとそっくりだ。兄だけでなく、父母とも祖そ父ふとも似ていないリディの──いや、ヴァルダンの王女達八人の異い質しつさを、モニカは改めて感じた。

　ローズが退たい出しゆつすると、ヘレナはゆっくりとお茶を一口飲む。身分を誇ほこるような派は手でさはないが、優ゆう雅がに動く腕や伸ばされた指先まで、挙きよ措その雅みやびやかさはさすがに大国の妃きさきだと思えた。澄すんだ青い瞳を真まっ直すぐにアレクに向け、少しだけ表情を和なごませる。

「ごめんなさいね、アレクシス殿下。あなたの部屋におうかがいしたら、モニカ姫のところではないかと言われて。殿下もモニカ姫も私の離宮に来て下さる予定だったのでしょう？」

　女性としては少し低めの、落ち着きを感じさせる声だ。アレクは笑顔でうなずく。

「ええ、そうです。弟のエリオットがぜひ妃殿下にご挨拶をしたいと言うので、私とモニカも同行させて頂こうと思っていたんです」

　──それなのに、先を制せいしてヘレナが出向いてきた。

　モニカもなんとか笑顔でアレクの言葉に同意したが、ヘレナの天蓋宮への帰き還かんはかなり驚くべきことだった。

　ヘレナは十五年前からヴァルダン北部の離宮に移り、公式行事の中でも大きな式典にしか出席しない。モーリット公爵令嬢がサウルの妾になった近年はその式典にすら顔を見せなくなっており、王都クルラードの政治から完全に離れた女性だった。

　そんな内心の驚きは微み塵じんも感じさせず、アレクはそつのない社交的な笑えみを浮かべた。

「妃殿下の方からお越し頂けるとは嬉しいことです。リディやエリオも喜んでいたのではないですか？」

　当然、もう対面を済ませてきたのだろう。

　そう問いかけたアレクに、しかしヘレナは小さく首を横に振った。

「いいえ。まだエリオット殿下にもセリディアーナにも会っていないわ。私はアレクシス殿下に会うためにクルラードへ来たのですから」

「……エリオではなく私に？」

「ええ。あなた方がたに早くカゼルラに帰って頂こうと思って来ました」

　アレクは息を詰つめ、モニカは翠緑の目を大きく瞬く。

　意味を量はかりかねて途と惑まどう二人を、ヘレナはひたと見つめた。

「陛下には先ほどお会いしてきたわ。あなた方は陛下からサウルのことを聞いたのでしょう？」

　ヘレナから和やかな雰囲気が消える。

　ぴんと張はりつめた糸のような緊張感と真剣な表情を見てとり、モニカは開こうとした唇を閉じた。

　本当は「いいえ」と答えようとしていたのだ。

　アレクとモニカ、双そう方ほうが返事をためらったため沈ちん黙もくが流れたが、ヘレナは二人の心を読んだかのように一転して寂しそうに微笑んだ。

「大丈夫よ。あなた方が知っているということは陛下から聞いたの。私に気を遣つかわないでちょうだいな」

　聞きました、と答えることはヘレナを傷つけるのではないか──。

　その一心で答えをはぐらかそうとしていたモニカだが、ヘレナの言葉に心を決めた。

（ヘレナ様は、私達に話があって来たんだ）

　モニカ達が話を知っていることを前ぜん提ていに、何か伝えたいことがあって来た。

「はい。ベルナルド陛下から直接おうかがいしました」

　目でアレクに了解をもらい、モニカはおもむろに答えた。

「今のサウル殿下が昔のサウル殿下とは別人であると──」










[image: ]




　十日ほど前。

　エリオとリディの婚約が正式に決まった舞ぶ踏とう会かいの夜、アレクとモニカはベルナルドの寝室で長い話をした。




「そうだな。──人が変わったのだ」

　寝しん台だいに横たわったベルナルドは、サウルが昔と変わってしまったというアレクの言葉を肯こう定ていした。

　しかし、その「人が変わった」はアレクの考えていた意味とは全く違った。

「あれはサウルではない。姿かたちはそのままに、中身だけが変わった別人だ」

「──！」

　アレクとモニカは同時に息を吞のんだ。

　しばしの沈ちん黙もくが流れ、言葉を発しない二人にベルナルドは続ける。

「二十年ほど前だ。私の息むす子このサウルと今のサウルが入れ替わったのは。顔や姿は何一つ変わらない。だが中身が全く違う。それなのに、誰も何も言わん」

「それは……」

　モニカはつぶやいたが、その先の言葉が出なかった。いろいろなことが頭を巡めぐりすぎたのだ。

　とっさに何を聞けばいいのか迷っていると、ベルナルドはそれを疑ぎ心しんと受け取ったのか少しだけ笑った。

「それはありえない、か？」

「いいえ」

　モニカは即そく座ざに否ひ定ていした。

　普通であれば信じられないことだが、モニカもアレクもそんなことで黙ったわけではない。

「陛へい下か、私は四年ほどですが魔ま道どう王国と呼ばれるペンテレイアで過ごしました。古こ代だいから伝わる術じゆつ──魔道が今も存在し、他国では信じられないこともペンテレイアでは信じられていました」

　まじないや魔ま除よけが日常的に使われ、不思議の術を操あやつる魔ま導どう師しや聖獣が暮らす小さな王国──。そこには失われた古代の力が息づいている。

「人の体と魂たましいが変わることは決してありえないことではありませんし、私自身、性別を変えたり別人と体を入れ替えたことがあります」

「なんだと!?」

　身を起こそうとしたベルナルドを止め、モニカは落ち着いて答えた。

「ですが、それには大きな力……ペンテレイアで言うところの魔道力以上のものが必要なんです。私の魂と体を入れ替えたのは、ペンテレイアのシレナの森に棲すむ一いつ角かく獣じゆう、その中でも森の王と呼ばれる長おさでした」

　その力は現存する魔導師では扱あつかえない。

　あれは〝魔導師〟では無理なのだ。

　実際に若い森の王アルトや先代の森の王──レームの父であるエルと接したモニカは『魔道』と『一角獣の力』が微び妙みように違うことを感じていた。魔道は人間の力に近く、一角獣の力はより自然に近い。似てるようでいて、魔導師と一角獣の間には大きな隔へだたりがある。

　絶ぜつ句くしたベルナルドの様子に、アレクは彼が臣しん下かからどういう反応をされてきたのか理解した。

「誰も信じなかったんですね？　サウル殿でん下かが体だけそのままに、別の人格に変わってしまったことを」

　簡単に起こることではないし、確かにペンテレイアから遠いこの国ですぐに信じるのは難むずかしい。

　だが、モニカには二十数年に亘わたって疑われないことの方が異常に感じられた。

「でも、別人格に変わったのに誰も疑わないなんてありえるんでしょうか。だって、その中の人物がどこの誰かは分かりませんが、完かん璧ぺきに化けるなんて無理なのに」

　話し方、癖くせ、好このみ、仕事、交友関係……。いかに外見が同じでも対たい処しよしきれないことが必ずある。最初は誤ご魔ま化かせても、月日が経たつほど違い和わ感かんが大きくなるだろう。誰かが気づけば、そこから別人だと主しゆ張ちようするベルナルドに同意する人が現れるはずだ。

「それとも、サウル殿下の中の人は記き憶おくも引き継つげる力を持っていたんでしょうか？　私が体を替えられたときはできなかったんですが」

　モニカと一角獣の娘むすめリーの場合は、清すが々すがしいほどお互いの人格のままだった。

「驚おどろいたな……」

　ベルナルドはしばらく目を見開いていたが、やがて息をついた。

「ウィトス魔導師長殿どのだけでなく君達も私の話を信じてくれるとは……。そのとおり、サウルはがらりと人格を変えたよ。私も最初は病やまいのせいだと思い込もうとしていた。流行はやり病やまいの高熱がサウルを変えてしまったのだと」

「待ってください、陛下。サウル殿下は流行病に罹かかっていたのですか？」

　アレクが話を止めたのも無理はない。

　諸外国について勉強中のモニカも、近年の重大事件ぐらいは記憶している。二十年ほど前にヴァルダンを襲おそった流行病は致ち死し率りつが高く、薬が作られる前に生き残った者はいないと言われていたものだ。

「高熱が出ていたなら末まつ期きだったのでは？　薬が間に合ったということですか？」

「……いや。サウルは一言も言わなかったから、熱があったかどうかは分からない。だが、病に罹っていたことは間違いない。あの流行病は発はつ症しようの兆ちよう候こうとして四し肢しに痣あざが現れるが、サウルの体にはすでに痣があったのだ。いずれ高熱に見舞われて死ぬだろうと私もあの子も分かっていた」

　だからこそサウルは生まれたばかりのライやヘレナ妃と一緒に避ひ難なんせず、王おう都とに残ったのだ。命が尽つきる前に王太子としての義ぎ務むを果はたし、できる限り多くの民を助けるために。

「いつから人格が変わったのか──。サウルが変わり始めたきっかけを考えたとき、私の思し考こうはいつも病の後に行き着いた。あの子が助かったのも、なぜだか分からないのだ。私の知る限りあの子は薬を飲んでいない。サウルの人格を疑いだしてから医い師しに尋たずねたが、だれも薬を飲ませたかどうか覚えていないと言うのだ」

「まさか。そんなはずはないでしょう」

　病に感かん染せんしている王太子が薬を飲むのは重要なことだ。薬ができたなら真まっ先さきに飲ませるべきなのに、医師が覚えていないはずがない。

　ベルナルドはアレクの疑問を受け止めるようにうなずき、口を開いた。

「魔導師長殿は、そのときすでにサウルの魂が入れ替わっていたからだと言っておられた。サウルの体を乗っ取った者が何かの術を使い、病を消した。そして人々に自分を王太子サウルだと信じ込ませていった。魔導師長殿は他人の記憶を改変させることを〝幻げん視し〟と呼んでいたが」

「……記憶の改変？」

　モニカは思わずつぶやいた。

　心が騒さわぐ。サウルと初めて出会った空中庭園で受けた奇き妙みような術──。あれがそうだったのではないか。

　心情の変化に気づいたのか、アレクが目でうなずく。

「陛下。モニカも記憶の改変を受けかけました。会ったこともないサウル殿下を知人と認識しかけたんです。モニカは自分で術を弾はじいたそうですが、陛下も幻視に掛からなかったんですね？」

「ああ。この国でサウルが別人だと信じているのは、私とカルロ大だい神しん官かんだけだ。私もカルロも、病の後のサウルと対面した時に奇妙な眩げん惑わくを感じたよ」

「陛下と大神官様も……？」

「そう。モニカ姫、あなたと同じように。だが私がそのことをカルロと話し合ったのは、随ずい分ぶん年月が経ってからだった。幻視を受けたそのときは、錯さつ覚かくかと思い気にも留とめなかったのだ。引っかかったのは、サウルを疑いだして丹たん念ねんに記憶を探るようになってからだ」

　ヴァルダン国王ベルナルド。

　大神官カルロ。

　カゼルラの貴き族ぞくの姫ひめであるモニカ。

　共通点など何もないように思えるが、三者にだけ幻視が掛からない何かがあるということだ。

「当時のサウルの近きん臣しんは今もあやふやな、めちゃくちゃなことを言う。行方ゆくえの分からなくなった側そつ近きんもいるというのに、誰も不思議に思っていない」

「それは、もう……？」

　サウルに殺されたということなのだろうか。ぞっとしたモニカに、ベルナルドは無言で首を横に振る。

「分からん……。サウルの腹ふく心しんだったから、偽にせのサウルに邪じや魔まだと思われたのかもしれない」

「…………」

「見かけは元のサウルのままだ。多少の齟そ齬ごをうやむやにするのも分かるが、それにしてもおかしすぎる。私も最初は病のせいだろうと気にしなかったが、ロクサーナの母を身ごもらせた時からおかしいと感じ始め、オルディアーナが産まれた時には完全に別人だと確信した。サウルを諌いさめたときにハッキリと悟さとったよ。これは私の息子ではない──、何か別の化け物に乗っ取られているとね」

「化け物……ですか？」

　囁ささやき返したアレクに、ベルナルドは重い息を吐はいた。

「そう、化け物だ。あれは人間ではない。別の次元に生きる者だ。あの男と向き合うたびに私は言いようのない恐きよう怖ふを感じるよ。……我われ々われに対する蔑さげすみや拒きよ絶ぜつ、怒いかり、憎にくしみ、失しつ望ぼう。そんな負の感情が渦うず巻まいているのに、全く隠かくそうとしない」

　そして操あやつられた人々も何も言わない。

「私だけが周囲と同調できない。皆がおかしいのではなく、自分がおかしいのかと長く悩んだものだ。……だが結局私が正しいのだと分からせたのは、他でもないサウルだった。あの男は私が幻視に掛かっていないことに気付いていた。それなのに危き害がいを加えず無関心で……それが逆におそろしかったよ」

　まだカルロと話し合う前。サウルの側そばにいながら、たった一人で正気を保たもち続けたベルナルドの精神力がうかがえた。

「私の息子が食われて消しよう滅めつしてしまったのか、体から追い出されてしまったのか、表面化せずに意識の中に沈んでいるだけなのか……何も分からない。私はありとあらゆる人々にサウルが別人だと主張したよ。だが誰も信じなかったし、当時は私の訴うつたえたサウルの廃はい嫡ちやくに反対意見ばかりだった。……今はそうではないようだが」

「現在は記憶を改変させていないということか……。二十年経ち、別人としてのサウル殿下が本物になりつつあるからでしょうね」

「では、ヴァルダンの王位はいらないのでしょうか？」

　素直な疑問をこぼしたモニカに、アレクとベルナルドは目を向ける。

　二人に見つめられ、モニカはつい頭を下げてしまった。

「すみません、なんだかサウル殿下……の偽にせ者ものは、王位から遠ざかるようなことをしていると思ったんです」

　すでにライの即そく位いを望む貴族がいるほどだ。最悪の場合は幻視で片を付けるのかもしれないが、面めん倒どうは少ない方がいいだろうに。

「──モニカ姫。私もずっと同じことを考えていたよ。私はなぜ生きているのかとね」

　ベルナルドの言葉に、モニカはためらいながらも同意した。

　そう、ヴァルダンの王になりたいのなら、ベルナルドを殺すのが一番簡単なのだ。

「では彼はいったい何を望んでいるのでしょうか？」

「アレクシス、お前とモニカ姫を呼んだのがその理由だ」

　にわかに緊きん張ちようした二人だが、ベルナルドの言葉は意外なものだった。

「──サウルは、ペンテレイアに行きたいのだろう」

「……ペンテレイア？　ペンテレイアに行きたいとはいったい……」

　虚きよをつかれたアレクに、モニカも途と惑まどう。

「あの……それはサウル殿下にとって難しいことなのでしょうか？」

　ヴァルダンと、ペンテレイアの門ともいえるカゼルラは友好国だ。望めばいつでも門は開かれるだろう。

　反応に、ベルナルドは少し笑った。

「言葉が足りなかったな。行きたい、ではなくて手に入れたい、だ。モニカ姫も知ってのとおり、サウルは最後の最後までリディとエリオットの婚約に反対していた。あくまでリディをカゼルラ王おう妃ひの地位につけようとしていたのだ」

「はい、存じています」

「最初はただの野や心しんかと思っていたよ。自分の駒こまであるリディに最高の権けん力りよくを与えたいという。──だが違った。あの男はペンテレイアに乗り込むために、カゼルラを動かせる立場を手に入れたかったのだ」

（……カゼルラを動かす？）

　おかしな物言いに、モニカは迷ったが口を開いた。

「あの、ペンテレイアに乗り込むとか手に入れるということは、戦いくさを起こすということでしょうか？　そんなこと……たとえリディが王妃になっても、カゼルラを動かせるわけではないと思います」

　戦う理由もなく友好国を支配したりはできない。カゼルラにとって、ペンテレイアは絶対手に入れなければならない国ではないのだ。

　それに、カゼルラは王や王妃といった権力者の一いち存ぞんで動かせる国ではない。王がよほど強い感情──怒りや憎しみ、恐きよう怖ふを持てば別だが、権力者の暴走を止める臣下は揃そろっている。

　しかし、ベルナルドは考え込むように目を閉じた。

「……絶対ではない。人は変わるし、本人に動くつもりがなくても流される時もある。サウルが何か行動を起こすかもしれない」

「なぜそこまでしてペンテレイアを……？」

　思わず声に出していたモニカの問いかけに、ベルナルドは首を横に振る。

「分からん。私がサウルを見ていて気付いたのはペンテレイアに対する執しゆう着ちやくだけだ」

「ですが、もうカゼルラの王妃の座を狙ねらう気はないでしょう。先ほどの舞踏会でエリオとリディの婚約を認めましたから」

　安あん堵どして微ほほ笑えむアレクに、だが、ベルナルドは不安げな表情を崩くずさなかった。

「そうなのだ。いったい何を考えているのか……。アレクシス、今後もサウルの動きは十分に注意して見ていてほしい」

「もちろんです。ペンテレイアは私にとってもモニカにとっても大切な国ですから」

　アレクに同意を求められ、モニカも大きくうなずいた。

　子供の頃からアレクを嫌きらっていたモニカがその心を動かされ、彼を好きになったのもペンテレイアでの出来事があったからこそだ。モニカにとってはもちろん故こ郷きようともいえる大切な国だが、アレクはきっとその何百倍も大切に思っているに違いない。

「ありがとう。アレクシス、モニカ姫」

　心を安らげたベルナルドに、モニカは気になっていたことを尋ねてみた。

「陛下、立ち入ったことでしたら申し訳ないのですが……。ウィトス先生……いえ、魔導師長様は何をしにヴァルダンにいらっしゃったのでしょうか？」

　魔導師は基本的にペンテレイアを出ない。以前にウィトスがカゼルラに来た時も驚いたが、ヴァルダンへ行くと聞いたときは「まさか」と思った。

　もちろんアニスの病を治なおすという目的はあっただろうが、ウィトスは積極的に外出し、天てん蓋がい宮きゆうや大だい神しん殿でんについてきた。大神官カルロとは会談を望んだ。

　外に出たがらないウィトスの性格や魔導師の性質を考え、モニカはずっと気にかかっていたのだ。

「やはり、陛下や大神官様とお会いするために来られたのでしょうか」

　モニカだけでなくアレクにも見つめられ、ベルナルドは隠すことなく肯こう定ていした。

「どうやらそのようだ。……魔導師長殿は、私がどのように儀ぎ式しきの間を開いたのか知りたかったのだろう」

「儀式の間？」

「そう。我が国で新しい王が即位するとき、戴たい冠かん式しきで最初に使われる部屋だ。天蓋宮の地下通路の奥、行き止まりには白い壁がある。そこには神官だけが開ける扉があり、その奥には入り組んだ迷めい宮きゆうのような空間があるのだ」

　天蓋宮はかなり広大な敷しき地ちを持つ。そのままの広さの地下があるとすれば、それはまさに迷宮だろう。

「天蓋宮の奥から地下に下りるのだが……」

　ベルナルドは、そこで言葉を切った。

　少し迷うような顔で、モニカを見上げる。

「魔導師長殿はペンテレイアに伝わる入口と違うと言っていた。おそらく自分達の力が弱まったため、神官が弱い力でも開ける扉とびらを別に作ったのだろうと」

「…………」

　神官の力が魔導師と似ているとすれば──。

　モニカはヴァルダンの第四王女であり、並外れて強い魔道力を持つ大神官の孫まご、ラティーナの言葉を思い出していた。

　彼女は自身の力を先せん祖ぞ返りだと言っていた。ペンテレイアの魔導師と違って、今のヴァルダンに神官としての力が伝わっていない証しよう拠こだ。

　アレクも考え込むように口くち許もとに手を当てた。

「ヴァルダンほどの大国なら民の流れや出入りも多いでしょう。ペンテレイアの魔導師より早く、神官の血けつ脈みやくが途と絶だえてしまったのかもしれません」

「どうやらそのようだ。長い時間と国の大きさはいろいろなものを風ふう化かさせた」

　ベルナルドは悔くやむような声でつぶやき、話を続けた。

「儀式の間というのは、その迷宮を抜けた最さい奥おうにある小さな部屋のことだ。戴冠を控ひかえた王太子と大神官だけが入ることを許されているのだが、二十一年前、私は儀式に使う以外でその扉を開いたことがある」

「……二十一年前というと、病に関連した理由ですか？」

　アレクの問いにうなずき、ベルナルドは何かを思い出すように静かに目を閉じた。

「その地下の迷宮には一面に花が咲いている。大輪の……丸く柔やわらかな薔ば薇らのような、一度目にすれば忘れられなくなるほど美しい純じゆん白ぱくの花だ。神殿の古文書によれば万ばん能のうの薬草になるといい、実際に作られた薬は病を治した。薬が効きくことを知り、私は花を摘つむためにサウルと兵士達を儀式の間へ送った」

　当然のことだろう。病は王都だけでなく、ヴァルダンの国中に広まっていたのだから。

　しかし、ベルナルドのしわの刻きざまれた顔に浮かぶのは深い憂うれいと悔かい恨こんだった。

「……それが大きな過あやまちだった。結果的に私は多くの民を殺すことになるのかもしれない」

「なぜですか！」

　モニカとアレクは競い合うように叫さけんでいた。

「陛下は間違ってなんかいません！　薬のおかげで生き延のびた人達が確かにいるんです、なぜそんなことを……！」

「私が王でも同じことをしました。むしろ、他にどんな解決策があったというのですか？」

　真剣に励はげます二人にベルナルドは目を丸くしたが、やがて微笑んだ。

「ありがとう。……だが、偽のサウルはペンテレイアを手に入れようとしている。そのためにカゼルラを乗り越えようとするだろう」

　しばしの沈黙が降り、次に聞こえたアレクの声は冴さえ冴ざえとしていた。

「──陛下」

　薄うす紫むらさきの瞳ひとみが鋭するどくなる。

「では陛下はリディが私の妃きさきにならなくなった今、サウル殿下自身がカゼルラに戦いを挑いどむのではないかと考えてらっしゃるんですね？」

〝多くの民を殺す〟という言葉を、素直に病のことだと思っていたモニカはハッとした。

（ヴァルダンとカゼルラの間に戦いくさが起こる……っていう意味……？）

　カゼルラとヴァルダンは互いに大陸の覇はを競う大国同士、戦せん端たんが開かれれば長期化は避さけられないだろう。

「──アレクシス、モニカ姫。だから君達に、私が生きている間に話を聞いてもらいたかったのだ。どうかティマエス陛下にも伝えてほしい」

　これから起こるかもしれない災さい厄やくに、どう対処していくのか。

　現在のカゼルラ国王であるティマエスはもちろん、その先の王であるアレク、王妃となるモニカは事前に策さくを講こうじなければいけない。

　にわかに胸がふさがるのを感じ、モニカは押し黙った。
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（まだ、本当に戦が起こるかどうかは分からないけど……）

　心構えがあるのとないのとでは全く違う。

「陛下、ありがとうございます。話を聞くことができてよかった」

　感謝し、頭こうべを垂たれたアレクにモニカも倣ならう。

　ベルナルドは大たい任にんを果たした後のように、ほっと息をついた。

「私も話すことができてよかったよ。サウルが変わったのは、間違いなく二十一年前だ。サウルの中に入り込んだ悪あく魔まは地下の花を全て焼き払はらい、儀式の間の扉を閉ざした。そして人々の記憶を作り変えたのだ。そんな部屋や花など存在しなかったと」

　おそらく「なぜ」と聞いても誰も答えられないだろう。ベルナルドにも分からないに違いない。

「私とカルロはもう一度儀式の間を開こうとしたが、扉自体が消えていた。本当に元からなかったかのように、ただの石壁に変わっていたのだ。……私はライにだけ全てを伝えたよ。病に始まり、地下の儀式の間を開いたことや花が焼かれ扉が消えたこと、サウルが別人であり、他の者が疑問に思っていないこと。それを決してサウルの前で言わないと約束させて」

　ライにだけ──という言葉に、モニカは止めようもなく心が冷えてしまうのを感じた。

　なぜライにだけ言ったのか。それはライがいずれ王になるからというだけではない。

（──ライ様が本物のサウル殿下のお子様だからだ）

　ディアはベルナルドが誕たん生じようを喜んだ孫娘はリディだけだと言っていた。他の姉妹はサウル殿下のだらしなさを表すからだと言っていたが、それは違う。

　ベルナルドはリディが生まれた当時、サウルが別人だと確信していなかった。




　──ベルナルドは、孫娘達がいったい何者の子であるか分からなかったのだ。




　目を閉じたベルナルドは囁くように言った。

「……孫達には可か哀わい想そうなことをした。あの男の妾めかけとなった娘達にも。それぞれに不安定な立場で人々の中ちゆう傷しようや好こう奇きの目に耐たえてきたのに、私は遠ざけることしか考えなかった」

「陛下」

　ベルナルドがそのような態度を取ったからといって、誰が責せめられるだろう。

　アレクに手を握にぎられ、ベルナルドは空いている手でぽんぽんと優しくアレクの手を叩たたいた。

「リディは幸せになるだろう。アレクシス、お前の弟のところへ嫁とつぐのだから。オルディアーナも喜ばしいことだ。ロベルトの人ひと柄がらは私もよく知っている。あとはロクサーナとラティーナだが……」

「ラティーナは最近になってやっと、大きな心配事を取り去ったんです。これからきっと幸せになります。ロクサーナはオークハルトのルドルフと恋人同士なんです。モーリット公こう爵しやくはもう一度婚約を考えてくださるみたいです」

　モニカが微笑むと、ベルナルドも笑顔になった。

「それは素晴らしい。では私からも口くち添ぞえしよう」

「相性もいいみたいですしね。恐おそるべきことに」

「いいね！　あれはピッタリだよ絶対。ディアでも良かったかもしれないけど」

「いえ、オルディアーナ姫では苛いじめ抜ぬかれるでしょう……。ロクサーナは適当に罪ざい悪あく感かんを持ってくれる女性なので」

「分かった、ディアに言っとく」

「待ってください、モニカ！　とばっちりを受けるのはロベルトなんですよ!?」

　慌あわてて取りすがるアレクに、ベルナルドは声を上げて笑った。

「君達のような友人がいると楽しいものだな。どうかこれからもあの子達と仲良くしてやっておくれ」

「はい」

「もちろんです！」

　笑顔のアレクとモニカを、ベルナルドは懐なつかしいものでも見るような目で眺ながめた。

「サウルとヘレナも君達のように良い関係だったよ。ヘレナも皆と同じようにサウルが別人だと信じてくれなかったが、今は違うのかもしれない」

　優しく、染しみ入るような声で言った。

「ヘレナもきっと、サウルの帰りを待っているのではないかと思うよ」
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　モニカはベルナルドの話を詳しくは語らなかった。

　繰くり返すまでもなく、ヘレナは全てを承しよう知ちだったからだ。

　ただ話を聞いたとだけ告つげたモニカに、ヘレナは自じ嘲ちようするように笑った。

「とてもおかしな気持ちよ。私はサウルが別人だなんて全然思えなかったの。記憶の中のサウルは奔ほん放ぽうで冷たくて、言葉遣づかいも振ふる舞まいも何も変わっていない。──それなのに、私の心や体がサウルを拒きよ絶ぜつする。どこかでこれはサウルではない、と誰かがずっと言っている。記憶どおりに心が従したがわなくなって、初めて陛下のお言葉を考えたわ」

　二十年ほど前、ベルナルドの主張を否定したヘレナは迷いのない目を上げた。

「あれはサウルではない。どれほど記憶と合がつ致ちしていても私の愛したサウルではない」

　なぜなら、その記憶こそが作られた偽にせ物ものだからだ。

「どうして変だと思わなかったのかしらね。人間って不思議。記憶のままだったのはサウルだけで、地下から出てきたあの人は周りに置く人物をがらりと変えたのに。一番信頼していた腹心の近この衛えすら、あの人の側から消えたのよ？　おかしいと思うべきだったのに」

　アレクが突然、マーシュやロベルトを切り捨てるようなものかもしれない。

　モニカにはヘレナの置かれた状況を想像することもできなかった。アレクが全く違う性格になったのに、それが元からであると思い込まされるなど怖おそろしい、厭いとわしいことだ。

　ヘレナは膝ひざの上で両手を組む。

「私はエリオット殿下とセリディアーナの婚約に賛成だったわ。なぜならサウルが反対していたからよ。……でも今は結婚してほしくないと思っている」

　黙って聞いていたアレクは、意を決したように顔を上げた。

「──妃殿下。私も同じ不安を持っています。弟はサウル殿下に利用されようとしているのではないかと」

　あれだけ婚約に反対していたサウルが、エリオを見た途と端たんに態度を変えた。サウルの意に適かなう特別な何かがあったに違いない。

　同じ意見を持っているらしく、ヘレナはうなずいた。

「そうよ。あの男は何か目的を持って動いている。その目的に沿そっているからエリオット殿下を気に入っているのよ」

　目的？　と訝いぶかしんだモニカに、ヘレナはきっぱりと言った。

「サウルは妾達に男の子を産んでほしかったのよ」

「男の子を……？」

　モニカは余よ計けいに混乱した。それが目的ならエリオとリディの婚約は何の関係もない。

　しかしヘレナは答えた。

「でも誰も産むことができなかった。だからエリオット殿下とセリディアーナを使って何かしようとしている。それが何かは分からないけれど、私はそう思っているわ」

「…………」

　男の子が欲しかった。本物のサウルの子ではなくて、偽者の自分の子として。

（だからあんなに妾を作って、娘が生まれたから捨ててきた？）

　だが、モニカは頭を振った。

　それではまるで、一度娘を産んだ女性からは男だん児じが生まれないかのようではないか。

　そんなはずはない。確率の多少はあれど、どちらかしか産めない女性など存在しないのだ。しかもその女性達がことごとくサウルの妾になるなど、ますます以もつてありえない。

（でも……）

　ヘレナの言葉は心に残った。

　疑問はあったが、漠ばく然ぜんと考えていたことをはっきり形にして示された気がしたのだ。

　沈黙が流れ、ヘレナは思い出したようにつぶやいた。

「できればセリディアーナには生しよう涯がい何も伝えずにおきたかったけれど、そうもいかなくなるのかもしれないわね」

　リディの心を思い、モニカはギュッと組んだ手を握り締しめた。あの誇ほこり高くも繊せん細さいで、傷つきやすいリディのことだ。並々ならぬ衝しよう撃げきを受けるだろう。

「ヘレナ様、私はリディを素晴らしい姫君だと思っています。義理とはいえ、姉妹になれることがとても嬉うれしいんです」

　出生など何も関係ない。リディを支えるのはヘレナの言葉だけだろうが、モニカにとって大切な友人だということは分かってほしかった。

　これは誰のせいでもなく、どうにもできないことだったのだ。

　ヘレナはモニカの真意を問うように、軽く首を傾かたむける。

「エリオット殿下がセリディアーナの出生を知って婚約の解消を望んだら？」

「ありえない」

　怒ど気きの滲にじむ声で答えたのはアレクだった。感情的な言葉を改めるように、一つ息を吐く。

「私の弟はそんな人間ではありません。信じてください」

　ヘレナは無言のままアレクを見つめていたが、やがてふっと表情を緩ゆるめた。

「ありがとう。あの子が不安定になるようなら、しばらく一緒に暮らしてみてもいいわね。ずっと、距きよ離りを取っていたから」

　何でもない事のように言われたが、モニカはヘレナがどうしてクルラードから離れていたのかを、今初めて知った。

　ただサウルの女癖の悪さに辟へき易えきし、正せい妃ひとして怒りを感じていたからではない。

　──未いまだ幻視が解とけていないはずのヘレナは、十五年を掛けて夫が別人であることを受け入れたのだ。

　そして、その上で改めてリディと関係を築きずこうとしている。

　ヘレナは考え込むアレクとモニカを見つめ、はっきりとした口調で切り出した。

「だから、アレクシス殿下。あなた方は早くこの国から去りなさい」

「……！」

　アレクは目を見開いた。

「妃殿下……」

　何かを言いかけたが、迷うように口を閉ざす。

　やがて、真剣な顔でうなずいた。

「分かりました。可能な限り早く帰国できるようにします」

「よかった……」

　ヘレナはアレクの答えを聞くと、明らかに安心した顔を見せた。

「今日はそれが言いたくて来たの。では失礼するわね」

　微笑みを残し、優雅に立ち上がった。




　少ない侍じ女じよを連れて去ったヘレナを部屋の外まで見送り、二人は言葉を交わすことなく室内に戻る。

　扉番からも室内の召めし使つかいからも離れた控えの間に入ると、モニカは密ひそやかに囁いた。

「アレク……」

　その一言でモニカの言いたいことを察さつしたのか、アレクは立ち止まると苦しげに眉まゆ根ねを寄せた。

「……今すぐにエリオの婚約破は棄きは難しい。まずは一度ヴァルダンから退ひくしかないでしょう」

　このまま婚約の解消を勧すすめても、当人はおろか臣下の誰も納なつ得とくしないはずだ。

　このあとどうするのか。サウルから離れ、ティマエスやエリオ自身を含めて話し合うしかない。

「エリオが結婚するのは早くても数年先です。私達の結婚より先に行われることは絶対にない。まだ時間はありますし、引き延ばすこともできる」

「うん……」

　その間に情じよう勢せいがどう変わるのか、エリオを狙うサウルの目的を見み極きわめないといけない。

　ぎゅっと服を摑つかんできたモニカを安心させるように抱き寄せ、アレクは居間に戻ると控えていたマーシュに目を向けた。

「ライと会える時間を確認してくれ」

　マーシュが畏かしこまって一礼し、アレクは側にいた侍女や侍じ従じゆう達に一言告げた。

「予定を早めてカゼルラに帰国する」
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　カゼルラ勢ぜいの帰国は、六日後に決まった。

　ヘレナとの話のあと、アレクはすぐにライに会い、ベルナルドの寝室を訪ね帰国の旨むねを伝えたのだ。

　予定より早い帰国であったが順調に決まり、カゼルラからの客人のために盛せい大だいな午ご餐さん会かいが開かれることになった。




　ヴァルダンでの最後の公こう務むとなる午餐会に出席するため、モニカは朝のうちからローズに手伝ってもらって身なりを整えていた。

　どれもこれも美しく仕立てられた五着のドレスの中で、モニカは明るい若わか草くさ色いろを手に取る。服の上から体に当てて、椅い子すに座った観かん衆しゆうの方を向いた。

「これはどう？」

「素晴らしい……！　あなたの瞳ひとみの色によく映はえますし、爽さわやかさが増していつまでも見つめていたくなる」

「んー、じゃあ水みず色いろ」

「……なっ……！　驚おどろいた……！　あまりの透とう明めい感かんに空の欠片かけらかと思いましたよ。あなたがまとえばそのまま空に帰って行ってしまいそうですね」

「白……じゃあいつもと変わんないか」

「白はあなたのために生まれてきた色ですよ。あなたの清せい楚そさを引き出すのにこれ以上相応ふさわしい色はない」

「薄うす桃もも色いろ……ちょっと幼おさない？」

「なんなんでしょうか、この愛らしさ。お人形さんですか、持って帰ってもいいんでしょうか」

「赤と黒のレース」

「小悪あく魔ま！　小悪魔は実在した!!　妖よう艶えんな中にも可か憐れんさが際きわ立だつ何とも言えない色気が！　あなたになら全てを捧ささげます!!」

「……これはナシ。水色にしよう。ローズ、水色で」

　半はん眼がんでアレクの大だい絶ぜつ賛さん大会を眺ながめていたローズは、恭うやうやしく選ばれたドレスを受け取る。

　アレクが褒ほめちぎる隣となりで、ひたすら拍はく手しゆをしていたマーシュはにこやかに感想を述のべた。

「いやー、やっぱりモニカ様は何を着ても似合いますね。殿でん下かじゃなくても絶賛したくなりますよ」

「ええ～、マーシュ褒めすぎだよ」

　うっかり照れるとアレクが絶ぜつ望ぼうの表情で立ち上がった。

「モニカ!?　なぜマーシュに言われる方が嬉うれしそうなんですか!?　私の絶賛は心に響ひびかないんですか!?」

「…………」

「無言!?」

　……言われすぎると慣なれてしまうものだ。

　本日アレクが運び込んできた新着ドレスは、ヘレナ妃の離宮を訪れるために作らせたものだった。もうその必要もなくなり、あとはカゼルラへ帰国するだけとなったため、一着午餐会用におろすことにしたのだ。

　無事にドレスが決まり、ローズは追い立てるように椅子を片付ける。

「はいはい、では殿下もマーシュ様もお帰り下さいませ。モニカ様は今からお湯ゆ浴あみをなさいますから。というより殿との方がただけで午餐会前の茶さ話わ会かいがおありでしょう？　まぁだ居い座すわる気ですの!?」

「待ってくれ、ローズ！　まだ！　まだ装そう飾しよく品ひんを選んでいない！」

「私と女じよ官かんの皆様でお選びいたします！　はい行ってらっしゃいませ！」

「ううっ……！」

　いつまでも残ろうとするアレクは抵てい抗こうを試みたが、力が及およばないことを悟さとったらしい。名な残ごり惜おしそうにモニカを抱き寄せ額ひたいにキスをした。

「仕方ありません。ではモニカ、昼に庭園で」

「うん。行ってらっしゃい」

　軽く手を振って見送り、ローズと共に部屋を振り返ると──。

　……一連の出来事を目もく撃げきしていたヴァルダンの女官達が、蒼そう白はくになってどよめいていた。




「殿下はよっぽど怖こわい方かただと思われていましたのね。女官の皆様から質問攻ぜめにされましたわ。……カゼルラにいたときのように振ふる舞まってしまった私もよくありませんでしたけど」

　ローズはせっせとモニカを装飾品で飾かざりながらぼやく。自分が湯浴みをしている間にそんな話をしていたのかと、モニカはくすくす笑った。

「いいんじゃないかな？　もうアレクがヴァルダンで女の人に冷たくする必要もないんだし」

　リディとの婚約を解消するために女性に儀ぎ礼れい的てきに振る舞っていたアレクは、この国では「冷れい淡たんで近寄りがたい王子様」と言われていたらしい。リディとエリオが婚約した今となっては、もうしなくてもいい演技だろう。

「皆様に『あの氷の殿下が！』とか言われて口くち許もとが変に歪ゆがんでしまいましたわ……」

「素直に笑ってもよかったと思うよ……。でも氷というより常とこ夏なつだなぁ」

　結けつ構こうな熱さを感じさせる男である。

（まあ怖い時もあるけど）

　主おもに、モニカに関することで怒おこったときは。

　化け粧しようを施ほどこし、装飾品も着けて着替えを終えたモニカは姿すがた見みの前に立った。

　アレクの言う通り、夏の空の欠片のような薄うす水みず色いろのドレスは爽やかで、ローズは鏡に映うつった主あるじの姿を満足げに見つめる。

「髪飾りは白にいたしましょう。本当は白しろ薔ば薇らか百ゆ合りの生花を飾りたいところですけど、屋外の午餐会ですもの、萎しおれてしまいますわね」

　少し秋めいてきたといっても、日中はまだまだ暑さが厳きびしい。午餐会の会場は天てん蓋がい宮きゆうの二階、北側の庭園だった。

　ローズが選んだのは水すい晶しようを薄く削けずり出し、月げつ長ちよう石せき、真しん珠じゆで飾った大輪の白い花飾りだ。アレクから贈おくられたものの中でもモニカの一番のお気に入りだった。

　他の女官に退さがってもらい二人になった室内で、ローズは機き嫌げんよくモニカの髪を梳すく。

「ですが、早くに帰国が決まってよろしゅうございましたわ。ヘレナ妃殿下とエリオット殿下のご対面も無事に終わりましたし、気持ちよくカゼルラに帰れますわね」

　ローズはモニカに忠ちゆう実じつで分をわきまえている。そのためベルナルドとの話がどうだったのか、ヘレナとは何を話したのか聞いてくることはないが、やはり不安に思っていたようだ。サウルのことも警けい戒かいしているし、初めての外国で気き疲づかれもあっただろう。

「うん、私もほっとしたよ。エリオもヘレナ様とお会いできて喜んでたし」

　この言葉は噓うそではない。だが、ローズの言うように「気持ちのいい帰国」ではなかった。

　ベルナルドやヘレナの言葉、エリオとリディの婚約をどうするのか──。気にかかることは多い。

（帰ったらウィトス先生を訪ねてみよう。それができないなら手紙でも出して）

　ウィトスがヴァルダン訪問で得えたことを聞きたい。全て教えてもらえなくても、ウィトスにヘレナの考えを伝えて意見をもらいたかった。

　髪を結い、ローズが白い髪飾りを手にしたとき扉とびらを叩たたく音がした。次ついで、年若い少女の声が聞こえる。

「ローズ様、よろしいでしょうか？　アレクシス殿下のお使いで参りました」

「あら……。もう茶話会が終わったのでしょうか」

　午餐会が始まるには少し早い。ローズは髪飾りを鏡きよう台だいに置いた。

「はい、ただいま参ります」

　進み出たローズが扉を開くと、小さな控ひかえの間にいた女官が丁てい寧ねいに一礼する。

　迎えて立ち上がろうとしたモニカの耳に、低い声と共に息がかかった。




「やっぱり。身み支じ度たくの時は騎き士しを部屋に入れてないんだね」




「──!?」

　驚きよう愕がくに振り返ろうとしたときには遅かった。

　こちらに目を向けたローズの表情が恐きよう怖ふを形作る。

　だが悲ひ鳴めいは上げられることなく、ほんの一ひと呼こ吸きゆうのあとローズの体は崩くずれ落ちた。倒たおれたローズに駆かけ寄ろうとするも、背はい後ごから腰こしに腕うでが回りモニカは勢いきおいよく抱き寄せられる。

　細く、柔にゆう和わなほどの微ほほ笑えみを浮かべた男に、モニカは叫さけんだ。

「──サウル殿下!!」

　後ろからモニカを抱いて立っていたのは、ヴァルダン王国王太子、サウルだった。

「誰かっ!!　ロベルト!!」

　渾こん身しんの力を込めてもがき、叫んだが、応こたえる者はいない。

　サウルは暴あばれるモニカの力など何でもないような顔をして、小首を傾かしげた。

「ごめんね？　扉はもう開かないし声も聞こえないんだ」

　控えの間のすぐ向こうにはロベルトや他の侍じ女じよ達がいる。ローズの倒たおれる音やモニカの悲鳴が聞こえないはずがないのに、誰一人扉を開こうとしなかった。

（どこから──!?）

　いったいどこからこの部屋に侵しん入にゆうしたのか──！

　モニカの考えを読んだかのように、サウルは微笑んだ。

「僕だけが知っている秘密の通路。隠かくし通路のある城が珍めずらしい？」

　モニカは全身に震ふるえが走った。

　そんなものがあるならば、サウルはいつでも侵入できたということではないか。

「誰でも通れるわけじゃないよ。僕にしか通れない道もある」

　モニカの震えをどう受け取ったのか、そんなことを答えてサウルは腕を離した。

「ローズ！」

　解放されたモニカは真まっ先さきにローズに駆け寄る。

「ロー……っ！」

　だが、すぐに足を止めた。

　控えの間にいた女官がひざまずき、ローズの首元に果くだ物ものナイフを押し当てたからだ。

　ローズは目を見開いているが、眼がん球きゆうはぴくりとも動かない。驚愕や恐怖で固まっているのではなく、まるで陶とう器き人形のように生命の脈みやく動どうを停止させていた。

　まだ十代であろう若い女官は、ナイフを添そえたまま、虚うつろな瞳で床ゆかの一点を見つめている。白い床の上には何も置かれていない。

「行きたければ行けばいいよ。行ったところで君の未来には何も関係がないから。その侍女の未来が変わるだけだ」

　サウルからの許しは出たが、モニカはその場を動くことができなかった。

　時間が止まったかのように目を見開いたままのローズと、瞬まばたきもせずに床を見つめ続ける女官があまりにも人間離れしていたからだ。
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　──この女官は、その一点にモニカが足を踏ふみ入れればローズの喉のどを搔かき切る。

　まるで感情のない、特定の状態の発生により行動を起こすからくり玩がん具ぐのように。

「大丈夫。君がついてきてくれるなら殺したりしないよ。この侍女には証しよう人にんになってもらわないといけないから」

　サウルは難なんなく近づくと、ローズと侍女を控えの間に押しやり扉を閉めた。

「さあおいで。ずっと、君と二人だけで話がしたかったんだ」

　サウルはモニカの返事も聞かず、部屋の奥へと入っていく。

　暖だん炉ろでも鏡の奥でもない。なんの変へん哲てつもない白い壁の前にサウルは手をかざす。

　モニカの目の前で壁の一部が音もなく消え去り、真まっ暗くらな道が口を開けた。

「おいで。モニカ」

　透すき通る赤茶色の瞳、薄い唇くちびると少し長い髪。

　モニカは息を凝こらして暗くら闇やみの中に浮かぶサウルの姿を見つめていた。

　──なぜだろう。

　取り立てて人目を引く容よう姿しではなかったはずのこの男が、神こう々ごうしいほど美しく見えたのだ。




　後ろを振り返ることもなくずんずん歩くサウルに従したがい、モニカは無意識にここが城のどこかを考えていた。古い石壁の通路は細く、人一人が通れるほどの幅はばしかない。

　最初は真っ暗だったが、しばらくすると道幅が少し広がり、灯あかりが現れた。道の両側に等とう間かん隔かくで足の長い燭しよく台だいが置かれ、紅あかい炎ほのおが揺ゆれている。

　こんな閉じられた、人の来ないであろう空間で火が燃えていることに驚いたモニカだが、ほどなくして燭台に置かれた炎の芯しんが紅こう玉ぎよくの欠片であることに気づいた。

（……魔ま道どう！）

　燃えているのは炎ではなく、紅玉が持つ自然の力だった。どうりで酸さん素そが消えるわけでもなく、管理されてもいない場所で燃え続けているはずだ。

　空中庭園に引かれた水や堀ほりの黒い水、紅玉の炎、神しん官かん──。

（まるで……）

「カゼルラって」

　突然サウルの声が響き、思し考こうにふけっていたモニカはびくりと体を震わせた。

　サウルは振り返ることなく、歩きながら話を続ける。

「とても大きな国だね。びっくりした。西は小国の集まりだったのに、よくあそこまで一つにまとまって発展したものだよ」

　会話などしたくなかったが、無む視しして機嫌を損そこねるのも危険だ。迷ったすえ、モニカは仕方なく返事をした。

「……地域性でしょう。連合国と呼ぶには弱かったですが、西部はもともと結びつきが強かったので」

「結びつきが強かったの？　僕の時代には弱かったよ。いっつもいがみ合って、つぶし合って。一つにまとまらないから僕に向かってくることもできなかった」

「……あなたに向かう？」

「きっと指し導どう者しやの違いだね。カゼルラ建けん国こくの王やアレクシス殿下の祖そ父ふ君みたいな。西は雑ざ魚こだと油ゆ断だんしていたからびっくりしたよ。やっとペンテレイアに行けると思ったら、こんなに大きな強い国が前に構かまえてるんだもの」

「……あなたはどうしてペンテレイアに行きたいのですか？」

　疑問をぶつけると、サウルは不ふ意いに足を止めて振り返った。

　モニカも十分に距きよ離りを置いて向かい合う。

　辺りはいつの間にか広くなり、幾いくつかの道が交差する空間になっていた。モニカが歩いてきた通路の他に、この空間から五つの出入り口が暗い穴をあけている。

　灰色の石を敷しき詰つめた冷たい床。壁は緩ゆるやかに湾わん曲きよくしており、天てん井じようの一点に向かって収しゆう束そくしていくように伸びていたが、闇やみの中に消えて見えない。

　天蓋宮のどの辺りなのか。できる限り現状を把は握あくしておきたかったが、モニカには想像もつかなかった。

　表情を読んだのか、サウルはかすかに口許をほころばせる。

「考えているね。あの侍女を助けて僕から逃にげる方法を」

　──ここでモニカが行動を起こせば、おそらくローズは死ぬ。

　だがそれでモニカが逃げられるのであれば、そうしなければいけない。それがアレクの婚約者としての義ぎ務むであり、絶対の掟おきてだった。

　だがモニカは動かない。

　それは決して、ローズの犠ぎ牲せいを悼いたむ献けん身しん的てきな感情からだけではなかった。

「モニカ。君はとても賢かしこい女性だ。もう自分がどうなるか分かっている」

　モニカは静かに拳こぶしを握にぎる。

　この男が最初に現れた時から部屋は閉ざされていた。

　サウルからは逃げられない。

　たとえモニカが剣を所しよ持じしていたとしても、男性の体であっても。

　サウルが部屋に現れた瞬しゆん間かんから、自分はきっと生死の淵ふちに立っていたのだ。

（──それならローズだけでも生きていた方がいい）

　もしもの時のために、少しでもアレクに手がかりを残したかった。

　だが、大人しく殺されるつもりはない。モニカに幻げん視しは効きかないのだ。望みは薄くとも、どこまでも食らいつくつもりだった。

　無言のままのモニカに、サウルはどこか喜びを感じさせる声で言った。

「僕がどうして君を懐なつかしく思ったのか分かったよ。僕の母親と同じだからだ」

「母親？」

　眉まゆを上げたモニカに、サウルは首を横に振る。

「ベルナルド王の奥方じゃないよ。僕自身の母だ。僕の母も君と同じように、森の王の祝福を受けた女性だった」

「…………！」

　モニカは目を見開き、息を吞のんだ。

（──森の王の祝福……！）

　ペンテレイアの聖せい獣じゆう、一いつ角かく獣じゆう。その長おさである森の王が授けてくれるキスだ。

　モニカの脳のう裏りにレームの父である前森の王、エルの言葉がこだました。

（まさか……）

　モニカは今やっと、サウルの幻視を退しりぞけられた理由を知った。

「言葉に出して言われたんだね？　君を守ると」

　モニカに祝福を授けてくれたエルはすでに森の王ではない。だが彼は力をなくして王の座を退いたわけではなく、混血レームをもうけるという禁きん忌きを犯おかしたがためだった。

　実際に力が勝っていたのはエルなのか、現在の若い森の王アルトなのか。もしかするとエルなのかもしれない。

「ヴァルダン、ってどういう意味か知ってる？」

「……古こ代だい語ごでしょうか？」

　ほぼ囁ささやくような声だったが、サウルは嬉しそうに笑った。

「そう。守もり人びととか番人って意味なんだ。ヴァルダンが現在の国になってざっと二百年。カゼルラとほぼ同じだね。でもヴァルダンには前身の国があって、それはエフタ・ヴァルダンって名前だった。今は神官家になってるけど、七百年前の王様は彼らの一族だったんだ。やがて政治と役目を両立できなくなり、今のヴァルダンに変わるときに全然別の一族に受け渡した。アディマーリ王おう朝ちようの始まりだね」

「神官家が、ヴァルダンの前身の国の王家……？」

「そう。彼らはエフタの番人だ」

「……あなたが、エフタなんですか？」

　エフタ・ヴァルダン。文字どおり〝エフタ〟を見守る者なら、サウルがその封じられたものなのかと思ったのだ。

　だがサウルは目を瞬く。

「僕？　僕はリュダだよ。現代の人たちはデュマって言う。音って長い年月の間に変わっていくね。意味が変わったのは僕のせいみたいだけど、昔は王様って意味だったんだ」

（デュマ──！）

　モニカだけでなく、この大陸の子供達にとってそれはなんと馴な染じみのある名か。

「エフタはね、お墓だよ。リュダの墓。僕の名前は〝王様〟。誰も僕の本当の名前なんて知らないし、大事でもないんだ」

　投げやりな言葉に、モニカは不意に心をつかれた。

　落とされた視線や笑いの形に歪んだ唇、拗すねた子供のような口く調ちようの奥に、深い感情の渇かつ望ぼうを見た気がしたのだ。

　それは愛情や孤こ独どくではない、もっと原始的で別種の何か──。

　だが、感情を読み取ろうとしたとき、サウルの顔から抜ぬけ落ちるように笑えみが消えた。

「──もうあきらめた。今の時代に僕を産めるような女性は存在しない」

「……！」

　サウルのまとう気け配はいが変わる。

　本能的にモニカは後あと退ずさった。

　全身の皮ひ膚ふが粟あわ立だち、四し肢しが強こわ張ばっていく。袖そでの短いドレスから伸びた腕や首くび筋すじに、突然この閉ざされた空間の冷れい気きを感じた。

　──これは殺さつ気きだ。

　モニカはすくみそうになる自分を叱しつ咤たした。

（……落ち着け……！）

　ここからサウルのどんな動きも見み逃のがすわけにいかない。こんな出口の分からない空間に置き去りにされるわけにいかないのだ。

　刺さすようなサウルの視線を強く見み据すえ、モニカは呼吸を整えながら話の続きを口にした。

「あなたを産むとは……？」

「言葉どおりだよ。僕の血と肉を作ってくれる女性。こんな借り物の体じゃない、僕を僕として創つくってくれる女性」

　目を見開いたモニカに、サウルは頰ほおを緩めた。

「祝福を受けた君なら産めるかもしれないね。だけどもうそんな不確かなことに頼たよっていられないんだ。そんなことより手っ取り早くペンテレイアに行く方法がある」

「なぜペンテレイアにこだわるのですか？」

「ペンテレイアには僕の最初の体がある。それを取り戻したい」

　繰くり返された質問に、サウルは今度こそ答えた。

　ベルナルドの言葉が脳裏に甦よみがえる。モニカは力を込めてサウルを睨にらみ付けた。

「ペンテレイアを武力で襲おそう気ですか？」

　単にペンテレイアに行くだけではない。手に入れないといけない──。

　その証しよう拠こに、サウルはモニカの言葉を否ひ定ていしなかった。

「どんな封ふう印いんをされているか、僕は知らない。でもきっと森の王以外に開けない場所にある。これは絶対だ。だから支配下に置かないと駄だ目めなんだよ」

「……！」

「僕がヴァルダン王になって進軍しても意味がない。カゼルラは必ずペンテレイアを守るために僕と戦う。戦わなくても、争いを止めるためにペンテレイアの盾たてになるだろう」

　サウルの──リュダの赤茶色の瞳が真まっ直すぐにモニカを射い抜ぬいた。

「なぜなら、君がそう望むから」

　モニカは呼吸を止めた。

　リュダはサウルとして──リディの父としてモニカがアレクに熱ねつ愛あいされていること、それを嫌きらい身を隠したこと、ペンテレイアで見つけ出され、結局愛を受け入れたことを聞いたのだろう。

　なんて邪じや魔まな娘むすめだ──。

　そう思ったに違いない。モニカがいるせいでアレクはリディを選ばず、カゼルラはアレクが王になったあともずっとペンテレイアを守る。

　カゼルラが表に立つ限り、ヴァルダンは簡単に戦いくさをけしかけられない。もし戦が始まるならカゼルラは必ずヴァルダンに警けい告こくを出し、必要とあらば先せん陣じんを叩くだろう。

「そうなればヴァルダンではカゼルラに勝てない。いくらカゼルラより国が広くて人が多くても、戦いってそれだけじゃないから。だからカゼルラ自身にペンテレイアを滅ほろぼしてもらうことにした」

「そんなことできるはずがない！」

　モニカはとっさに叫んでいた。何をどうすればカゼルラがペンテレイアを襲うのか、突とつ拍ぴよう子しもない考えだ。

「カゼルラは動かない！　ティマエス陛へい下かは絶対に軍を出さないし、理由もなく隣りん国ごくを滅ぼすような王じゃない！」

「だからエリオット殿下が王になればいい。あの子がいれば僕は急がないよ」

「……！　エリオに何を！」

「ティマエス陛下とアレクシス殿下が死んだあとで十分だ」

　唐とう突とつな言葉にモニカは言葉を失った。

「迷ってたんだ。本当はアレクシス殿下を殺したかったけど、警けい護ごが厳げん重じゆうだし彼自身が強い。上う手まく幻視が掛かればいいけど、もたもたしてると僕がやられる。だからどうしようかなと思ってたら──」

　突然、モニカの背後でバンッと激はげしい音が響いた。

「──君がいた」

　驚いて振り返ろうとしたモニカの肩かたは、石の壁にぶつかった。思わず悲鳴を上げて飛び退すさったモニカは、先ほどまで歩いてきた通路を見つめ愕がく然ぜんとした。

（そんな──！）

　先ほどまで歩いてきた通路は完全に閉ざされ、元からなかったかのようにただの石の壁になっていたのだ。

「…………！」

　声が出ない。大声で喚わめきだしたいのに喉が開かず、モニカは震える背中を壁に付けたままリュダから距離を置く。

　時間が止まったような古い、紅い光が転々と浮かぶ空間で、リュダは一歩も動かずにモニカを見つめていた。

　やがて、その薄い唇が開く。

「君が死ねばいいんだ。そうすればアレクシス殿下は勝手に死ぬ。それに、君達二人のうち、どっちが僕にとって邪魔かといえば君の方だ」

　モニカは見た。

　石の床や壁の継つぎ目から、黒い手のようなものが一気に噴ふき出したのを。それは靄もやのような、影かげのような物体だった。

　一いつ斉せいに現れた影は床を覆おおい、伸びあがりながらモニカの足に絡からみつく。

　足を取られ、腕を取られ、冷たい何かが這はいずる感かん触しよくに、モニカは叫び声をあげて振り払はらった。だが背後の壁から伸びた影に頭とう部ぶを包まれ、視し界かいが途と切ぎれる。

　突然水の中に放り込まれた時のように、呼吸が止まった。

（息が……っ！）

　闇の中に沈むのを感じ、モニカはがむしゃらにもがく。

　幻視ではない。幻まぼろしではなく、この影は実体を持っている。モニカの呼吸を塞ふさぎ、首を絞しめる。

　影を引き離し、視界を取り戻したモニカはよろめきながら走り出していた。

　痛いほどに鼓こ動どうが脈みやく打うつ。

（逃げろ！）

　走るモニカを追って、リュダの優しい声が聞こえた。

「外に出られるよ。光を辿たどっていけば」

　五つあった通路は、一つを残して全て閉ざされていた。たった一つ開いた穴には紅い光が灯ともり、奥へ奥へとモニカを誘いざなうように増えていく。

　霞かすむ視界に光を捕とらえ、モニカは影から逃げるために光の指す方へ進んだ。

　このまま、リュダの言うままに走ってはいけない──。

　それが分かっていても走るより他はなかった。

　追いつかれれば死ぬ。足を止めれば死ぬ。このまま気を失えば、そこで終わりだ──。

「さようなら、モニカ」

　背後からリュダが呼びかける。

　遠くからなのに、それは耳元で囁かれたように聞こえた。
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「ローズ様」

　呼びかけられ、ローズはハッと我われに返った。

　目の前には年若い女官がいて、心配そうにローズを見下ろしている。

「ローズ様、大丈夫ですか？」

「ええ、大丈夫ですわ。立ちくらみがして」

　今どこにいるかも把握しないままスラスラと出てきた言葉に、ローズは自分で驚いて身を起こした。どうやら倒れてしまっていたらしい。

（……立ちくらみ……？）

　──そうだっただろうか。

　自分が転がっていたのは小さな控えの間だ。ぼんやりしたまま立ち上がろうとすると、側そばにひざまずいていた女官が助け起こしてくれる。

「モニカ姫のお支度は終わりましたか？　アレクシス殿下のお使いで来たのですが」

　問いかけに、ローズは夢から覚めたような心ここ地ちで目を瞬いた。

　やけに重く感じる頭に手を当てる。

「モニカ様は……」

（モニカ様は……）

　──何と言ってらしたかしら。

「まだお部屋にいらっしゃいます。髪飾りを……」

　おぼろげな意識の中で言葉を探すローズのまぶたに、唐突に、髪飾りの花の清すが々すがしい白が浮かんだ。

（そうだわ）

　ローズは安あん堵どして微笑んだ。

「髪飾りを付ければお支度が終わります。すぐに参りますとお伝えください」
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　天蓋宮の二階は外周が全て庭園になっている。

　その中でも北側は人工の清せい流りゆうが造られ、一いつ風ぷう変わった庭になっていた。

　柔やわらかな緑の芝しば生ふには幾条もの白い線のような細い流れがあり、それに沿そって色とりどりの花が咲き乱みだれている。

　夏とは思えない多様な種類の花が咲き、芝生や木々の緑も北の庭園ほど鮮あざやかな場所はない。流れに沿って咲く花は上階から見下ろせば刺し繡しゆうのように美しく、そのため公式行事に使われることの多い庭だった。

　アレク達のために開かれた午餐会には多くの貴き族ぞくが集まり、幾つもの天蓋が作られた庭園は賑にぎやかにさざめいていた。空は雲一つなく晴れ渡り、抜けるような晩ばん夏かの青空だ。

　人々から声を掛けられ、挨あい拶さつを済ませたアレクは自分のテーブルに案内されて驚いた。

「……同じテーブルですか？」

　円えん卓たくの、アレクの席の向かい側にはサウルがいたのだ。

　顔に出さないように気をつけたつもりだったが、嫌けん悪おを感じ取ったのかサウルは首を傾げる。

「不満？」

「いえ、エリオと同じテーブルでなくていいのですか？」

　これは本心だが、サウルはにこっと微笑んだ。

「もう十分仲良くなったから大丈夫だよ」

「…………」

　礼を言うべきだろうが、そんな気になれるはずもない。むしろエリオから離れてこのテーブルに座ってくれるなら、その方がましかと思えた。

　マーシュに視線でなだめられて嫌いや々いや席に着いたが、サウルは笑顔で身を乗り出してくる。

「モニカはまだ来てないの？」

「……まだですよ。もうすぐ来ます」

　呼び捨てにするな、という言葉を何とか飲み込んだとき、ふと隣から低い声で呼びかけられた。

「殿下」

　見ればロベルトが唇を引き結んだままひざまずいている。

「どうした、ロベルト」

　かすかに青ざめたロベルトの表情に、心がざわりと騒さわいだ。ロベルトにはモニカの護ご衛えいを一いち任にんしていたからだ。

「どうした？　モニカに何か……」

　ロベルトは一瞬だけサウルに目をやり、他の者を憚はばかるように声を潜ひそめた。

「殿下、モニカ様のお姿が消えました。女官に呼ばれてローズがお側を離れたその間に、部屋からいなくなってしまわれたのです」

「なに!?」

　血けつ相そうを変えて席を蹴けったアレクの側で、マーシュもロベルトに詰め寄った。

「兄さん、いなくなったってどういうこと？　ローズが離れたってどのぐらいの時間？」

「ほんの数分だ。女官がモニカ様を呼びに控えの間に入って、その女官と話して部屋に戻るとモニカ様のお姿がなかった。一歩も部屋から出ていない、窓にも鍵かぎがかかったままだった」

　部屋には他に誰もいなかったのだ。モニカが窓から出て自分で鍵をかけるなどできない。

「モニカ……！」

　すぐに動こうとしたアレクを、マーシュは慌あわてて押しとどめる。

「殿下！　気持ちは分かりますけど殿下はここにいて下さい。まずは兵士を使って捜します。兄さん、ライ様に協力してもらって！」

　ロベルトはうなずき、素す早ばやくライの元へ走る。

　まだ大げさに騒ぎ立てるわけにいかない。それはよく分かっていたが、アレクは席に着くことも忘れ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

（モニカがいなくなった……？）

　いなくなったと言ってもまだ一時間も経たっていない。心配するような長さではないだろう。

　だが、アレクは全身から血の気が引いていくような気がした。

　意識せずとも視線が動く。

　向かいに腰掛ける男は内容が聞こえていただろうに、一言も言わずに平へい然ぜんとしていた。

「……お前か？」

　直感だった。

　アレクのつぶやきに、サウルは不ふ快かい感かんを表すように片眉を上げる。

「お前がモニカを！」

　サウルの胸むな倉ぐらを摑つかもうと伸ばした腕は、寸すん前ぜんでマーシュにしがみつかれて止まった。

「殿下、落ち着いて……！」

「モニカをどこへやった!?」

　激げつ高こうしたアレクの声に、周囲の人々が何事かと振り返る。

　サウルは不ふ愉ゆ快かいを通り越して、呆あきれたようにアレクを見上げた。

「アレクシス殿下。無ぶ礼れいだよ。自分が誰に対して何を言っているのかよく考えた方がいい」

「とぼけるな！　お前が何かしたんだろう！」

「殿下、お願いしますから落ち着いて下さい！」

　マーシュに半なかば無理やりに座らされると、サウルは同意するように微笑んでうなずいた。

「そう、座るのがいい。君は少し落ち着くべきだよ。そうだ、このお城の話をしてあげよう。この堀の話は知ってる？」

　そんな話はどうでもいい。今すぐ、何もかも投げ出してモニカを捜しに行きたかった。

（モニカ……！）

　激しい悪お寒かんがする。心しん臓ぞうが痛むほど鼓こ動どうが速くなり、吐はき気がしそうだ。

　アレクは気分の悪さに唾つばを飲み込むと、話を聞かないように顔を背そむけた。だがサウルは構うことなく話を続ける。

「北側は大だい神しん殿でんになっているだろう？　神官達は医い療りようの他に生死も取り扱あつかったからね、死刑の執しつ行こうは北側でやったんだって。昔はこの庭の上から罪ざい人にんが堀に放り込まれたんだ。この黒い水は全てを飲み込む。沈められたら最後、浮くこともないし、色を見ても分かるようにただの水じゃない」

「だからどうした」

「君は魔道をよく知っているね？　この水はね、とても強い魔道力を持つんだ。効果は封印だ」

　苛いら立だたしい。うわの空で聞き流し、アレクはサウルの声も姿も意識の外に追い出そうときつく目を閉じた。

　──ああ、目を開けたとき、モニカが「遅くなってごめん」といつもの笑顔で現れてくれれば、自分はいったいどれだけ安心できるだろう。

「あそこに扉があるだろう？」

　急にサウルの声が透き通るように澄すんだ気がして、アレクはふと目を開いた。

　目を閉じていたせいで、周囲がやけに明るく見える。

　サウルは庭園からちょうど斜ななめ上、大神殿の三層目を指差していた。

　見上げた先は天蓋宮の壁の一部がくり抜かれ、古い、両開きの扉がついている。そこから細い通路が堀の上へとせり出していた。

「ほら」

　サウルが囁く。




「あそこから罪人が身を投げたんだ」




　──なぜ見上げたのだろう。

　アレクだけではない。まるで糸を引かれるように無意識に、庭園にいた誰もが、同時に、その古びた扉を見上げていた。

　誰かの手に引かれるように、扉がひとりでに開く。

　ぽっかりと開いた暗い穴から細く突き出た短い通路へ、ふらふらとよろめきながら女が一人まろび出た。

　晴れた空に溶とけ込むような薄い青のドレス。結われていただろう亜あ麻ま色いろの髪は乱れ、ところどころ背中にこぼれ落ちて風になびいている。

　あまりにも見慣れた少女の姿に、アレクは椅子から立ち上がることも、声を上げることすらできなかった。どれだけ離れていても、どれだけ身にまとう服が違っていても、その姿を見間違えるはずなどない。

　モニカは何かに追われるかのように、まるで途切れたその先にも道があるかのように、全く躊ちゆう躇ちよせずに石の通路を駆けていく。風にもてあそばれる紙のように彼女の体はくるりと踊り、やがて、空の中に放り出された。

　裾すそがはためき、落下していく様をアレクはただ見つめていた。




　モニカの悲鳴は長い尾のように響き渡り──。




　黒い水の中へ、落ちていった。
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　いったい何が起こったのか。




　庭園中の人々が立ち上がる。大きなどよめきと貴き婦ふ人じんの金かな切きり声のような鋭するどい悲ひ鳴めい、大おお勢ぜいの兵士達が慌あわただしく駆かけ回る中で、アレクはただモニカが通り過ぎていった空を見つめ続けていた。

　起こったことを頭で理解するよりも早く、辺りから一いつ斉せいに色しき彩さいが消え去った。

　太陽や木々の緑や晩ばん夏かのそよ風、庭園に美しく咲き誇ほこる花の色や香り──。

　その全てが溶とけるように空間に消え、代わりに生なま温ぬるい、むせ返るような何かが突とつ風ぷうのように襲おそい掛かってきたのだ。

（苦しい──！）

　窒ちつ息そくしそうな恐きよう怖ふ感かんに、もがき、喘あえぎながら空を見上げたアレクは悲鳴を上げた。

　暗い闇やみが、上から屈かがみ込むように覆おおいかぶさってくる。闇のただなかに放り出され、上下も分からず平へい衡こう感かん覚かくを失うのを感じた。

（────！）




「殿でん下か!!」




　倒たおれかけた瞬しゆん間かん、凄すさまじい力で腕を取られた。

　強い声と共に激はげしく揺ゆさぶられ、アレクはハッと目を開ける。

　眩暈めまいがして、こめかみを嫌いやな汗が伝った。背中に衣服が張はり付き、気が付けば寒さむ気けがするほどの汗をかいていた。

「殿下！　しっかりしてください!!」

　目の前に真まっ青さおなマーシュの顔があり、ほんの一ひと呼こ吸きゆうの間、自分が意識を失っていたのだと知った。

　のどかな午後の庭園は一瞬にして姿を変えていた。

「兵を下に集めろ!!　早く堀ほりに向かえ!!」

　耳鳴りの向こうからライの一いつ喝かつが聞こえる。

　忙せわしなく動く貴き族ぞく、堀の外へ下りていく兵士達、忌いまわしい出来事を不安そうな目で見つめる貴婦人の中で、アレクはマーシュに支えられたまま立ち尽つくした。

（……なんだ、これは……？）

　あの空を落ちて行ったのは、本当にモニカなのか──。

　これが悪あく夢むや幻まぼろしでないというなら、いったい何だというのか。

　アレクはマーシュに縋すがったまま、緩かん慢まんなほどの動きで背はい後ごを振り返った。

　この騒さわぎの中で、席を立つこともなく、悠ゆう然ぜんと足を組んだまま座り続ける男に囁ささやく。

「お前なのか……？」

　殿下！　と、マーシュの諌いさめる声が聞こえたが、アレクはよろめき、テーブルにぶつかりながらサウルに向かって一歩を踏ふみ出した。ロベルトが、他の近この衛え騎き士し達がアレクの様子に気づき走り寄ってくる。

　椅い子すに座るサウルを見下ろし、アレクは朦もう朧ろうとした意識の内でつぶやいた。

「お前がモニカをあそこから……」

　突き落としたのか、という言葉は喉のどの奥で絡からまり出てこなかった。




　──全ての音が消え、アレクは右足を踏み出していた。




　自分が何と叫さけんだのかも分からない。

　頭の中で何かが焼き切れて、視し界かいが真まっ白しろになったのだ。光ではない、それは怒いかりの炎ほのおだった。理性と思し考こうの消え去った肉体が独ひとりでに動き、目が見えるようになったときアレクの目の前にはロベルトがいた。

「お静まりを……っ、殿下!!」

　サウルに向けられたアレクの渾こん身しんの拳こぶしを、組んだ両手の平で受け止めたロベルトは苦しい息の下で懇こん願がんする。わずかに骨のきしむ音が聞こえ、ロベルトの顔が苦く痛つうに歪ゆがんだが彼はアレクの拳を離さなかった。

「殿下!!」

「お静まりを！　殿下!!」

　我われに返った近衛騎士達がまとわりつくが、アレクはそれらを振ふり払はらい身を翻ひるがえした。ロベルトに庇かばわれ、場を離れていたサウルの護ご衛えい達はアレクの動きに一いつ挙きよに緊きん張ちようする。

　だがアレクはそちらには目もくれず、堀に向かって走り出していた。

「おやめください殿下!!」

「誰かっ！　殿下をお止めしろ!!」

　堀に飛び込む気だと気づいた兵士達が、アレクに殺さつ到とうする。

「どけ!!　離せ!!」

　腕を摑つかまれ足にしがみつかれ、羽は交がい締じめにされながらアレクはもがく。罠わなに掛かった手て負おいの獣けもののような、死に物狂ぐるいの抵てい抗こうだった。

「退さがれ!!」

　凄まじい怒ど号ごうにヴァルダンの兵士達は怯ひるむが、アレクの近衛騎士達は懸けん命めいに押さえつけ続けた。ここで離せばアレクが戻らないと理解していたからだ。

「モニカ!!　離せ！　私が堀に入る!!」

「殿下!!」

　悪あつ鬼きのような形ぎよう相そうで騎士達を引きずり進むアレクの眼がん前ぜんに、ロベルトは電光のごとく回り込んだ。

「失礼致します、殿下！」

　言うが早いが、アレクの腹に拳を叩たたきこんだ。

「──っ！」

　かなりの力を込めたせいかアレクがうめきを上げて身を折る。

　確実に手ごたえを感じたが、ロベルトは油ゆ断だんせずにアレクの出方を見守った。生なま半はん可かな力では反はん撃げきされる怖おそれがあるからだ。

　しかし反撃はなく、だらりとアレクの全身から力が抜ける。

「殿下！」

　走り寄ったマーシュに、ロベルトはやっと構かまえを解といて荒あらい息をついた。うなだれたアレクを支え、他の騎士達に預ける。

「あばらが折れたかもしれない。部屋にお連れしてくれ」

　意識を失ったアレクを見つめ、青ざめたマーシュは声を震ふるわせた。

「ありがとう、兄さん……」

　手て加か減げんできる状況ではなかったのだろう。力ちから業わざの収め方だったが、マーシュは兄に感謝した。言葉だけでアレクを止められるとは思えなかった。

　アレクが帯たい剣けんしていなかったのがせめてもの救いだ。怪け我が人にんが出るどころの事じ態たいではなくなっていたかもしれない。

　ロベルトは無言でうなずき、騎士を引きつれて急ぎライの元へ向かう。

　マーシュはアレクを他の者に任まかせ、一度目を閉じた。動どう悸きの治まらない心しん臓ぞうを静め、気持ちをできる限り落ち着かせる。

（──あとは俺の仕事だ）

　意を決すると、自分のなすべきことをなすために踵きびすを返した。

　遠巻きに囁きを交わす人々の視線を感じながら、アレクに与えられた席の側そばまで戻る。

　護衛の兵士に守られたヴァルダンの王太子に向け、静かに頭こうべを垂たれた。

「……失礼致しました、サウル殿下。アレクシス殿下は気が動どう転てんしています。どうか混こん乱らんと悲しみのあまりの行動と受け止め、寛かん大だいなご処しよ置ちを賜たまわりたく存じます」

　サウルの言葉がかかるまで頭を下げ続けるマーシュを、全ての者が見ていた。

　せせらぎの音だけが響ひびく息いき詰づまる沈ちん黙もくが流れ──やがて、静まり返った庭園にサウルの冷ややかな声が落ちる。

「いいよ、許してあげる。アレクシス殿下の暴ぼう挙きよなんて小さなことだ。──モニカに比べたらね」

　その言葉は鋭い刃やいばのようにマーシュの心臓を抉えぐった。

　堪こらえて、うつむいたままきつく目を閉じる。

　マーシュが頭を上げないのは、いたたまれないからではない。絶ぜつ望ぼうでも悲ひ嘆たんでも申し訳なさからでもない──。

「他国の王おう宮きゆうで飛び降りるなんて前ぜん代だい未み聞もんだ」

「──！」

　マーシュは眩暈を堪え、叫び出すかわりに下げていた頭を更さらに深く下げた。

「────申し訳ありませんでした」

　──それは怒りのためだった。

　今後訪れる数えきれないような懸けん案あん事項を思って、マーシュは血が滲にじむほど強く唇くちびるを嚙かんだ。
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　足元に水の気け配はいを感じて、アレクは目を開いた。

　気が付けば、薄い闇の中にいた。

　太陽が沈み、完全な夜が来るまでの薄はく暮ぼの空間だ。

　アレクの他には誰もいない。視界を遮さえぎるものもない、果はてしなく暗い湖の水すい面めんにアレクは沈むことなく立っていた。
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（モニカ……？）

　いつもと同じようにモニカの姿を探す。

　五月の森のような明るい翠すい緑りよくの瞳ひとみを、長い亜あ麻ま色いろの髪を、しなやかな、生せい気き溢あふれる小こ柄がらな体を。

　だが辺りは薄ら寒い闇に包まれており、アレクはモニカがいないことを理解した。

　彼女がいるなら、こんなに暗く冷たいはずはないのだ。

　モニカほど美しい人がいれば、ここはもっと輝かがやかしい光に満たされている。彼女はその優しい微ほほ笑えみと潑はつ剌らつとした動き、朗ほがらかな声でアレクを光の中に連れて行ってくれる。

（探さなければ）

　アレクはおぼつかない足取りで歩き出した。

　足元の湖が音もなくさざめく。静せい寂じやくに包まれた空間は茫ぼう洋ようと広がり、進むその先にも同じ薄い闇があるだけだ。それでもアレクは進み続ける。

　モニカの姿が見えないなら探さないと。

　早く見つけて、手を取らないと──。

（またいなくなってしまう）

　歩くたびに足元の湖が粘ねばり気を帯おび、絡からみついてくる。引きずり込もうと脚あしに這はい上がるそれらを払い、アレクはいつの間にか追い立てられるように走り出していた。

　体が沈む。飲み込まれないようひたすらにもがくアレクの目に、黒い高波となった闇が頭ず上じようから覆いかぶさってくる。

（────！）

　息が苦しい。

　上う手まく呼吸ができなくなって、アレクは「ああ」と声を漏もらした。

（──いつか見た闇だ……）

　いつだっただろうと考える間もなく、思考も感覚も何もかもが消えていく。

（──モニカ────！）




「────！」

　手を伸ばした瞬間、唐とう突とつに目が覚めた。

　飛び起きようとした胸に激げき痛つうが走り、うめきながら寝しん台だいに沈む。

　心臓がどくどくと脈みやく打うっている。痛みと、あまりの鼓こ動どうの速さに息が上手くできない。

（なんだ……？）

　アレクは丸くなりながら呼吸を整えた。手の平で胸元を探れば、なぜかきつく包ほう帯たいが巻かれている。

　夜なのか、目が見えなくなったのか、辺りは真まっ暗くらだった。

「モニカ……？」

　頭が酷ひどく痛む。ガンガンと誰かに叩かれているみたいに重く、鈍にぶい痛みだ。

（夢か……？）

　いつ着替えて、いつ寝台に入ったのか、それすらも覚えがない。

　何か、とてつもなく怖おそろしく、哀しみに満ちた出来事があったような、曖あい昧まいな記き憶おくがあるだけだ。

　しばらく呼吸を整え、アレクはゆっくりと起き上がった。胸は痛むが、身動きできないほどではない。

　裸足はだしで歩けば、やはり夜なのか床ゆかはひんやりとしている。

　手探りで壁を探しながら、こんなことが前にもあった気がした。

（四年前……いや、五年前の夜だ）

　──モニカが死んだと聞かされた夜だ。

　壁伝いに数歩歩いた途と端たん、すぐに扉とびらが開いた。細い光の筋すじの中に、女性の姿が浮かぶ。

「殿下……」

　手て燭しよくを掲かかげ入ってきた女性に、アレクは心の底からほっとした。モニカの忠ちゆう実じつな侍じ女じよ、ローズだ。彼女がいるということは、モニカが近くにいる。

「モニカは？」

　どの部屋で寝ているのだろうと聞いたのに、ぼんやりとした灯あかりに映うつったローズは泣き疲つかれた顔をしていた。

「まだ見つかってはおりません」

「……まだ…………」

　見つかっていない、という意味が分からなくて虚うつろに繰くり返した。

「モニカはどこだ……？」

　ローズが声を詰まらせる。

　返事を待っている内に、足元がなくなって、体が沈んでいくのを感じた。

「殿下！　殿下！」

　遠くから悲鳴が聞こえる。

　どうしてだろう。足が石になったように重く、動かない。

　床に崩くずれ落ち、アレクは囁いた。

「夢じゃないのか？」

　ローズの顔が歪む。

「私は夢を見ているのではないのか？」

　起こったことを信じるよりも早く、涙が落ちた。

　床の冷たさや痛み──感覚が戻ってくるのと同時に、昼間見た光景が頭の中を流れていく。あの細く突き出た通路をよろめきながら走る姿を。落ちていくモニカの悲鳴と、消えていったあとの空を。

（モニカがもういない……？）

「噓うそだ」

　そんなことがあるはずがない。

　なぜなら、モニカの死の後に、自分は一日たりとも生きていないだろうと思っていたから。彼女の亡なき後、自分だけが生きているなんてそんなことはありえないのに。

「噓だ噓だ噓だ!!　噓に決まっている!!」

　アレクは取り乱みだしたように立ち上がろうとしたが、足は動かなかった。どこに行くあてもなく、床を這いながら進む。

「殿下！」

「モニカがもういないだと!?　そんなことは噓に決まっている!!」

　あの優しい声。明るい笑顔をもう見ることがないなど、とても信じられない。

「あの男が突き落とした……！　そうだろう、ローズ？　そうじゃないなら誰かに追われたんだ、そうに決まっている！」

　アレクは摑みかかるようにローズの肩を揺さぶった。

「本当にモニカ一人だったのか？　あの男がいたんだ！　そうだろう、ローズ!?」

「殿下……！」

　しかしローズは言葉を忘れてしまったかのように、ただ首を振り続ける。

　アレクは食い入るように、ローズの憔しよう悴すいした頰ほおを涙が伝うのを見ていた。

「いいえ、殿下」

　手燭の小さな灯りの中で、泣き疲れた二人は見つめあう。

　枯かれ果てたはずの涙が流れるのを拭ぬぐうこともせず、ローズは静かにつぶやいた。




「──モニカ様はお一人でした……」
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　モニカが堀に消えてから十五日が過ぎた。

　ベルナルドは捜そう索さくの手を休めないように命令を下していたが、黒い水の中に消えたモニカの行方ゆくえは杳ようとして知れなかった。

　堀に落ちてから二週間以上。それは水に沈んだ人間にとって長すぎる時間だ。

　カゼルラから来た面々は決して口にしなかったが、ヴァルダン貴族の間ではモニカはすでに死者となっていた。

　貴族達は声を潜ひそめ、突然他国の王宮で入じゆ水すいしたカゼルラの令れい嬢じようについて囁きあう。

　──いったい何を思って飛び降りなど……。

　──ヴァルダンに何か恨うらみでもあるのか？

　──セリディアーナ殿下のご婚約も決まったというのに、不ふ吉きつなことだ……。

　ライや王女姉し妹まいをはじめ、オデリージ、モーリット両公こう爵しやくなどモニカを知る貴族はそんな噂うわさ話を諌めてくれたが、謎なぞの死は人々の憶おく測そくを呼んだ。

　モニカは完全に一人であり、最後に一緒にいたのも腹ふく心しんの侍女であるローズだったのだ。

　与えられた東の自室にいたモニカが、なぜ北の閉ざされた通路に入ることができたのか。なぜ誰も移動するモニカの姿を見ていないのか。いったい自室からどう抜け出して、どう処しよ刑けいの通路へ入ったのか──。

　それを知る者は誰もいなかった。




　モニカの部屋である東の一角では、カゼルラの侍女や従じゆう僕ぼく達が沈黙の中で動いていた。

　この部屋の主あるじは未いまだ見つかっていないが、たっての希望でアレクがこちらに滞たい在ざいしているのだ。決定していた帰国日は当然のごとく延えん期きされ、従じゆう者しや達はアレクの様子に心を砕くだいていた。

　アレクの寝室を出て、静かな居間に入ったマーシュは思わず足を止めた。

「エリオ様、ライ様……」

　来ているなど全く知らされていなかったのに、アレクの弟であるエリオットとヴァルダンの第一王子カーライルが座っていたのだ。

　立ち上がった二人に、マーシュは小走りで近づく。

「来て下さったんですね。俺を呼んで下さればよかったのに」

「いや、少しエリオと話をしていたから大丈夫だ。アレクは眠ったと聞いたしな」

　ライは力なく微笑んだ。遠えん慮りよしてマーシュを呼ばず、周りの者に様子を聞いていたらしい。

　ライがここへ来るのは久しぶりだった。自身の公こう務むに加えて、モニカの捜索も一手に引き受けてくれているからだ。

「マーシュ、兄様の体調は？」

　アレクとよく似た、だがずっと華きや奢しやで少年らしいエリオは、薄うす紫むらさきの瞳に気き遣づかわしげな色を浮かべる。

　エリオはあの日からずっとヴァルダンの高官との折せつ衝しようにあたってくれており、両国の関係が悪くならないよう努つとめてくれていた。箱入り王子のエリオにとって今まで体験したことのない外がい交こうの嵐あらしだろうが、時間があるときは必ずアレクの様子を見に来てくれる。

　疲ひ労ろうと心しん痛つうの色は濃こいが、気き丈じように役目をこなしてくれる第二王子にマーシュは感謝した。

「ありがとうございます、エリオ様。先ほどやっと眠られ、ディア様が看みて下さっています」

「そうなんだ……。オルディアーナ姫ひめがいてくださってよかった。リディもまだ話ができるような状態じゃないから……」

　エリオは婚約者のリディもちゃんと気遣っているのだろう。アレクに手一杯で他者のことを失しつ念ねんしていたマーシュは反省したが、この部屋から離れる気にもなれなかった。

　ロベルトに気き絶ぜつさせられ、目覚めてからのアレクは何度も部屋を出ようとした。

　モニカを捜すためとはいえ、大切な王太子を底なしの堀に入れるわけにいかない。勝手に飛び込まれては一大事だと日夜見み張はっていたが、日が経たつにつれて大人しくなった。

　アレクは今、食べることもしゃべることもせず、起きているのか寝ているのか曖昧なままで一日を過ごしている。そうかと思うと夜中に起き出し、夢む遊ゆう病びようのようにモニカを捜そうとした。突然目覚め、まるでモニカが今さっき出かけたばかりかのように話し出す。

　本当に狂くるってしまったのではないかと、肝きもの冷えることが多々あった。マーシュ達側そつ近きんはアレクを死なせないように考え行動しているつもりだが、このままでは堀に入ろうがなんだろうが同じ結果になるような気がした。

　以前にモニカが死んだ時とは状況が違う。あのときはモニカの死を見ていないし、ロスターが隠かくしたと思えた。「信じられない」と言い切れた。

　だが今回は目の前で転てん落らくしたのだ。別人でもない、確かにモニカ本人だった。

　沈ちん痛つうな面おも持もちで聞いていたライは、耐たえかねたように頭を下げる。

「──申し訳ない。こんなことになって」

「ライ様のせいじゃありません」

　マーシュはすぐさま答えたが、ライの気持ちは痛いほどよく分かった。

　ライは悔くやんでいるのだ。自分がモニカをヴァルダンに誘ったからこうなったと。

　ライだけではない。ローズは自分が目を離したからだと泣き、ロベルトはせめて控ひかえの間にいればと何度も自分を責せめた。皆が同じ気持ちだった。

　慰なぐさめられることも堪こたえるのか、ライはより辛つらそうに目を伏ふせる。

「アレクは……今日は何か食べたか？」

「飲み物だけ、少し口にして頂きました」

「そうか……。魔ま導どう師し長ちよう殿どのからの連絡は？」

「いいえ、まだ来ていません。ですが到とう着ちやくしたところで……」

　ヴァルダンからペンテレイアまで、どれだけ馬を飛ばしても十日近くはかかる。藁わらにもすがる思いでウィトスに急きゆう使しを出したが、もしすぐにペンテレイアが動いてくれたとしても、まだこちらに向かっている途と中ちゆうだろう。

（どのみち間に合わない）

　マーシュは拳を握にぎり締しめた。

　あのとき──、アニスの件を解決した時、ウィトスをペンテレイアに帰さなければよかった。そうすれば、もしかしたらモニカを堀から救い出すことができたかもしれない。

　モニカからサウルが不思議な術じゆつを使うと聞いていたのに、なぜ対たい抗こうできる力を手放してしまったのか。なぜそこまで考えが及およばなかったのか。いや、そもそもモニカをヴァルダンに連れてきてしまったことが原因だったのか。

　なぜ、どうして、あのときああしていれば──。

「マーシュ！」

　一喝に、マーシュはハッと目を上げた。

　捜索からいったん戻ってきたのだろう、ロベルトが厳きびしい目でマーシュを見つめていた。

　ロベルトはマーシュが顔を上げたのを見ると、ほっと息をつく。そしてライとエリオに向き直った。

「エリオ様、ライ様。お越し頂きありがとうございます。殿下はお休みになられてしまったそうですが……」

「ああ、せっかく眠ったんだ。見舞いは遠慮しよう」

　優しいライの返事に、同意するようにエリオもうなずく。

　自じ責せきの念から立ち戻ったマーシュはぶるぶると頭を振ふるい、深呼吸した。

「ライ様、俺達はいったんカゼルラに帰ります。このままヴァルダンにいるのは、殿下にとってもヴァルダンにとっても悪あく影えい響きようだ」

　アレクは完全にサウルを、ひいてはヴァルダンを疑っている。これではヴァルダン貴族がいい顔をするわけがない。モニカのせいで雰ふん囲い気きが悪くなったことに怒りを表す貴族もいるのだ。

「それに……」

　モニカが見つからないまま、もう十五日も経つ。これだけ長い期間水に沈み、生きていられるとは思わなかった。

　だが、マーシュはそれだけは口にしなかった。口にするということは、認めてしまうことのように感じたからだ。

「……これ以上後になると、殿下のお体が旅に耐えられなくなる。こちらにも人を残しますし、カゼルラからも改めて捜索のために隊を派は遣けんします」

　これはエリオとも相談した結果だった。捜索に加われない人間がいても迷めい惑わくになるだけだ。すでに残る者は選ばれ、帰国の準備が進められている。

「皆様への挨あい拶さつは僕が済ませてきました。今日の夜に陛へい下かと会わせて頂く予定ですから、早ければ二、三日後にも天てん蓋がい宮きゆうを出ようと思っています」

　エリオにも口を添そえられ、ライは沈黙していたが、やがて声を震わせ頭を下げた。

「申し訳ない。本当ならモニカが消えたあの時に、なんとしても見つけないといけなかったのに」

「いいえ」

　ライは十分に尽じん力りよくしてくれた。マーシュはライの顔を上げさせ、嘆たん願がんした。

「ライ様には感謝しています。この先も……できる限りよろしくお願いいたします」

「もちろんだ。ロベルト、アレクの近衛騎士も何人か残してもらえるか？　連絡係として俺の側に置こう」

　願ってもない申し出だ。ロベルトは深く一礼し、今日中に人を選ぶことを約束した。

　多た忙ぼうなライとエリオはそのあとすぐに部屋を辞じし、それぞれの仕事に戻っていった。

　部屋の外まで二人を見送り、マーシュとロベルトは並んで寝室に戻る。

　無言のまま居間を通り過ぎるマーシュの耳に、ロベルトの沈んだ声が聞こえた。

「……殿下にあの男を殴なぐらせておくべきだったのかもしれないな」

「兄さん」

　真ま面じ目めな兄がこんなことを言うのは意外だったが、本心らしい。

　決して口に出すことはないが、マーシュとロベルトには共通の思いがあった。

　──モニカを襲ったのはサウルだ。

　そう確信していた。特に、アレクからベルナルドの話の概がい略りやくを教えてもらっていたマーシュにとっては疑う余よ地ちもない。

（サウル殿下の中にいるやつが、何かの術を使ったんだ）

　サウルの肉体を乗っ取り、幻げん視しを操あやつる人物──。いいや、もしかするとそれは「人」ではないかもしれない。

　だが、マーシュは緩ゆるく首を振った。いま騒ぎ立てるわけにはいかない。

「あいつを殴ってもどうにもならないよ。殿下の気は絶対に晴れないし、余よ計けいに悪い事態になっていた。兄さんが止めてくれてよかったよ」

　モニカは自分から堀に落ちた。マーシュ達がどれだけ違うと言い張っても、それだけは覆くつがえせない事実なのだ。

「戦いくさにまで発展するとは思わない。でも殴れば火種にはなったかもしれない」

（……だから、これでよかったんだ）

　そう自分を慰めるより他はなかった。

　マーシュも、サウルを殴っていれば少しはアレクの悲しみも減ったのではないかと考えるときがある。だが、それはアレクの気を晴らすためではない。

（俺が殴ってほしかっただけなんだ）

　どんな形でも一いつ矢し報むくいたい。してはいけないことと分かっていても、抑おさえきれない懊おう悩のうが胸の中を渦うず巻まいていた。

　寝室に入れば、アレクの寝台の側に腰掛けていたディアが振り返る。

　このときマーシュは、せっかくライが訪れていたのにディアを呼ばなかったことに気づいた。考えの及ばなかった自分が嫌になり、面めん目ぼくをなくしてうなだれる。

「……すみません、ディア様。ライ様が来ていたのに……」

「まあ、お兄さまがいらっしゃっていたの？　いいのよ、何が何でもお会いしなきゃってわけじゃないわ」

　お見舞いはご遠慮さなったのね、と屈くつ託たくなく言われますます申し訳なくなった。

　アレクが寝込むようになってから、ディアはほぼ毎日看かん病びようを手伝ってくれていた。心しん労ろうで倒れたローズを見舞ってくれたり、レームの相手をしてくれたりと献けん身しん的てきに尽くしてくれている。

　ディアは気にするなというように微笑み、アレクの眠る寝台に目をやった。

　青白い顔のアレクが眠るその枕まくら元もとには、しょんぼりしたレームが腰掛けている。

　マーシュとロベルトが戻ってきたのを見ると、ぱちぱちと目を瞬またたいて顔を上げた。

「デンカ、起きないの？」

　涙をためた紺こん碧ぺきの瞳に見上げられ、マーシュは目を伏せた。

「……うん。疲れてるんだよ」

　アレクは相変わらず、眠っているのか目を閉じているだけなのか分からない。先ほど少しだけ眠ったように見えたが、今は寝息も聞こえなかった。肉体は目覚めているが、精神が眠ったままなのだろう。

（心に身体からだが負けてるんだ）

　このままではいけないと分かっていても、マーシュにはどうすることもできなかった。

「……ディア様。帰国の件、ライ様にもお話ししました。本当にありがとうございました……。ご迷惑をおかけして」

「まあ、マーシュ。わたくしは迷惑だなんて思っていないわ」

　ディアは驚おどろき、そして、憂うれいを含ふくんだ栗くり色いろの瞳でマーシュを見上げた。

「アレクシス殿下の悲しみに比べたら……。わたくしだって全然信じられないのよ。目の前で起こったことなのに、あれは現実だったのか夢だったのかと考えるときがあるわ。時間が経てば経つほど曖昧になってくる」

　あの午ご餐さん会かいから今日まで、夢の中の出来事ならどれだけよかっただろう。

　だがディアと違って事後処理に駆けずり回ったマーシュは、時間が経つほどに現実を感じていった。

　最初は信じられなかったし、頭のどこかで噓だと思っていた。探しているうちにひょっこりモニカが現れるのではないか、もしかすると先にカゼルラに帰ってしまったのではないか……。

　そんな希望を抱いて日々を過ごしていたが、やはりどこを探してもモニカはいない。

　ああ、やはりあれは本当に起こったことなのだ──。そう現実を受け入れ、自分を納なつ得とくさせていくうちに別の問題が頭をもたげてきた。

　──いったい、モニカを失ってアレクがどこまで生きられるのか。

　共に年老いてからではない。こんな形でモニカが消えるのを目まの当あたりにして、この先をどう生きていくのか。

　悲しみを癒いやすのは時間しかない。長い時が経てば、アレクも少しずつ立ち直っていくだろう。

（でも──）

　──果たしてアレクがそのときまで耐えられるのか。

　マーシュはやつれ、青ざめたアレクの寝顔を見下ろした。

　マーシュがヴァルダンに残ってできることは少ない。それよりはアレクの体調を考えるべきだろう。

「レーム君」

　マーシュはうつむくレームの前に屈み込んだ。下から、涙に濡ぬれた紺碧の瞳を覗のぞき込む。

「……近いうちにカゼルラへ帰ることになったんだ。だから、今のうちに大だい神しん官かん様にご挨拶しに行こう？」

「──！　やだ！」

　一瞬言葉の意味を考えていたようだが、レームは差し出されたマーシュの手を避さけベッドから飛び下りた。

「帰らない！　レームここにいる！」

「レーム君……、殿下も俺もみんな帰るんだよ？」

　レームを一人置いていくわけにはいかない。だがレームは泣き顔で叫んだ。

「モニカがいるもん！」

「……！」

　マーシュは突かれたように足を止めた。

「モニカといっしょじゃないと帰らない!!」

　レームは部屋の中を逃にげ、暖だん炉ろと壁の隙すき間まに隠れるように入ってしまう。

　マーシュも、そしてロベルトも立ち尽くしていた。なんと言葉を続ければいいのか分からなかったのだ。

「マーシュ、わたくしがレームを預かるわ。安心して」

　間に入るようにディアが立ち上がり、暖炉の側まで歩み寄る。

　隠れたレームを呼び寄せると、その胸に抱きしめた。床に膝ひざをつき、優しく頰の涙を拭う。

「レーム、わたくしのお家に行ってモニカを待ちましょう？　ね？」

「……うん……！」

　レームがしゃくりあげながらうなずいた。

　ディアの目め配くばせに、マーシュは無言で頭を垂れた。カルロ大神官を含め、神しん殿でんも慌ただしくなるだろう。ディアの住居ならレームも気き兼がねなく過ごせるし、モニカも安心してくれるはずだ。

「ディア様……。よろしくお願いします」

　今はただ、アレクを一いつ刻こくも早くこの地から遠ざけたかった。







　数日後、貴族や民の見送りを全て辞じ退たいしたカゼルラの一行は、早朝のうちにひっそりと天蓋宮を出た。

　朝靄もやの煙けぶる中を、行列は粛しゆく々しゆくと進む。口を開く者は誰一人としておらず、息すら潜めるように去って行く。その背後で、朝を告つげる大神殿の鐘かねが鳴なった。

　古こ代だい城じようから鳴る厳おごそかな鐘の音は三度繰り返し、重なり合って響き渡る。




　そして、町を超えて広い山々へと消えて行った。
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　ヴァルダンと並ぶ西の大国、カゼルラ。

　大陸の華はなとも称しようされる王おう都とネルトハイムのミゼリア城、その本ほん宮ぐうの一室には国王を含ふくめた数人が顔を揃そろえていた。

　ヴァルダンの天てん蓋がい宮きゆうとは正反対に大きな窓が多く、開放的な部屋は眩まぶしい陽よう光こうに満たされている。そんな明るい室内で、祈いのるようにアレクの帰りを待っていたカゼルラ王国の面々は、マーシュの報告に一いち様ように言葉をなくした。

「信じられんな……」

　重苦しい空気の中でやっとつぶやいたのは、アレクの従弟いとこ叔お父じにあたる大臣フォルケだ。

「本当なのか、マーシュ？」

　いつもは闊かつ達たつで洒落しやれた紳しん士しであるフォルケの声は、暗く乾いている。普段からアレクを息むす子このように可愛かわいがっているフォルケにとって、アレクの悲しみは自分の悲しみも同然だ。

　モニカが堀ほりに沈んですぐに報しらせは出していたが、この場にいる誰もが実際にアレクの様子を見るまで現実味がなかったのだろう。確認するフォルケに、マーシュは苦く渋じゆうに満ちた表情でうなずいた。

「本当です。モニカ様は……自みずから堀に飛び降りられました」

　ローズが泣きながら顔を覆おおった。

　あれから二十日以上をかけて、マーシュ達はやっとカゼルラに辿たどり着いた。早く戻りたい気持ちは強かったが、アレクの体調のために町で逗とう留りゆうすることが多かったのだ。

　まずはアレクを王太子宮に落ち着かせ、マーシュはすぐにローズと共に国王ティマエスの元へ馳はせ参じた。

　ことが事だけに、集まっているのはティマエス、大臣フォルケ、モニカの父である将しよう軍ぐんロスター、王おう宮きゆう侍じ従じゆう長ちようのグイド老だけであった。他の高官にはまだ伝えていない。またアレクの侍従長であるラフィットと女じよ官かん長ちようのルシアには伝えられているが、彼らはこの場に来ることよりもアレクの体調を整えることが優先だった。

　一人椅い子すに腰こし掛けたグイドは、白い眉まゆ毛げに隠かくれた目でマーシュを見上げた。

「マーシュ、殿でん下かのご容よう態だいはいかがかな？」

「……分かりません。俺にもどうなるのか全然分からないんです」

　グイドは今の状態を聞いているわけではない。この先、回かい復ふくの見込みがあるのかどうかを聞いているのだ。過去に何度もアレクを立ち直らせてきたマーシュだが、今度ばかりは何をどうすればいいのか見当もつかなかった。

　黙って話を聞いていたロスターは小さくつぶやいた。

「正直なところ、殿下が後を追わないのが不思議なぐらいだ」

　アレクの性格上、真まっ先さきにモニカを追って死ぬかと思ったのだ。ここにいる全ての者が思ったであろう言葉に、マーシュは声が震ふるえないように息を吸すい込む。

「モニカ様に……、自分が死んでも後を追うなと言われたんです」

　ヴァルダンへ向かう途と中ちゆうで暗あん殺さつ者しやに襲おそわれ、離れ離れになったアレクとマーシュは、再会してから互いの身に起こったことを聞かせあった。アレクからはオークハルト侯こう子しルドルフの話や、〝星の女め神がみ団だん〟の面々との話、そして川辺で洗せん濯たくを体験したことやモニカとワルツを踊ったことを聞かされたのだ。

　──モニカに後を追ってきたら逃にげるけど、ちゃんと寿じゆ命みようどおりに来るなら待っていてあげると言われた。モニカに「待っている」と言われたのは初めてだ──。

　大喜びしていたアレクを思い出すと、どうしようもなく目の前が滲にじむ。

　モニカはこんなことのために言ったわけではないだろう。

　だが、結果的にアレクをこの世につなぎとめている。

「──ロスターよ……」

　何かを言おうとしたティマエスだが、言葉は最後まで続かなかった。

　だが、深く頭こうべを垂たれ、腰を折ったティマエスの前にロスターは跪ひざまずいた。

「陛へい下か、おやめください」

　まだ顔を上げられないティマエスを覗のぞき込むように、ロスターは首を横に振る。

「あの子が、モニカが自分で選んだことです。陛下になんの過か失しつがありましょうか。私はあの子に権けん力りよく者しやの妻になる危険も言い聞かせてきました。それに……」

　ロスターはまだ途と惑まどいの中にいるような顔で、モニカと同じ翠すい緑りよくの目を閉じた。

「……私は見ていないのです。とても信じられない」
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　ティマエスの部屋を辞じし、マーシュは重い足取りで本宮の廊ろう下かを歩く。早く王太子宮に戻るべきだが、この旅でマーシュも疲つかれ切っていた。

　エリオはすでに寝込んでいるが、帰ってくるまで耐たえてくれたのはありがたかった。クルラードでの対応もエリオには一番助けられていた。兄の大事に力を見せてくれたことは本当に喜ばしい。

（これでモニカ様が無事だったらどれだけ……）

　人ひと気けのない、陽ひの当たる廊下で立ち止まり、マーシュは堪こらえきれずに溢あふれた涙を拭ぬぐった。

　アレクが夢の中でも現実でも、何をしていてもモニカを思い出すように、マーシュも思い出していた。こんな、懐なつかしいカゼルラの王宮にいると、いつものようにモニカが現れるような気がした。

　きっとこちらに気づいて、笑顔で名前を呼んでくれる。「マーシュ！」と明るく清すが々すがしい声で手を振ってくれる。

（モニカ様……）

　──と、うつむいた途と端たん、背はい後ごから何かが頭にぶつかった。

　幻げん聴ちようでもなんでもなく、ゴツッと結けつ構こうな音がして後こう頭とう部ぶに鋭するどい痛みが走る。

（えっ!?）

　驚おどろいて振り返った瞬しゆん間かん、マーシュは衝しよう撃げきに呼こ吸きゆうを止めてしまった。

「シっ……レオ様!?」

　後ろにいたのは美しい白金プラチナの髪を一つにまとめた、細ほそ面おもての美女──夫婦らしいことはなにもしていないが、マーシュの妻であるローレンシアだった。

　魔ま導どう師しのような青あお紫むらさきのローブをまとったシアは、紐ひものついた小さな瓢ひよう簞たんを手に憤ふん然ぜんと立っている。どうやらその瓢簞をマーシュの頭にぶつけたらしい。

　とっさに偽ぎ名めいで呼んだが、あまりのことにマーシュは混こん乱らんして高速で辺りをきょろきょろ見回した。今のところ二人の他に人ひと影かげがないのを見て、やや落ち着く。

「なにしてんですか、あなたは!?　なんでカゼルラに……！」

　何度見ても間違いない。ペンテレイアへ逃とう亡ぼう中ちゆうの、ヴァルダン大たい公こうオデリージ公こう爵しやく家けのローレンシア姫ひめである。幻まぼろしかと思ったが、都つ合ごうよく微ほほ笑えんでもいないので絶対に本物だ。

　行方ゆくえ不ふ明めい中で父親に捜そう索さくされているという自覚があるのか。一応魔導師に変へん装そうしているとはいえ、カゼルラの国こつ境きようを通っては台無しである。

　しかしシアは瓢簞を腰元に結び付けると、つんと顎あごを上げた。

「シモンが名前を貸してくれた。私は魔導師のシモンだ」

「ちょっ、シモンって魔導師の男の子じゃないですか！　何を仲良くしてるんですか!?　それに名前を変えてもあなたはカゼルラでは顔を知られているんですよ!?」

「ごちゃごちゃうるさい！　君が……！」

　逆切れして、シアは涙目でうつむいた。

　泣くのを我が慢まんしているような顔で、ぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

「すぐ迎えに来るって言ったのに、全然来ないから……！」

　あ……と思い直し、マーシュは叱しかるのをやめた。

　すっかり忘れていた。それどころではなかったのだ。

「すみません、事情が事情で……」

　偽ぎ装そう結婚とはいえ、一応待ってくれていたのかと思うと胸が熱い。心が弱っているせいか縋すがりついてしまいたくなったが、シアはこの国ではレオという男性として通っている。

　危険なので我慢して答えると、シアは泣きそうだったくせにけろりと顔を上げた。

「知ってる。モニカ姫が死んだんだろう？」

　あまりにスパッと言い切られ、マーシュは傷つくよりも呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　あんぐりと口を開いていると、シアは腕うで組ぐみをして剣けん吞のんそうに目を細める。

「信じられないな。私は見ていない」

「いや、信じられないとかじゃなくて……」

「じゃあここに死体を持ってこい！　なら私は泣いてやる！」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　言葉に詰つまると、シアは青い目を吊つり上げた。

「君は何をしてるんだ!?　モニカ姫が見つかっていないのにノコノコ帰ってきて、なおかつ今もライ兄様の報告をボーっと待ってるだけか!?」

「それは……！　だから、帰ってきたのは……殿下の体を心配したからで……」

「そういうことじゃない！」

　シアは怒いかりが頂点に達したように、どんっと足を踏ふみ鳴らした。

「何を沈んでるんだ！　しっかりしろ！」

「……！」

「アレクシス殿下が悲しんでることぐらい知ってる！　あれだけモニカ姫のことが好きだったんだ、起き上がれなくもなるだろう!?　君はそれを見てるだけなのか!?」

　怒ど濤とうのような言葉を浴あびせかけられ、マーシュはなすすべもなく立ち尽つくす。

　シアは涙を堪えて顔を歪ゆがめた。

「ラフィット殿どのは……君がモニカ姫と同じぐらい殿下に影えい響きようを与えられるって言ってたのに……！」

「…………ラフィット様が……？」

　思わぬ言葉に途惑ったとき、背後から柔やわらかい声が聞こえた。

「その通りだ。マーシュ、陛下に報告が終わったのなら早く宮に戻れ」

　マーシュは弾はじかれたように顔を上げた。

　シアの背後から、黒の侍従服をまとった背の高い男性が歩いてくる。きっちりと髪を整え秀ひいでた額ひたいを露あらわにした鳶とび色いろの瞳ひとみの男は、アレクの宮の侍従長、マーシュの上官にあたるラフィットだった。

　シアは「あっ」とこぼしたっきり、振り返った体たい勢せいのままで固まっている。ラフィットと会うことまでは考えていなかったらしい。

　ラフィットはシアの隣となりに並び、やや厳きびしい表情でマーシュを見つめた。

「マーシュ。お前は殿下の侍従だ。モニカ様のことはカーライル殿下とティマエス陛下にお任まかせして、お前は殿下が気力を取り戻されるように努つとめろ」

　もっともなことだ。

　だが、マーシュはうつむいた。

「……でも、どうしたらいいのか分からないんです。なんか、いろんな……殿下に元気になってもらうようなことを考えても、全部モニカ様に繫つながってしまう」

　アレクにとって、喜びはモニカと同義だった。喜びどころか、あらゆる感情の源みなもとだった。

「こんなんだったら、何もしない方がいいんじゃないかって……」

　モニカを思い出さないように。アレクの悲しみの癒いえる日まで、そっと、触ふれないでおく方が……。

「馬ば鹿かっ!!」

　叫さけびと共にシアの右拳がマーシュの頰ほおにめり込み、衝撃で首が半回転した。

　シアは握った拳もそのままに怒ど鳴なりつける。

「君は馬鹿か!?　いったい何を言ってるんだ!!」

「レ、レオ様……!?」

「馬鹿馬鹿馬鹿!!　この甲か斐い性しよう無しっ！」

「甲斐しょ……っ！　レオ様、あなたどうしてそんなにすぐ手が出るんですか!?」

「力はそんなに入ってなかっただろう!?　男なら受け止めろ！」

「か、家庭内暴力反対……っ」

「家庭じゃない!!」

　真まっ赤かになったシアだが、ビシッとラフィットに指を突き付けた。

「君はここまで言って下さったラフィット殿の信頼を裏切るのか!?　この方は、頭でっかちで動く前に考えすぎてあきらめの早い軟なん弱じやくな君のことを買ってくれているんだぞ!?」

「…………」

　酷ひどいことを言われていると思ったが、その通りなので返事のしようがない。

　ラフィットはいつものように冷れい静せいに見えたが、微び妙みように距きよ離りを空けていた。若じやつ干かんシアの気き迫はくに押されているようで、軽く咳せき払ばらいなどする。

「そ、そうですね。レオ殿の言うとおりだ、マーシュ」

「日ひ和よりましたね、ラフィット様……」

　恨うらめしい声が出てしまったが、不ぶ気き味みに微笑まれたのでマーシュは口をつぐんだ。

（……でも、俺にできることって……）

　ラフィットとシアの言いたいことは痛いほど分かる。むしろシアの気持ちは身体的な意味で痛かった。まだ目の前に星が散っている。

　黙ったマーシュに、シアは腰に手を当ててふんぞり返った。

「君が何を考えているか私には分かるぞ。どうせ変な計算してるんだ。どれをどうすると殿下が立ち直るかとか一人で考えて、そして見込みがゼロになって結局『駄だ目めそうです』って言うんだ」

「…………よく分かりますね」

　驚いた。自分に「考えすぎだ」という人物は兄かアレクだけだったからだ。

　マーシュの頭の中には常つねに勝敗を分ける境きよう界かい線せんが存在している。

　事に当たる前に様々な可能性を考こう慮りよして、その勝てる要よう素そが七割を超えれば上う手まくいく。五分五分の場合、それがどうしても勝ち取りたいものであれば賭かけに出るが、敗まける要素が六割に達すればほぼ失敗。無む駄だな努力はせずにあきらめる。

（今、殿下を立ち直らせる見込みなんて……）

「ゼロだからどうだっていうんだ？」

　まるでマーシュの考えを読んだかのように、シアは一歩踏み込み下から睨にらみ上げた。

「見込みなんて行動するうちに変わるんだ。アレクシス殿下を見習え！　モニカ姫と両想いになる確かく率りつなんてゼロどころかそれ以下だったのに……！　本当、なんでモニカ姫に好きになってもらえたのか私には全然分からないけど、モニカ姫はもう一度考え直した方がいいと何回も思ったけど！　奇き跡せきみたいにひっくり返したじゃないか!!」

「で、殿下が酷いことを言われて……！」

「うるさいっ!!」
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　無理やり黙らせ、シアは美しい青い瞳に力を込めた。

「殿下は一つ行動するごとに確率を上げていったんだ！　君みたいに何もしないままじゃ確率の変へん動どうなんてないぞ!?」

「……！」

　マーシュは目を見開いた。

　突然揺ゆさぶり起こされたみたいにぽかんとしてしまって、しばらく言葉が出てこない。

　言いたいことを言って息をついたシアも黙り、沈ちん黙もくが流れたときパチパチと手を叩たたく音が聞こえた。

「素晴らしい。全くもってレオ殿の言う通りだ」

　大きな手で賛さん辞じの拍はく手しゆを送り、ラフィットは慈いつくしみを込めてマーシュに微笑んだ。

「お前がしたいことをしなさい。お前の言うことなら、殿下は耳を傾かたむけてくれるはずだ」

「ラフィット様……」

　しばらく呆然としていたマーシュだが、やがて弱々しく笑った。

「こないだから俺、叱られてばっかりですね……」

　今日怒鳴ってくれたのはシアだが、シアとの結婚のためにマーシュを叱ってくれたのはアレクだった。

（殿下……）

　自分が忠ちゆう誠せいを誓ちかうアレクのために何をすればいいのか、本当はずっと考えていた。

　──モニカを見つけ出すのだ。

　今は悲しみが大きすぎて考えられなくなっているだけで、その時期を過ぎればアレクはきっとモニカを捜そうとする。

　ただ、心配だったのは、アレクがその悲しみを乗り越えられないことだった。

（そうならないために俺がいるのに……！）

　自分までもが嘆なげきの渦うずに吞のまれていたようだ。

　このまま手をこまねいてアレクを衰すい弱じやく死しさせるわけにいかない。マーシュにできることは、アレクを一歩ずつでもいいから前に進ませることだ。

（よし！）

　マーシュは両手で自分の頰をパチンと叩くと、勢いきおいよく顔を上げた。

「──ラフィット様、シア様。ありがとうございます！」

（モニカ様を捜そう！）

　心が決まると、力が湧わいてくる気がした。

「俺、殿下のところに戻ります。レオ様はえーと……」

　打って変わって顔つきを変えたマーシュに、シアはほっとしたように微笑んだ。海色の瞳が優しく細められると、驚くほど女性的になる。

「私は本宮ですることがあるから気にするな」

「…………」

「どうした？」

　不思議そうに目を瞬またたかれ、マーシュは苦笑した。

（ここで可愛いとか言ったら怒るだろうなー）

　賢けん明めいに黙っておくことにする。本宮と関わりのなかったシアにいったいなんの用事があるのか分からないが、マーシュは深く突っ込むことをやめ、ラフィットに彼女を向き合わせた。

「ラフィット様、顔は知ってますよね？　俺の奥さんです」

「こら──っ！」

　シアは耳まで赤くなって叫んだが、ラフィットは特に驚いた顔はしなかった。

「ああ、やはり女性だったのか」

「あれ、やっぱり気づいてたんですね？」

「オルディアーナ姫とお前の態度から。まるっきり女性に対する態度だった」

「ありゃりゃー、俺もまだまだですね」

　さすがに鋭い。ラフィットはシアに向けておもしろそうに笑った。

「どこのどなたかまでは分かりませんが」

「どこの誰でもない。私はもうあの家から離れたんだ」

　シアはきっぱり言うとマーシュをちらりと見上げる。わずかに頰を染そめて、ふてくされたようにうつむいた。

「き、君の妻という以外に身み分ぶんなんて持ってない……」

「──────っ！」

　マーシュはぐぐぐと唸うなりながら壁に張はり付き、爪つめを立てて堪えた。

「……あ、あなた不ふ意い打ち上手ですね……！」

「不意打ち？」

「いいですよ、レオ殿。もっと言ってあげなさい」

「え？　なにをでしょうか？」

　シアにきょとんと小首を傾かしげられ、ラフィットから本気で同情のこもった眼まな差ざしを向けられてしまった。

「これはとんだ天然だ」

　仰おつしやるとおり。もっと扱あつかいやすい女性を好きになればいいのに、と自分でも思う。

　マーシュは大きく息を吐はくと、壁を削けずっていた両手をぱんぱんと叩いた。

「抱きしめたいところですけど、この件が片付いてからにします」

　さすがにアレクがあんな状態なのに、それどころではない。

　抱きしめたいと口にすれば、シアはぎょっと飛び退すさる。

「逃げるぞ？　君は私に無む体たいなことはしないと言っただろう？」

「言いましたねー」

　約束を守るとは言ってませんけど、と心の中で付け足したが、素直なシアはほっと肩の力を抜いた。こういう簡単なところにまた悩ませられるのだが、やはり愛すべき点でもある。

「とにかく、俺は殿下のところへ……」

「マーシュ君」

　呼びかけられて振り返れば、廊下の奥から黒いローブの大柄な男が向かってくるのが見えた。男は丸まる眼鏡めがねの奥で柔にゆう和わに微笑む。

「ウィトス様！」

　本宮の奥から現れたのは、ペンテレイア王国魔導師長ウィトスだった。

「来て下さったんですね！」

　マーシュが駆かけ寄ると、ウィトスは丁てい寧ねいに頭を下げた。

「申し訳なかった、ヴァルダンに行くことができなくて。カゼルラの国境に入ってすぐ君達が帰国すると連絡を受けたから、ここで待たせてもらったんだ」

　モニカが黒い堀に沈んだ後、マーシュはその日のうちにペンテレイアへ急きゆう使しを出していた。そのことだと気づき、マーシュは首を横に振った。

「いいんです。来て頂いてもきっと間に合わなかった」

　あのとき、あの瞬間に居合わせなければいけなかったのだ。

　マーシュは気持ちを切り替えると、元気よくウィトスの腕を引いた。

「ウィトス様！　俺と一緒に殿下の部屋に来てください！」
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　マーシュはウィトスを伴ともなってアレクの寝室へ入った。

　いつもは明るく華はなやかな王太子宮は、異い様ようなほどの静けさに包まれている。モニカのことは知られていないが、主あるじであるアレクの尋じん常じようではない雰ふん囲い気きは皆に伝わっていた。誰も彼もが息を潜ひそめ、物音を立てないように動いている。

　アレクの眠りを妨さまたげないよう寝室は暗く、あれほど溢れていたモニカの肖しよう像ぞう画がは全て取り払はらわれていた。

　驚くほど殺さつ風ぷう景けいで寒さむ々ざむしくなった広い寝室の真ん中、マーシュはぽつんと置かれた寝しん台だいに歩み寄る。

「殿下、ウィトス様が来てくれましたよ」

　天蓋の帳とばりを開けば、アレクは目を閉じたまま横たわっていた。

　きっと眠ってはいない。眠ることにも疲れ果はててしまっているのだ。

「殿下……」

　なんの反応もないアレクに、マーシュはそっと語りかけた。

「殿下。モニカ様を捜しませんか？」

　アレクを傷つけるのではないか──。

　また狂きよう気きに追い込んでしまうのではないかと、ずっと切り出すのをためらっていた。

　だが、マーシュにとってこれ以上のことが思い浮かばなかった。

「ライ様やティマエス陛下じゃなくて、殿下自身の力で。……水の中じゃ可か哀わい想そうです。ウィトス様が来て下さったんですよ。絶対に見つけられます。殿下はモニカ様を見つけたくないですか？」

　アレクは死者のように沈黙したままだ。

　マーシュは静かに目を閉じた。

「俺は……見つけたい。モニカ様に会いたいです。──もう一回でいいから会いたい」

　もう水に沈んでから一ひと月つきが過ぎているのだ。モニカがどんな姿になっているのかは分からない。

（それでも……）

「どうしても信じられないんです。モニカ様を捜して、ちゃんとはっきりさせたい。殿下はそうではないですか？」

　モニカの死をこの目で見て、受け入れること──。

　それがマーシュにとっての〝前に進む〟ということだった。

　祈るように返事を待つマーシュは、アレクの目め尻じりから涙が溢れるのを見た。

　閉じられた目尻から流れた涙は次々とこぼれ、こめかみを伝って落ちていく。

「──会いたいよ」

　かすれた、嗚お咽えつのような声が漏もれた。

　それは夢や幻によって、モニカが生きていると思い込んでいた時の声とは違う。

　──モニカを死者と認めた声だった。

　アレクは目を閉じたまま、囁ささやくように言った。

「どんな姿でもいい。一目でいいから会いたい……！」

「殿下！」

　マーシュは力を込めてアレクの手を握り締めた。

（殿下……！）

　アレクがこのまま悲しみに負けてしまうのではないかと思っていた自分が情けない。ほんの少しだけ「もう探したくない。モニカの変わり果てた姿は見たくない」と言われるのではないかと不安だったのだ。

　だが違った。アレクは一人で黙もく々もくと悲しみを吞のみ込んでいたのだ。

「捜しましょう、モニカ様を！」

　やっと目を開いたアレクの涙を拭い、マーシュはその背中に腕を入れて支えた。

「殿下、起きられますか？　まずはウィトス様と一緒にモニカ様を見つけましょう。俺だって全然信じられないんです。目の前で見たのに信じられない」

　マーシュは悲しみとは違う涙が溢れそうになるのを堪え、アレクを起き上がらせる。

　なんとか半身を起こした彼に上着を羽は織おらせ、手早く天蓋を開いた。辛しん抱ぼう強く待っていてくれたウィトスを寝台の側そばに座らせ、マーシュは閉め切られたカーテンを開いていく。

　数日ぶりに寝室に光が入り、少しだけ以前の明るさが戻った気がした。

「殿下、前に髪の毛を使ってモニカ様を捜したことを覚えてますか？」

　まだアレクとモニカが婚約者同士となる前、ティマエスやロスターの策さく略りやくによりモニカを隠されたことがあった。結局は王都ネルトハイムから近い侯こう爵しやく領りようにいたのだが、そのときにウィトスが披ひ露ろうしてくれた魔ま道どうが、対象者の髪の毛を使って行方を捜すというものだった。

　そのときにはモニカに同行したレームの髪を使ったのだが、アレクがうっかり「モニカの髪の毛を持っている」と暴ばく露ろしてしまったのである。

「殿下、モニカ様の髪の毛まだ持ってますよね？　それでウィトス様に魔道を使ってもらいましょう！　どこに置いてるんですか？」

「……私の秘密の小部屋の棚たなだ。象ぞう牙げの小箱に」

「了りよう解かいです！」

　マーシュは飛ぶように寝室の奥、モニカの肖像画に埋うめ尽くされたアレクの〝秘密の小部屋〟に入った。目当ての小箱を見つけ出して確認すると、中には間違いなくモニカの髪であろう一ひと房ふさの亜あ麻ま色いろの髪が入っている。

　寝室に取って返して箱を渡すと、アレクは大切そうに箱を胸に抱いた。マーシュはその様子に、怯おびえと感動を混ぜてため息をつく。

「いつの間に手に入れたんですか、こんなの」

「……貴き族ぞくの姫が……」

　喉のどが上手く開かないのか声がかすれ、アレクは何度も咳払いする。

「十二歳のときにする髪上げの儀ぎで……ウェスタイン家に出入りしていた髪結いに……」

「はあ、なるほど。横流ししてくれと頼たのんだんですね」

　髪上げの儀は幼よう児じの頃から伸ばしてきた髪を揃え、美しく健すこやかな女性になりますようにと祈る少女の儀ぎ式しきだ。アレクはその儀式で髪の毛を手に入れようと、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていたに違いない。

　マーシュはモニカの髪を一本だけ拝はい借しやくすると、無言のままのウィトスに差し出した。

「ではウィトス様、お願いします。…………どうしました、さっきから静かですね。殿下に引いてるんですか？」

「──いや、そうではないよ」

「引いてないならないでそれも怖こわいですが」

　マーシュは引いた。だが「殿下だし」と思えば納なつ得とくできてしまう気がした。

　どこか気が進まないようなウィトスだったが、観かん念ねんしたように懐ふところから小さな羅ら針しん盤ばんを取り出す。

　亜麻色の髪を手の中に包み込むと、それは光の粉になって、開かれたウィトスの手から羅針盤へとこぼれ落ちた。

　針はゆっくりと動き、東を指す。

「東……。まあそれ以外にはありえませんね」

　カゼルラからヴァルダンを指すのだから、東以外が示されるはずがない。

「行きましょう。早く見つけてあげないと、冬になりますからね」

　堀に入るどころではなくなる。この羅針盤の効果は以前モニカを捜したときに実じつ証しよう済みだ。どんな方向の狂くるいも即そく座ざに正される。水の中だろうがなんだろうが見つかるに違いない。

　今すぐにでもヴァルダンに向かおうとしたマーシュだが、アレクとウィトスは座り込んだままだった。

　体力の低下しているアレクがすぐに立ち上がれないのは分かる。

　だが、ウィトスも瞠どう目もくしたまま微び動どうだにしなかった。

「ウィトス様？」

　声を掛ければ、ウィトスはゆっくりと黒い瞳でマーシュを見上げる。

「なんということだ……。マーシュ君、ミラは本当に黒い水の堀に落ちたのかい？」

「はい、落ちました……。もう一月ぐらい前です」

　モニカの悲ひ鳴めいが今でも耳に残っている。

　晩ばん夏かの美しい空と、その空に紛まぎれてしまいそうな水みず色いろのドレスのはためきを忘れはしない。

　それはあまりに鮮せん烈れつで、忘れたくても忘れられなかった。

　マーシュはずっと言葉にしなかったが、水であろうと地面であろうと、あの高さから落ちればそれだけで助からない。水すい面めんに叩きつけられた時点で即そく死ししているだろう。

　だが、呆然としていたウィトスは手の中の羅針盤を見つめ、慈しむように大きな手で包み込んだのだ。

「よかった……」

「え？」

　思わず聞き返したマーシュに、ウィトスは胸に抱いていた亜麻色の光をそっと掲かかげて見せた。

「本当はこの魔道を使いたくなかったんだ。あの子が死んだと思い知るのが怖かったから……」

　声に涙を滲ませたウィトスは深い安あん堵どの息をつき、方角を示した羅針盤を見下ろした。

「──これはね、死者には反応しないんだ」

　一瞬、意味が分からずマーシュはきょとんとした。

　アレクもぼんやりしたまま、瞬まばたきもしない。

　そんな二人を見て、ウィトスは少し落ち着くと、穏おだやかな声で解かい釈しやくした。

「この魔道はすでに死んでいる人間には反応しない。髪は生命力と結びつくからね。どんな状態で、どんな環境にいるのか分からないが、ミラの生命はまだ続いていて、消えてはいないということだ。つまり──彼女はまだ生きている」

「!!?」

　言い終わった途端、アレクとマーシュが羅針盤に殺さつ到とうした。驚いたウィトスごと椅子から転がり落ち、羅針盤から亜麻色の光が消えてしまう。

「あっ!!」

「ああ──っ!!」

　椅子から落ちて腰を打ったウィトスめがけ、アレクはベッドの上から躍りかかった。

「魔導師長──!!」

　へっぴり腰で身を起こしたウィトスの背中に、おんぶお化けよろしく覆いかぶさる。

「魔導師長!!　モニカが！　モニカが生きているとはどういうことですか!?　モニカがっ!?」
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「おおお、かつてない重みが我が背に……！　どうやら私はこれまでのようだ……！」

「ウィトス様しっかり!!　殿下、どうどう！　どうどうどう!!」

　しまいには「ウガーッ！」とか「キシャーッ！」とか叫びだしそうなアレクを引き剝はがしていると、騒さわぎを聞きつけたのか寝室の扉が開いた。

　こっそりと顔を覗かせたのは、ラフィットと紺こん色いろの女官服をまとった老婦人──アレクの女官長、ルシアだ。

　ルシアはウィトスを仕し留とめたアレクの姿に歓かん喜きし、目元をハンカチで押さえながら駆け寄ってくる。絨じゆう毯たんの上に転がるアレクの目の前に膝ひざをつき、死にそうな顔をするウィトスは無む視しして喜びの声を上げた。

「まあまあまあ、何ということでしょう！　殿下の死しに装しよう束ぞくを急ぎ縫ぬっておりましたのに、こんなにお元気になられて！」

「ルシア様気が早すぎます！」

「何を言うのですか、マーシュ！　装束を縫うのは時間が掛かかるのですよ!?　それとも殿下の葬そう儀ぎにこの婆ばばの手縫いではなくて既き製せい品ひんを使えというのですか、お前は！」

「そうじゃなくてっ！」

　忠ちゆう義ぎに篤あついのか失礼なのかよく分からない。

　一人冷静なラフィットは着々とウィトスを救い出し、まだ興こう奮ふん中ちゆうで血走った眼まなこのアレクをなだめる。

「殿下、いったい何事ですか？」

「モニカが生きている！」

　ルシアが短く息を吸い込んで泣くのをやめ、さすがのラフィットも細い目を見開いた。

「モニカ様が……？」

「生きてらっしゃるですって!?　どういうことでございますか、魔導師長様!?」

　ルシアに膝を詰つめられ、起き上がったウィトスは背骨を擦さすりながら絨毯に座りなおした。

「そのままの意味です、女官長殿。ふぅ……やれやれ、やはり成人男性は重いね」

　ベッドの上に手を伸ばし、放り出された象牙の小箱からモニカの髪をもう一本引き抜く。

「ではもう一度確認してみようか。この羅針盤の盤面に光が在あり、針が方向を指すなら彼女は生きている」

　アレクやマーシュ、ラフィットとルシアが見つめる中、先ほどと同じ手順で亜麻色の光を出した。

　砂のように、光が音もなく羅針盤に注そそがれる。盤面に静かに光が溢れ、針はゆっくりと東を指して動き出した。見る者の驚きよう愕がくの息が重なり、ウィトスは満足そうにうなずく。

「間違いない、生きているね。殿下、この髪は確かにミラのものかい？」

「当然です！　この色、つや、手て触ざわり、滑なめらかな曲線！　モニカの髪以外にありえません！　髪結いには髪上げの儀が終わったら、ウェスタイン家から私のところに直行するように言いつけましたし！」

　内容はともかく、アレクの剣けん幕まくからして本物には違いないようだ。

　ウィトスは考え込み、マーシュに漆しつ黒こくの目を向けた。

「ミラが落ちてから、もう一月になると言っていたね？」

「はい……！　しかも底がないと言われた水の中に沈んだんですよ？」

　抑おさえようもなく、声が震えた。

（本当に……？　本当にモニカ様が……!?）

　モニカが生きている────!?

　声だけではない。稲いな妻づまのように全身に歓喜が走り、マーシュは体が震え出すのを感じた。

（でも──！）

　とてもじゃないが信じられないし、信じてしまうのが怖い。

（それに、まだどんな状況かが分からない……！）

　マーシュはいったん心を静めると、楽らつ観かん的てきな予よ測そくを全て捨て去り、冷静にそのときの状況を述のべた。

「モニカ様は完全にお一人で、最後に一緒にいたのはモニカ様の腹ふく心しんの侍じ女じよ、ローズだったんです。落ちたのは天蓋宮北側三層目からで、高さだけでも助かるようなものじゃありませんでした。落ちたモニカ様は一度も水面に出てきていません」

　落ちた直後のことは城壁にいた歩ほ哨しようから聞いた。まるで黒い粘ねん液えきの中に飲み込まれるように、モニカは驚くほど飛沫しぶきも上げずに消えたそうだ。

「ふむ。彼女が生きていることについては、堀の中に水のない場所があるんだろう。あの黒い水があれば飢うえはしのげるからね。一月生きていても不思議じゃない」

「すぐに！　すぐに迎えに行かなければ!!」

　バネのように立ち上がったアレクだが、足がうまく動かず転てん倒とうする。それでも這はいずりながら扉とびらに向かおうとするのを見て、マーシュは慌あわてて足にしがみついた。

「殿下、歩ける体じゃないんですよ!?　まずは体力つけてください！」

「モ、モニカがモニカが……っ!!」

「ローズ殿はミラの侍女だったかな？　それともカゼルラの王宮女官なのかな？」

「えーと、モニカ様の侍女でウェスタイン家の者です。今本宮に来てるので呼んできましょうか？」

「そうだね。話を聞きたい」

　ウィトスの返事に、ルシアが素す早ばやく胸に手を当てる。

「わたくしが行って参りましょう。ロスター将軍のところですか、マーシュ？」

「あ、はい！　ありがとうございます、ルシア様！　ついでにモニカ様について何も公表しないよう、陛下にお願いしておいてください！」

　もしもモニカが本当に生きているなら、行方不明の公表も控ひかえた方がいい。

　いつもの淑しとやかさもどこへやら、女官服の裾すそをからげて出て行ったルシアの後を追うように、アレクがじたばたとのたうち始めた。

「離せ、マーシュ！　モニカが！　モニカが！」

「殿下、だからちょっと待ってくださいってば！　ラフィット様、見てないで助けてください！」

　一人で止めきれるものではない。

　助じよ力りよくを乞こわれたラフィットは、芋いも虫むしのように動くアレクを見てにっこりと笑った。

「お元気が戻られて安心しました。動くよりもまずお食事をなさるのがよろしいでしょう」

「ラフィット、モニカが！　モニカが私を待っているんだ……！」

「おやまあ、髪はぼさぼさ頰はこけて目の隈くまも酷いし無ぶ精しよう髭ひげまで生はやして……。おまけに何ですか、そのヒョロヒョロの体は。モニカ様はなんて仰おつしやるでしょうね。もしかすると百年の恋も冷めてしまうかもしれませんね」

「……！」

　瞬間、のたうっていたアレクがぴたっと止まった。

（おおっ！）

　アレクの足にしがみついていたマーシュは内心で叫んだ。

　ラフィットは物柔らかな声でじっと黙もくするアレクを促うながす。

「さあ、お顔を洗って。魔導師長殿とのお話は食べながらさせて頂きなさい。魔導師長殿、礼を欠いて申し訳ありませんがよろしいですか？」

「もちろん。私は気にしないよ」

「ありがとうございます。殿下、お行ぎよう儀ぎは悪いですが今日は許しましょう」

　動きを制せい止ししつつ許可を織おり交まぜるところがさすがだ。しかもウィトスなら許してくれると確信したうえで言ったに違いない。

　ラフィットの計算どおりアレクは這いずるのをやめ、がばりと身を起こす。

「ラフィット！　食べるものを持ってこい！　マーシュ、顔を洗うぞ！　用意させろ！」

「はい、ただいまっ！」

　急に元気になったアレクに嬉うれしくなって返事をし、マーシュはラフィットと連れ立って寝室を出た。他の女官達に食事と身み支じ度たくの用意を指示し、マーシュはラフィットに駆け寄る。

「ラフィット様、モニカ様が生きているのは確かでしょうけど、どんな場所にいて、どんな状態で生きているかまでは分からないんです」

　もしかしたら大おお怪け我がをしているかもしれないし、意識もなくこの次の瞬間には死んでしまうかもしれない。

　ルシアに公表を控えさせるようお願いしたからには、ティマエスとロスターは理由を聞きにここに来るだろう。

　言ったところでぬか喜びさせるだけかもしれない。どう説明するべきか迷うマーシュに、ラフィットは考えた末にうなずいた。

「分かった。極ごく秘ひとして陛下とロスター将軍にだけは伝えておこう。どのような状態か分からないと念を押して」

「ありがとうございます。俺もロスター将軍にはお伝えしたかったから……」

「そうだな。それに陛下には必ず話しておくべきだろう。モニカ様の生死はもう殿下個人の問題ではなく、国の大事だ」

　当然のことのように言われ、マーシュは弾かれたように顔を上げた。

　いつも柔和な微笑みをたたえているラフィットは、見る者が思わず姿し勢せいを正してしまいそうなほど真しん摯しな表情だった。

（……ラフィット様……！）

　マーシュは言葉を忘れ、ただ目を見み張はった。

「こちらのことは私がしておく。お前は殿下のお側についていなさい」

「──はい……！　ありがとうございます！」

　嬉しさのあまりなかなか言葉が出てこなくて、マーシュはそれだけ言うと大きく頭を下げた。

「では俺は寝室に戻ります。ローズが来たら通すように言って……」

「呼んだか？　私達ならここにいるぞ」

　突然声が聞こえ、マーシュはぎょっとして振り返った。

　見ればローズを伴ともなったシアが悠ゆう然ぜんと立っている。

「レオ様!?」

「さっきそこでルシア女官長に会ったぞ。殿下の部屋に入れと言われたんだが」

「ちょっと、本当に身を隠してるって分かってるんですか!?　こんなとこまで来て！」

　どうやら用事とはローズに会うことだったらしい。

　本宮どころか堂どう々どうと王太子宮まで来たシアは、マーシュの苦労も知らず顔見知りの女官に挨あい拶さつなど返している。しばらく侍従として滞たい在ざいしていたシアにとっては勝手知ったる王太子宮だ。やや得とく意い気げに胸を張る。

「ティマエス陛下に私のことは黙っておいて頂くようお願いしてきた。大丈夫だろう」

「またそんな楽観的な……！」

　相変わらずの考えなしが憎にくい。

　しかしシアはマーシュの小言も右から左へ聞き流し、忙しそうな侍女達を見て目を瞬く。

「何かあったのか？　騒がしいようだが」

「マーシュ様、もしやアレクシス殿下に何か……」

　ついに世を儚はかなんで……と涙ぐむローズに、マーシュはシアを叱るのをあきらめた。

　手て招まねきして寝室へ向かう。

「二人ともこっちへ。殿下、ローズが来ました。入りますよ」

　アレクは夜よ着ぎで座り込んだままだったが、顔を洗い、女性の前に出ても見苦しくないほどには身なりを整えた後だった。

「ローズ、ローレンシ……！」

　女官がいたためとっさに口をつぐんだアレクだったが、やはりシアがカゼルラにいることに驚いたようだ。

　座り込んだアレクのために小さな木の卓が置かれ、女官達はレースの食布を広げる。温かな粥かゆと鶏とりの身の団だん子ごを浮かべたスープなどを並べ、客人にはお茶とお菓子を用意して女官達は退たい出しゆつしていった。

　ローズとシアもウィトスに呼ばれ、アレクを囲むように絨毯の上に直じかに腰を下ろす。

「アレクシス殿下、生きていたんだな。モニカ姫の後を追って死ぬんじゃないかと思ってたから生きていてよかった」

「シア様、もうちょっと言葉選んで」

　本人の前でも笑顔でざっくり言ってしまう妻をたしなめ、マーシュは小さな羅針盤を二人の前に出した。

「落ち着いて聞いてくださいね？」

　念を押し、二人を見つめた。

「モニカ様が生きています」

「……！　モニカ様が……!?」

　アレクやマーシュ、ウィトスがうなずくのを見ると、瞬間、ローズは声をあげて泣きだした。

「本当でしょうか！　ああ、本当にモニカ様が……!?」

「ほら見ろ、私は信じないと言っただろう？」

　ローズに寄り添そうシアの目にも涙が浮かんだが、マーシュは少し表情を厳しくした。

「ただ、どんな状況かは分からない。この光は対象者が生きてるなら出るけど、油ゆ断だんはできないんです」

「それでもまだ希望が持てますわ！」

　真っ赤な目のままで涙を拭い、ローズはアレクに匙さじを突き付ける。

「さあ殿下、もっともっとお食べ下さい！　早くお元気になってモニカ様をお迎えに行かなければ！」

「ぐっ、い、いや、ローズ、ゆっくり食べ……っ！」

　無理やり鶏団子を喉の奥まで突っ込まれ、アレクはむせる。

「早くお粥の皿を空けてくださいませ！　おかわりをお持ちしますわ！」

「吐く……！」

「吐くなら吐きなさい！　そうして胃は強くなりますのよ!?」

「ローズそんな、肝かん臓ぞうじゃないんだから」

　酒飲みの理論を振りかざすローズをマーシュが止めていると、ウィトスが丸眼鏡の奥で黒い瞳を眇すがめた。

「ローズ殿。こちらを向いてくれるかな？」

　呼び止められ、粥のおかわりを取りに行こうとしていたローズは動きを止めた。ウィトスと真正面から向き合う。

「……見事なほど幻げん視しの痕こん跡せきがないね。ミラと最後まで一緒にいたのは本当に君かい？」

「は、はい。私ですわ」

「ふむ」

　ローズを観察したウィトスは、おもむろに服の隠しから小箱を取り出した。

　中に納められた丸い玉を見て、マーシュはピンときた。

「ポーラの丸がん薬やくですか？」

　ポーラとはペンテレイアに咲く白い花で、浄じよう化かや封ふう印いんの魔道だけでなく薬草として様々な効こう能のうを持つ。ウィトスは更さらに胸元から小さな筒状の首くび飾かざりを取り出した。

「そう。そしてこれはカルロ殿から頂いた大だい神しん殿でんの黒い水だ」

「ポーラと完全に浄化された水……！　もしかして記き憶おくを戻すんですか？」

　モニカがまだミラという少年としてペンテレイアで暮らしていた頃、その封じ込められた記憶を戻した術じゆつだ。魔道での記憶封印だけでなく、強力な暗あん示じも解とくことができる。

　ウィトスは目を上げ、おもしろそうに微笑んだ。

「さすがはマーシュ君、よく覚えているね。銀器を用意してくれるかな？」

「はいはい、ただいまー！」

　マーシュは素早く寝室を出ると、杯さかずきを一つ持って戻った。

　アレクとシアとローズが見つめる前で、用意された純銀の杯になみなみと水が注がれていく。小さな首飾りのいったいどこに入っていたのかと驚く量だ。

「記憶というものはね、消すことができないんだ。思い出せないものは上うわ書がきされて消えたのでなく、ただ忘れただけだ」

　一度起こったことは、必ず人の心の中にある。

　ウィトスはローズに丸薬を飲ませ、懐かい中ちゆう時計を取り出した。

「今から君の時間を戻していく。消えた記憶が存在する場所まで」

　ローズは皆に見つめられ途惑っていたが、ウィトスに促されるままに時計を見つめた。やがて静かに目を閉じる。

　アレク達は固かた唾ずを吞んで見守っていたが、ローズの目覚めは早かった。

　突然目を見開いたかと思うと、凄すさまじい悲鳴を上げたのだ。

「ローズ！」

　驚いたアレクが呼びかけると、ローズはきつく自身の首元を両手で押さえ出した。

「ローズ！　しっかりしろ！」

　そのまま自分で首を絞しめてしまいそうに見え、アレクは無理やりその手を剝はぎ取る。

　焦しよう点てんが合っていない。サウルの術の後こう遺い症しようかと焦あせったが、目覚めたローズはアレクを認めると、青ざめ、震えだした。

「殿下……！　殿下、申し訳ありません……！　私……！」

　落ち着かせるようにゆっくりと腕を離し、アレクは静かな声で尋たずねた。

「何があった？　思い出せることだけでいい、話してくれ」

「は、はい……」

　泣き出しかけたローズだが、泣いている場合ではないと気づいたのか大きく息を吸い込んだ。ごくりと唾つばを飲み込む。

「午ご餐さん会かいが始まる少し前に、殿下からのお使いだという女官が訪ねてきたのです」

「私の使いが？」

「はい。若い女官で……もう茶さ話わ会かいが終わったのかと思って扉を開いたら、部屋の中から男性の声がして……」

　ローズは震えあがってぎゅっと身を縮ちぢめた。

「振り返ったときには、モニカ様の背後にサウル殿下がいらしたんです……！　どこから入ったのか、いつの間に入ったのかも何も分からなくて……！　サウル殿下と目が合った瞬間、私は動けなくなって……」

　細い首くび筋すじに手を当て、言葉を切る。

「……見ることはできませんでしたが、倒たおれた私の側に女官がしゃがみ込むのと、何か冷たい物が首に当たるのを感じました。それを見たモニカ様が、私に駆け寄ろうとした足を止められたのです」

　刃は物ものか、似た凶きよう器きの類たぐいだろうと想像はつく。その女官もサウルによって操あやつられていたのだろう。

　ローズはそこまで言うと、静かに涙を流した。

「……モニカ様はもう抵てい抗こうなさいませんでした。私と女官は控えの間に出され、次に扉を開いたとき、部屋には誰もいなくなっていたのです」

　あとは誰もが知っているとおりだ。ローズの中には女官に呼ばれて控えの間に出た、という記憶だけが残った。

「殿下……」

　ローズは両手の間の床ゆかに額を付けるようにして、深く身を屈かがめた。

「申し訳ありませんでした、殿下……。私があの場にいたばかりに、モニカ様の自由を制せい限げんしてしまったのです。私が……！」

　それ以上は言葉にならなかったが、アレクには十分だった。爪が食い込むほど、強く拳を握る。

「やはりあの男だったのか……！」

　白しら々じらしく自分の前に座っていた姿を思い出すと、臓ぞう腑ふが煮えくり返るようだ。

　しかし、マーシュは少し首を傾げた。

「……ちょっと妙みようですよね。俺、サウル殿下は戦を起こしたいんだと思ってたんですが」

「何がおかしい？　モニカ姫がヴァルダンで死んだのなら戦になる可能性は高いだろう」

　特に深く考えないシアは目を瞬いたが、マーシュは真ま顔がおで考えこんだ。

「それが変なんですよ。だったら簡単にモニカ様を殺せばいい。わざと『ヴァルダンは悪くありませんよ』という姿勢を見せる必要がない」

　わざわざ貴族達の集まる前で飛び降りさせる、などまどろっこしすぎる。モニカが部屋で死んでいる、犯人はヴァルダンの人間、の方がよっぽど簡単だ。

　マーシュの言いたいことを察さつし、アレクはギリッと音がするほど歯は軋ぎしりした。

「モニカは邪じや魔ま。だがカゼルラとは戦いたくない、ということか……！」

「うわー、殿下ちょっと挙兵はやめてくださいよ!?　嫌いやだと言うならやってやる！　みたいなのは勘かん弁べんです！」

「…………」

「モニカ様生きてますからね!?　ありがたいことに生きてますから！」

「…………………………分かっている」

　アレクは内心の激げき怒どを堪え、低い声で答えた。

　モニカが本当に亡くなっていれば、自分でも何をしでかすか分からないところだったが、彼女は生きている。

　今はヴァルダンと戦うよりも先に、モニカを救い出さなければいけない。

　深呼吸し、アレクは静かに涙を流し続ける侍女に声を掛けた。

「ローズ、もういい。君だけでも無事でよかった」
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　優しく顔を上げさせると、ローズは泣きながら激はげしく首を振った。

「いいえ、私が助かったせいでモニカ様が危険な目に遭あわれたのです！」

「そうじゃないよ、ローズ」

　マーシュは止めた。

　どうローズを傷つけずに言うべきか少し考えていると、すぐにシアが口を開いた。

「そうだぞ、ローズ。モニカ姫が殺されたのと、君が人ひと質じちに取られたことは何の関係もない。君が助かろうがなんだろうが、きっとモニカ姫は殺されていた。君がモニカ姫のために抵抗していれば、君も死んでモニカ姫も死んだだけだ」

「シア様、もうちょっと柔らかい表現で！」

「だから君だけでも生きていてよかったんだ」

　マーシュの制止も無視して言い切ったシアに、ローズはカッと目を見開いて硬こう直ちよくした。

「私が死んで、どのみちモニカ様も死んでいた……！」

「そうだ！」

「シア様ー！」

　あまりにも遠えん慮りよなしに言うシアをマーシュが叱ろうとしたとき、ローズが勢いよくマーシュに目を向けた。

「いいえマーシュ様、はっきり言って下さった方がありがたいですわ！　本当にシア様の言うとおりかもしれません。私、生きていてよかった！」

「立ち直った!?」

　驚愕するマーシュを鼻で笑い、シアは尊そん大だいに腕を組んだ。

「サウル殿下が使ったのはおそらく隠し通路だろう。天蓋宮は一つの部屋に三か所の入り口があると言われているからな。──で、一つ聞いてもいいか？」

　声を改められ、一同はうなずく。

「どうしてモニカ姫が殺されないといけないんだ？　犯人はサウル殿下なのか？　二人は何か関係があったのか？」

　アレクとマーシュだけでなく、ローズまでもが「あっ！」と叫んだ。

　シアにはサウルが過去のサウルと別人であることはおろか、モニカやアレクが敵意を持たれていることすら伝えていなかったのだ。

「そういえばシア様には全く言ってませんでしたね……」

　マーシュは放心したようにつぶやいてしまった。

　知らないままにここまで話につきあって来たのかと思うと、なかなかに大物だ。何から説明するべきか悩んでいると、ウィトスも不思議そうに首を傾げた。

「私にも分からないね。どうしてミラが殺されるのか。マーシュ君は手紙でミラが堀に落ちたと書いていたが、結局はサウル殿下に突き落とされたということなんだね？」

「あ、はい。手紙に詳しく書くわけにいかなかったんですが、そういうことです」

「それがどうしてなのか……」

　そのとき寝室の扉が叩かれ、ウィトスは言葉を切った。扉の外から低い声が聞こえる。

「殿下」

「ロベルトか。入れ」

　アレクの簡かん潔けつな許しを得えて入ってきたロベルトは、床に座り込んだ一同にぎょっとし、アレクのやや元気な姿にほっとし、次ついでシアの姿に目を剝むいた。

「兄さん、びっくりしすぎ」

　めまぐるしく表情を変えた兄にマーシュが笑うと、ロベルトは何を置いてもという様子でアレクの前にひざまずいた。ラフィットからモニカが生きていることを聞いたのだろう、頭を垂れたまま声を詰まらせる。

「殿下……！」

「心配をかけたな、ロベルト。もう大丈夫だ」

　顔はやつれ、ふらふらでもそれはいつものアレクの声だった。側で聞いていたマーシュやローズまで涙ぐむほど、優しくて力強い、命令することに慣なれた主の声だ。

　ロベルトはうつむいたままこっそり涙を拭っていたが、やがて表情を引き締しめて顔を上げた。

「殿下、ヴァルダンより早はや馬うまが参りました」

「なに!?」

「兄さん、モニカ様のことで何か……！」

　緊きん張ちよう感かんを高める面々に、ロベルトは一呼吸の間沈黙し、やがて口を開いた。

「ベルナルド陛下──ご危き篤とくにございます」

「なんだと!?」

　アレクとシアは同時に腰を上げた。

　アレクにとっては祖そ父ふのような存在であり、ヴァルダン国民であるシアにとってベルナルドは大切な、かけがえのない国の柱だ。もう永ながくないことは分かっていたが、いざそのときが訪れるとなれば平へい静せいではいられない。

　シアは膝立ちのまま、呆然とつぶやいた。

「陛下に何かあれば国はどうなるんだ……？　あのサウル殿下が王になるのか？」

「誰が特とく使しとしてヴァルダンへ向かう？　叔父上か？」

　ヴァルダンとしてもアレクには来てもらいたくないだろう。そうなると適てき任にんなのはカゼルラの大臣であり、アレクの従兄叔父であるフォルケだけだ。

　しかしロベルトは男性らしい、強こわ面もての顔に苦渋の色を浮かべた。

「──サウル殿下がエリオット殿下をご指名になりました」

「──！」

　絶ぜつ句くしたアレクの隣で、シアはぽつりと言葉をこぼした。

「特使を指名とは珍めずらしいな」

「やはりモニカ様の件があってエリオット殿下をご指名なさったのでしょうか」

　ローズの言葉にはアレクの体調や悲しみを考慮してという意味と、ヴァルダン貴族がいまのアレクによい感情を持っていないだろうという二重の意味があった。

　だが、アレクとマーシュにはそうではないことが分かっている。

「ロベルト、父上に伝えてくれ。ヴァルダンへはエリオではなく、叔父上に行って頂くように」

「なぜエリオット殿下は駄目なんだい？」

　のんきな声で問われ、アレクは嚙かみ付くようにウィトスに顔を向けた。

「そんなの決まっ！　…………って……」

　勢いで怒鳴ろうとしたアレクは言葉を途と切ぎれさせた。

　ウィトスがきょとんとしていたからだ。

「……そうか、魔導師長はエリオの話を知らないんですね」

　ライの婚約者アニスの事件を片付けた後、ウィトスはすぐにペンテレイアへ帰ってしまった。エリオがサウルに気に入られたことなど特に伝えていなかったし、リディとの婚約が正式に決まったことすら知らない。

「ちょうどいい。魔導師長、あなたにぜひ聞いて頂きたい話があるんです」

　先ほど尋ねたシアにも聞かせるつもりで、アレクはウィトスが帰った後にベルナルドと話をしたこと、空中庭園でサウルに死を予言されたこと、そしてヘレナ王太子妃から聞いた話を丁寧に語った。

「ヘレナ妃殿下は、男だん児じをもうけることができなかったサウル殿下が、エリオを使って何かしようとしていると言ったんです。それが何かは分からないけれど」

　話を知らなかったシアやローズ、ロベルトが聞き入る中で、ウィトスの反応だけが違った。

　見る間に顔色が変わり、まるで涙を流すかのようにうなだれた額に手を置いたのだ。

「…………だからミラや殿下が狙われたのか」

「どういうことですか!?」

　血けつ相そうを変えたアレクに、ウィトスは大きな息を吐くと顔を上げた。

「簡単に言うと、ミラが死ねば殿下が生きていないと思ったんだ。……申し訳ない。これは私の考えが甘かった。サウル殿下がすぐに行動を起こすはずがないと油断していたからね」

「なぜ行動を起こさないと思ったんですか？」

　アレクの問い詰める声に、ウィトスはなだめるように片手を上げた。

「順を追って話そう。まず、サウル殿下は肉体を乗っ取られている。これは皆承しよう知ちの上だね？」

　アレクやマーシュは元より、サウルの恐おそろしさを体感しているローズ、ロベルトも驚きはしたが疑うつもりはないようだった。

　一人、全くその話と無む縁えんだったシアは分かったような分からないような顔でうなずく。

「……私には叔父にあたる方かただが、一度もお会いしたことがないし、あまり別人と言われてもピンとこないな。ただ、嫌な男だということは分かっている」

　シアの幼おさな友達、ディアは父親であるサウルから酷い言葉を投げかけられている。好きになれるはずがなく、肉体を乗っ取られているからと嘆く気持ちもあまり湧わかない。

　シアは理解しがたくとも話の腰を折るつもりはないらしく、ウィトスは話を続けた。

「さきほどローレンシア姫がサウル殿下が隠し通路を使ったと言ったが、おそらくただの隠し通路ではない。もっと古い時代──、ヴァルダンよりもエフタ・ヴァルダンよりも前の時代の通路だろう。サウル殿下を乗っ取った者はその時代を知っているからね」

「あの、魔導師長様……エフタ・ヴァルダンとは何なのでしょうか？」

　ローズの遠慮がちな問いかけには、ヴァルダンの生まれであるシアが答えた。

「今のヴァルダンになる前の国だ。アディマーリ家に王位を渡す以前は、神しん官かん達が何百年も国を治めていた。そのときの名だ。……だが魔導師長殿、エフタ・ヴァルダンよりも前というと？」

「大陸全てを統一した、巨大王国の時代だよ」

「──！　それって……！」

　マーシュが空そら色いろの目を見開く。

　ウィトスはうなずき、口を開いた。

「古こ代だいペンテレイア。天蓋宮はその王城だったんだ」

　約千七百年の歴史を誇る魔道王国──。

　不思議の術を操り、過去にはこの広い大陸の統一を果たしたこともある強大な王国の名だ。

「ウィトス様！　天蓋宮が王城だったということは、あの場所が古代ペンテレイアの王都だったんですか!?」

　身を乗り出したマーシュに、ウィトスはうなずいた。

「そう。西の果てから侵しん略りやくしてきたペンテレイアは大陸の中央に城を建て、そこから民を支配した」

　おそらくペンテレイアにしか伝わっていなかったのだろう。知らずに過ごしてきたマーシュは素直に悔くやしがった。

「うわー、もっと前に聞きたかった。最初から知ってれば興味持って天蓋宮を観察できたのに！」

「そんな場合じゃないだろう!?　見たければモニカ姫を助け出してからいくらでも見ろ！」

「まあ、そうなんですけどねー」

　シアに叱られるマーシュの隣で、アレクは一人納得した。

「なるほど……。これで謎なぞが解けた。あんな最さい果はてから、どうやって大陸を動かしたのか疑問だったので」

　それこそ魔道でも使ったのかと考えていたのだ。確かに大陸全土を統とう治ちするのに、中央以上に最適な場所はない。

　ウィトスはアレクに目を向けた。

「アレクシス殿下、森の王がミラと一いつ角かく獣じゆうの娘むすめを入れ替えたことを覚えているかな？」

「はい、リーのことですね？　もちろん覚えています」

「そう、その入れ替えと似たような術に〝禁きん忌き〟と呼ばれるものがある。それが他者の肉体を乗っ取ること、つまり今のサウル殿下が置かれている状態だ」

　一同がうなずくと、ウィトスは一度口を閉ざす。

　そして、はっきりとした声で言った。

「サウル殿下の肉体を乗っ取ったのは、天蓋宮の儀式の間に封じられていた古代ペンテレイアの王──我われ々われ魔導師達がリュダと呼ぶものだ」

「…………古代ペンテレイアの王……!?」

　マーシュは愕がく然ぜんとしてつぶやいた。

　まるで物語の中の話のようで、ロベルトは途惑いながら口を開く。

「古代ペンテレイアの……？　魔導師長殿、本当にそれがサウル殿下の中にいるというのですか？」

「そう。ヴァルダンの神官はそのリュダの封印を守り続けた一族だよ」

「封じられた古代ペンテレイアの王ってことは、ペンテレイアが中央にあった時代の最後の王様ということですか？」

　話を飲み込んで疑問を出したマーシュに、ウィトスはいいや、と答えた。

「最初で最後の王だよ。中央に出た後の一大王国を古代ペンテレイアと呼ぶなら、その王は約千年間たった一人だった」

「え？」

　意味が分からずマーシュはぽかんとする。

　ウィトスは一人一人に目を向け、ゆっくりと言った。

「ペンテレイアは千七百年続いているが、本当の歴史はさらに古い。正確な年数はもう誰にも分からないし、千七百年より前はペンテレイアではなく別の名を持つ民だった。古代ペンテレイアとはその民の中から一人の王が現れ、国として形成されて中央に進出した千年、現ペンテレイアが西に退しりぞきだした七百年と我々は区別している」

　西に暮らす民の中にたった一人の王が現れ国が始まり、死と共に衰すい退たいした──。

　シアはうかがうようにウィトスを見つめた。

「王の死で古代ペンテレイアが力を弱め、後こう退たいした。そしてペンテレイアの去った中央でエフタ・ヴァルダンが興おこった、ということか？」

「そうだね。ペンテレイアの去った後というより、王を封じたのがヴァルダンの神官の祖そ先せんだ。西から進出したペンテレイアは強かったけれど、全ての国を平定したのは後年の短い期間だけだった。人ならざる力を持った王ですら千年を要した統一を、その死後も維い持じできるはずがない。あっという間に大陸は分ぶん裂れつしただろうね」

　その後の小国分裂時代からは歴史にも残っている。周辺国を併へい吞どんし続け、中央にヴァルダンが、西にカゼルラが台たい頭とうするのだ。

　黙って聞いていたアレクは、意を決したように顔を上げた。

「歴史の流れと国の興こう亡ぼうは理解できます。……ですが〝一人の王〟というのはまさか……」

　この場にいた全員の脳のう裏りに、現在のサウルの姿が浮かぶ。

　ウィトスは皆の視線を受け、重々しく口を開いた。

「他者の肉体を乗っ取ることは、乗っ取る方の魂たましいも少なからず損そん傷しようを受ける。だが新しく自分として創つくり出される場合は無む傷きずだ。──古代ペンテレイアの王は力ある女性と交まじわることで、記憶と力を引き継つぎながら新しい肉体を持って産まれることができたんだ。そうして千年の間、国に君くん臨りんし続けた」

「…………！」

　異様な沈黙が流れ、アレクはかすれた声でつぶやいた。

「……まさか、そんなこと……」

　力も記憶もあると言っても、生まれたときは赤ん坊だ。

　いろいろな要素を考え、できるはずがないと言おうとしたアレクに、ウィトスはすっと表情を厳しくした。

「できただろうね。リュダが封じられてから七百年が経たつ。その弱ったはずの彼ですらサウル殿下を乗っ取り、幻視を操ることができるんだ。最さい盛せい期きの彼にどれほどの力があったのか、私には手に取るように分かるよ。いや、私の予想すら彼の力の全てではないだろうね」

　ローズは青ざめた顔で唇くちびるを震わせた。

「魔導師長様……それは、万が一にも生まれることができない場合はどうなるのでしょうか……？」

「心身ともに力ある女性が選ばれるからそういうことは少ないだろうけど、もし不ふ慮りよの事じ態たいがあったとすればすぐに違う男性の体に移るだろうね。母体を乗っ取ったとしても、内ない包ほうの特性を持つ女性のままでは次の自分へ力を受け渡すことができない」

　いよいよ耐え切れなくなったのか、ローズがふらりとよろめく。ロベルトが慌てて支え、シアが自分に寄りかからせた。

「リュダはこの大陸を一人で支え続けた、強大で怖おそろしい、だけど素晴らしい力を持った神様のような王様だった。逆らえば容よう赦しやはないが、従じゆう順じゆんであれば恩おん恵けいを受けられる。彼の信者は多かったと思うよ。新しくリュダが産まれるときには、もしもの時に生いけ贄にえになるべき男達が側にいただろうね」

「──生贄、ということはサウル殿下はどうなる？」

　シアの声は鋭かった。

　突き刺さすような視線を受け止め、ウィトスは淡たん々たんとした口く調ちようで答えた。

「リュダが新しい肉体に移るときは、おそらく死ぬだろう。肉体の入れ替えや乗っ取りは、本来なら命を代だい償しようにした術だ」

　シアが息を吞む。

　アレクだけでなく、マーシュも過去のことを思い出して言葉をなくした。

　二人の脳裏には、モニカを救うために娘であるリーの命を削った前森の王、エルの姿があった。入れ替わりの術は失敗すれば身しん体たいの損傷や魂の消しよう滅めつを引き起こす。それほどに危険なものなのだ。

　──では、一人の肉体の中に二人の魂が入れば？

　ぞくりと悪お寒かんが走り、マーシュは身を震わせた。

（無事なわけない……）

　自然の摂せつ理りに反した、怖ろしいことだ。相手が力に溢れた古代の王であれば、サウルにはなすすべもなかっただろう。

　ウィトスは静まり返った部屋で厳おごそかに語った。

「ヘレナ妃殿下の、男児が欲しかったのだろうという意見は合っているよ。魂の器を形作るのは女性の役目だ。だけどそんな、リュダの強い魂を受け止めて望むとおりの男児を作れる女性は少ない。現代の、魔導師ですら少ないような時代ならみんな魂の力に負けて内深く内包してしまうんだ。────結果、どうなると思う？」

　問いかけに、マーシュは悲鳴のように短く息を吞んだ。

　アレクがゆっくりと目を見開く。

「──女じよ児じが産まれるのか……！」

　それがヴァルダンの年の近い王女達八人──いや、モーリット公爵令れい嬢じようの子を含めて九人の真しん相そうだ。

　ローズだけでなく、シアの顔にもすでに血の気がなかった。

「サウル殿下を乗っ取ったように、リュダはエリオット殿下を次の憑より代しろにしようとしているんだろう」

「なに!?」

　気色ばんだアレクに、ウィトスは静かに頭を下げた。

「申し訳なかった。そんな事態になっているとは全く知らずに……。我々はサウル殿下が次の妻を選ぶとすれば、魔道力の強いラティーナだろうと考えていたんだ。彼女をヴァルダンから引き離せば時間稼かせぎができると思っていた」

「親子だぞ……？」

　卒そつ倒とうしそうな顔で囁いたシアに、ウィトスは少しだけ笑う。

「リュダにとってラティーナは娘じゃない。きっとラティーナは生まれてから一度もリュダと対面しなかったんだろうね。自分の力を受け渡すことができなかった……産まれるのが女児だと分かった時点で、リュダはラティーナの母上を捨てたに違いない」

　ラティーナが力に溢れていると知っていれば、リュダは彼女を器の母として選んだかもしれない。ラティーナにとっては運が良かったということだ。

「エリオット殿下が現れて、リュダはもう男児を望む必要がなくなったんだ。ペンテレイアに入りさえすれば、彼は新しい力を手にすることができる。アレクシス殿下が亡くなれば次のカゼルラ王は確実にエリオット殿下だからね。この国の王にさえなれば、簡単にペンテレイアに攻せめ込むことができるだろう」

　断だん言げんされ、アレクは呆然とした。

「いったいペンテレイアに何があるというんですか……？」

　この大陸一と言ってもいい大国ヴァルダンの王太子となりながら、リュダはその肉体を簡単に捨てようとしている。エリオを狙うのもカゼルラの権力が目当てではなく、ただペンテレイアに入りたいがため──。

　ウィトスは真まっ直すぐにアレクを見つめた。

「アレクシス殿下。ミラのために急ぐ気持ちは分かるけれど、一度ペンテレイアに来てくれないかい？　闇やみ雲くもにヴァルダンに向かっても解決策がなければどうしようもない」

　確かに、サウルを捕とらえたところでモニカがどこにいるのか分からなければ意味がない。

「ではペンテレイアには解決策があるのですね？」

「ある。私達はそれを守るために魔導師の血けつ統とうを残し続けたからね」

　それは力に満ちた声だった。

「今、ペンテレイアと水の門は繫げないんだ。国境のミセレーの町に魔導師を置いているからそこまでは飛べるけど、あとは馬車で来てくれるかい？　殿下の体調を戻すことも大事だしね」

　気き遣づかいを見せられ、アレクは反はん論ろんすることなくうなずいた。

「分かりました。一いつ刻こくも早く動けるようにします」

　モニカを助けるためにも、体力は大事だ。

　真顔になったアレクに、マーシュは胸を撫なでおろした。まだモニカの状態に油断はできないが、アレクが気力を取り戻してくれただけでもありがたい。

　アレクが元気になるだけで、不思議な安心感に包まれる。根こん拠きよはないのに「もう大丈夫だ」と思えるのだ。

　ロベルトも同じ気持ちなのか、ほっとしたように腰を上げた。

「殿下、陛下にお伝えして参ります。エリオット殿下をヴァルダンへ向かわせないよう」

「ああ」

　頼む、とアレクが言いかけた瞬間、ウィトスの声が割って入った。

「いや、アレクシス殿下。エリオット殿下に行ってもらおう」

「ウィトス様!?」

　ぎょっとしてマーシュが声を上げ、アレクも木の卓を跳はね飛ばすように腰を上げた。

「魔導師長！　体を乗っ取られると分かってみすみすエリオを行かせるわけには……！」

「まだ下か弦げんの月だ。二十日ほど時間がある」

「月!?　月がなんだって……！」

　アレクや他の皆が眉をひそめる中で、マーシュだけが目を見開いた。

「下弦の月って、まさか……」

「マーシュ君、さすが古代魔道に詳しいだけあって察しがいいね。そう、サウル殿下が行動を起こすのはおそらく次の満月だ。それまでにアレクシス殿下が上手く対たい抗こう手段を手に入れられないなら、エリオット殿下を一時撤てつ退たいさせればいい」

　簡単に言われ、アレクは途惑いながら食い下がる。

「しかしエリオに危険が……！」

「大丈夫、エリオット殿下の身の安全は私に任せてほしい」

　言うなりウィトスは銀の杯に再び水を注いだ。

　額を突き合わせるように卓に顔を寄せた皆の前で、水面を軽くなぞる。

「──ラティーナ」

　呼びかけに応こたえ、水面が音もなく揺ゆれた。
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　ここはいつも美しい光に満ちている。

　午後の暖かい光が注そそぐ中、いつものように食事をしようと川岸に屈かがんだ男は、長年の相あい棒ぼうがぴくりと反応するのを見た。

「どうした、アンドリュー？」

　問いかけても相棒のアンドリューは答えず、ぺたぺたと足を動かし川の上流に向かって行く。アンドリューの歩いていく先に目をやった男は、そこに驚おどろくべきものを見た。

「……人ではないか……」

　いったいどこからやってきたのか。せせらぎの中に半身を浸ひたし、若い娘むすめが倒たおれていたのだ。

　何かの衝しよう撃げきを受けて解ほどけたのか、中ちゆう途と半はん端ぱに結われたままの亜あ麻ま色いろの髪が水みな面もに漂ただよっている。細い銀ぎん細ざい工くの指輪、花模様の腕うで輪わ、精せい緻ちで可か憐れんな首くび飾かざりと対ついになった耳飾り。数々の宝石で飾られ、水の化け身しんのような薄青の軽かろやかな衣をまとった少女だった。

　普通なら助けに走るべきだろうが、男も、一定の距きよ離りを置いて止まったアンドリューも動かない。

　それほどにありえないことだったのだ。

「死体だろうか？　どう思う、アンドリュー？」

　アンドリューは娘をじ──っと見つめたまま動かない。返事がないのはいつものことなので、男はかまわずしゃべり続けた。

「罪ざい人にんが放り込まれたのは昔のことと聞くが、今も行われているのか？　それとも堀ほりから落ちたのだろうか。しかし堀から落ちた人間がここに辿たどり着くなど一度もなかった。そこのところはどうなのだろうかアンドリュー？」

　つらつらと口にしながら恐おそる恐る近づいて見れば、非常に美しい少女だった。目は閉じられているが、開けばさらに美しいだろうと思えた。死者とは思えない血色の良さと張はりのある肌はだが印象的だ。

「なんとこれは真新しい死体だ。こんな死体は見たことないぞ、アンドリューお前はどうだ？　本当に堀から落ちたのか？　誰かがここへ直接置いて行ったのではないのか、ハハハ！　そんなことあるはずはないがな！」

　こりゃ傑けつ作さくと一人で笑い、男は少女をせせらぎの中から引き上げた。

　ドレスの長い裾すそを残し、足先まで水から上げた瞬しゆん間かん──ぱんっと小さな破は裂れつ音おんがした。

「おおっ？　なんだ何の音だ？」

　音と共に起きた小さな衝撃に、男は思わず少女を取り落としそうになった。

「なんだ!?　重い！　突然重いし冷たいではないかアンドリュー!!」

　アンドリューは相変わらず無言で男の一人芝しば居いを見ているだけだ。

　男は急に質しつ量りようを増した少女を抱かかえ、床ゆかの上に寝かせた。破裂音のあと、なぜだか分からないが意識のない人間の重さを感じ、水の冷たさを手の平に感じたのだ。

　アンドリューが重心を右に左に傾かたむけながら、ぺたぺたと少女の耳元に寄り添そう。

　男は仰あお向むけに寝かせた少女の口くち許もとに手の平を当て、ハッと手を引っ込めた。

　ごくりと息を吞のむ。

「……生きているではないか……！」

　少女は呼こ吸きゆうし、その体は深い水底にいたとは思えないほど温かかった。
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　目を閉じていても光を感じる。

　妙みようにまぶたの裏が明るい気がして、モニカは何度も瞬まばたき、目を覚ました。

「…………」

　視線だけで辺りを見渡し、とっさに言葉が出てこなかった。

　──天てん井じようが高い。

　高いなんてものではない。モニカが寝ね転ころがった場所から見上げれば天てつ辺ぺんは硬こう貨かのような小さな円に見えた。光はまるで真昼のように明るく、天井から降り注いでいる。

　頂上からは白い石の螺ら旋せん階段が壁に沿そって続いている。上から円を描えがきながら視線で追っていけば、モニカのいる場所まで降りてくることができた。

（……ここは……？）

　モニカはゆっくりと身を起こした。

　静かな、円形の広場だ。床も壁も白く透すき通るような美しい石でできており、継つぎ目が見えない。部屋の中央には腰こしほどの高さの台座が据すえられており、その上には小さな箱が載のっていた。材質は床と同じ石のようだ。

　広場を囲むように清さやかな音を立てて水が流れている。非常に浅い人工のせせらぎで、底の白い石が光に反はん射しやして水面が輝かがやいていた。

　その流れの向こう──。

　手を伸ばせば届くところに、純じゆん白ぱくの光がこぼれるような大輪の花が咲いていた。

　バラのように何層も重なった丸い花か弁べん。甘く芳ほう醇じゆんな香りを放つその花は、せせらぎの外周にひしめくように咲き誇ほこっている。

「……天てん上じようの花だ……」

　思わず声に出していた。

　天上界に咲くという美しい花。文ぶん献けんにはあれど、誰も姿を見たことのない、幻まぼろしと言われた花がそこにあった。

　その花を見たのは一度だけ。アレクが魔ま道どうの力を借りて、モニカへの愛の証あかしとして顕けん現げんさせてくれたのだ。花は他にも文字どおり溢あふれるほど出たが、この花は美しさにおいて強く印象に残っていた。

（天上界？　じゃないよね……さすがに）

　死んだにしては感かん覚かくがはっきりしすぎだ。

　モニカは立ち上がる前に首を動かし、手足を動かしてみた。問題なく動き、体の内側にも異変は感じない。しいて言えば少しお腹がすいたぐらいだ。

　怪け我ががないことに安あん堵どし、次にドレスを確かめて驚いた。

「全然濡ぬれてない……」

　水色のドレスの上半身は完全に乾いており、裾に近い方は濡れていた。

（私、堀に落ちたんだよね？）

　影かげに襲おそわれ、リュダが灯ともす紅あかい光のままに走り外へ飛び出してしまったのだ。

　道がないと気づいたときには遅く、黒い影に追われるまま転てん落らくしてしまった。

（なんで生きてるの!?　って、それよりもここは……）

　どこ、と考えたモニカはへたり込んだ膝ひざに妙な気け配はいを感じた。

　何気なく見れば、長い爪つめを持つ爬は虫ちゆう類るいの足が膝の上にぺたりと置かれている。

　そのまま視線を動かしたモニカはぎょっと飛び退すさった。

「トカゲ────っ!?」

　いつの間に近づいていたのか、濃こい灰色の大きなトカゲがモニカの膝に前足を置いていたのだ。

　トカゲは距離を空けたモニカを追いかけたりせず、上げた前足もそのままにじっと置物のようにとどまっている。小動物らしいつぶらな黒い目、皮ひ膚ふは硬かたく丈じよう夫ぶで四し肢しがあった。頭から太い尻しつ尾ぽの先まで、小さな棘とげのようなとさかが続いている。

　見つめ合い、モニカはごくりと息を吞んだ。

（お、大きい……！）

　動物大好きなモニカも、さすがにトカゲと交流したことはなかった。しかも大きい。手乗りどころではない、モニカの指先から肘ひじまでも体長がある。横にも大きいため、捕つかまえるなら両手で抱えるしかないだろう。

　身動きもできずに灰色トカゲと向き合っていると、声が聞こえた。

「おや、敷しき物ものを取りに行っていたのだが目が覚めたのか！　いやなに大丈夫、これを無む駄だとは思わないさ、きっとその後も君にはこれが必要になるだろう、そうだろうアンドリュー？」

　モニカは驚いて振り返った。

　動きを止めていたトカゲがぴくりと反応し、ぺたぺたと小さな音を立てて白い床の上を歩いて行く。

　その先には大きな暗い穴が口を開けており、入り口には髭ひげも髪も伸び放題の一人の男がいた。

　白しら髪が交まじりの茶色い髪は絡からまり、もつれながら腰のあたりまで落ちている。髭も半分白く、もみあげから口の周りまでくまなく覆おおわれていた。

　男がトカゲに目をやったのは分かるが、首の動きだけで目は前髪に隠かくれて見えない。緑色の袖そでのない、裾が脛すねまでもある貫かん頭とう衣いのような服を着ていた。

　モニカが怯おびえていると思ったのか、男は足を止め、丁てい寧ねいに一礼をする。

「こんにちは。君は人間かな？　それともこの墓ぼ所しよの亡ぼう霊れいか？　私はユナレス、このトカゲは私の長年の友であるアンドリュー。何年ここに住んでるかは私にもわからないから答えられないし、ここへ閉じ込められた理由を話せば長くなる。と言っても時間はうんざりするほどあるからいずれ話すことになるだろう。しかし私は自分の話もいいが君の話を聞きたい。客など来ないと思っていたのに君はいったいどこからこの墓所に入ったのだ？」

　とめどなく語りかけられ、圧あつ倒とうされたモニカは目を瞬いた。

　髭や髪の具合から老人かと思ったが、意外にも若い声だった。若いといっても壮そう年ねんだろうが、見かけほど年を取ってはいないようだ。

　淀よどみなくしゃべられた内容を吟ぎん味みし、モニカはまずぺこりと頭を下げた。

「はじめまして、私は人間でモニカといいます。天てん蓋がい宮きゆうの堀に転落したんですが、ここは地下墓所なのですか？」

「おお、モニカ！　姿と同じく美しい名だ、やはり堀から落ちたのか。そうここはヴァルダン王と大だい神しん官かんだけが入れる儀ぎ式しきの間だよ。王家と神官家が七百年にわたって守り続けてきた墓所だ。過去に閉ざされたから脱出不ふ可か能のうな迷めい宮きゆうになってしまったけれどね」

　脱出不可能も聞き捨てならないが、モニカはこの男──ユナレスが王家のことに詳しいことの方が気になった。

「ユナレス様……と仰おつしやいましたね？　あなたはいったい何者なのですか？　過去に閉ざされたというのは二十一年前のことなのでしょうか」

　ユナレスは言葉も多いし格かつ好こうは変だが、紳しん士し的てきと言えば紳士的だ。いきなり近づいてきたりしないし、女性の名を褒ほめることもできる。過去に閉ざされたというのがリュダの件なら、当時万ばん能のうの薬草を摘つみにここへ入った兵士かもしれない。

（それも上官だ）

　ユナレスは儀式のことを知っている。一いつ兵ぺい卒そつではないはずだ。

　警けい戒かい心しんは解とかないまま、トカゲのアンドリューの動どう向こうにも気を配りつつ、モニカはいつでも立ち上がれるように足を置き換かえる。

「ひょっとして、サウル殿でん下かがここを開いたときに入った方かたなのですか？」

「殿下を知っているのか？　私はあの方の側そつ近きんで騎き士しだがあの方はどうなさっている？」

「サウル殿下の側近？」

「二十一年前というのはいったいなんだ？　流行はやり病やまいはあれから進行したのか？　地上ではまだ国が残っているのか？　ヴァルダンの国民が死に絶たえたりしていないか？」

　ゆっくりと近づいてきたユナレスは、モニカに緑色の敷物を差し出した。それの上に座れということだろう、モニカは警戒しつつも頂ちよう戴だいする。緑の、寝転べそうなほど大きな円座は意外にも柔やわらかく座り心ごこ地ちが良かった。

　モニカの向かいに腰を下ろしたユナレスは、無む造ぞう作さにアンドリューを抱え上げ自分の側そばに置く。

「私はユナレス・ロト・ソルデニエーリ。どうだろう私はまだ自分の名を言える。これで一安心だ。父はラベンナ近くに領りよう地ちを持つ伯はく爵しやくで、私は縁えんあって子供の頃からサウル殿下にお仕つかえしていた。ああ地名も経けい歴れきも言える！　アンドリューを相手に忘れないよう練習してきた甲か斐いがあった」

「はあ、あの、私はモニカ・ウェスタインといいます。カゼルラという国から来たのですが」

「カゼルラ？　ウェスタイン？」

　他国の地名は忘れてしまっただろうかと心配したが、ユナレスは全く別の答えを返した。

「君はウェスタイン家に縁ゆかりの方なのか？」

「父を知ってらっしゃるんですか!?」

「父!?」

　驚いたモニカに負けず劣おとらずの声を上げ、ユナレスは絶ぜつ句くする。モニカは膝を進めてうなずいた。

「はい、私の父はカゼルラ王国の将しよう軍ぐんでロスター・ウェスタインといいます」

「ロスター!?　クローチェ卿きようが君の父だというのか!?」

　聞き慣なれぬ名に途と惑まどったが、モニカは「クローチェ卿」というのがロスターが公こう爵しやく位を継ぐ前に名乗っていた伯爵名だと思い出した。

「そうです。父はもうウェスタイン公爵家を継いでいて、私はその娘です。婚約者のアレク……カゼルラの王太子殿下なんですが、アレクシス殿下と一緒にベルナルド陛へい下かにお会いするために来ました。サウル殿下の第一王子、カーライル殿下にお誘い頂いて」

　ユナレスはぽかんと口を開けたまま沈ちん黙もくする。

　長い時間そのまま動かなかったが、やがて呆ぼう然ぜんとしたようにつぶやいた。

「……二十一年……？」

　ぺたぺたと音がする。アンドリューがいつの間にかモニカの側に戻ってきていた。
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「しかし、信じられない。君がクローチェ卿……ロスター殿どのの娘でカゼルラのウェルギリウス陛下とエレクトラ王女殿下がお亡なくなりになり、ご夫ふ君くんのティマエス殿下が国王にご即そく位い。そのご子し息そくの王子殿下と君が婚約している？　そしてあの首も据すわっていないカーライル殿下が二十一歳だって？　本当か？　本当に首が据わったのか？」

「首どころか何もかも据わってます。素敵な王子様ですよ？　オデリージ公爵家の一歳下の姫君とご婚約なさってます」

「夫人がご懐かい妊にんなさっていたが姫ひめ君ぎみがお生まれになったのか!?　それは素晴らしい縁組だアンドリュー！　アンドリュー、なぜモニカの側ばかりに行く!?　いつもはいない人間が珍めずらしいのか!?」

　少しトカゲに慣れてきたモニカは、指先で隣となりに居い座すわるアンドリューの頭を撫なでてみた。……無反応であるが、嫌いやがる様子はない。ユナレス曰いわく「大人しいし素す早ばやい動きはしない、二十一年一緒にいて嚙かまれたこともないし持ち上げてもされるがまま」だそうだ。

　ユナレスとモニカの間には石の器が置かれ、せせらぎの水と純白の天上の花が添えられていた。ユナレスは二十一年間、ひたすらにこの花を食べ続けたという。

　想像を絶する生活をしてきたユナレスに、モニカは感かん嘆たんの息をついた。

「ユナレス様、明るいですね」

　ユナレスはサウルと同年だそうだ。こんな隔かく絶ぜつされた世界に取り残されたにしてはとてつもなく明るい。四十七歳の貴き族ぞくとは思えない陽よう気きさだ。モニカが一人でこんな場所に閉じ込められたら、とても正気ではいられない。

「いいや、私も昔は世界を呪のろって荒すさんでいたさ。だがそんなことをしても自分が傷つくだけだ。それよりも言葉を忘れないように努つとめ、居い心ごこ地ちのいいように住居を作り、助けが来る希望に縋すがって生きることにした。それでも何年かの周期で無気力になって全てを投げ捨て生活も不ふ規き則そくになる時期が来る。だがそれもある年数が経たつと自分で危険だと思い始めてやけに規則正しくなる。そしてまた捨すて鉢ばちになって不規則になり、考え直して規則正しくなる。今私は規則正しく陽気な生活周期に入っている」

「な、なるほど……」

　ユナレスのしゃべり癖ぐせは言葉を忘れないための練習を兼かねているらしい。

　ユナレスは満足そうに器の水を飲む。

「しかし君の話はとても楽しい。未来の話が聴けるとは」

「私もおもしろいですよ。過去の話が聴けるなんて」

　ユナレスは侍じ従じゆうではなく、サウルの名みよう代だいで外がい交こうも行うような側近だったようだ。もう故こ人じんとなってしまった人々の話は非常に興きよう味み深かった。

「それで、サウル殿下とユナレス様がこの地下墓所に入ったあとどうなったんですか？」

「おお、そうだ！　話が脱だつ線せんしすぎてしまったね、どうだろう私はまだ脱線という言葉を使えるようだ。脱線と言えばオデリージ公爵は当時公爵令れい嬢じようだった夫人に一ひと目め惚ぼれして彼女の父上が出す試し練れんに」

「あの、ものすごく気になりますがとりあえず地下墓所の話をお願いします」

　ユナレスが「おおっ」と申し訳なさそうにうめく。話した側からずれていくので軌き道どう修しゆう正せいがなかなか面めん倒どうである。

「そうだそうだ、この儀式の間だ。この広間は階段があるが、上まで登っても天井は閉ざされている。私達は君が天上の花と呼ぶこの白い花を手に入れるために、カルロ大神官様に儀式の間を開いてもらった。私達はこの黒い穴の奥に広がる迷宮から入ってきたんだ。暗く見えるが真まっ暗くらではないよ？　不思議な石の炎ほのおが燃えている」

「紅こう玉ぎよくですね？」

　半はん永えい久きゆう的てきに燃える安全な炎がこの場所にも使われているらしい。魔道の話をしてもいいがまた脱線しそうなので後回しにした。

「そう、紅い石だ。その迷宮を抜けるとこの最さい奥おうの間がある。ここが儀式の間と呼ばれる重要な場所で、大神官様はなるべくここにはサウル殿下以外は入らないようにと言い置かれていた。非常のときとはいえ、長年の慣かん例れいを破やぶったんだ。少しでも祖そ先せんの霊れいに失礼のないようにと考えられたんだろう」

　ベルナルドの話によれば、この儀式の間に入れるのは戴たい冠かんを控ひかえた王太子と大神官だけだ。サウルはまだ戴冠を控えてはいなかったが、資格があるといえばある。

「サウル殿下に連れられて迷宮に入った兵士達は何日もかけて花を摘み、神官達は薬の研究をし続けた。なんせ国中の人間が病やまいの恐怖に晒さらされていたからね。そうやって一生懸けん命めい花を摘んでいる内にこの最奥の間に近くなった。サウル殿下は私だけを連れてこの円形の広間に入り、そこの──」

　ユナレスは中央にある台座を示した。

「台の上に石の箱があるだろう？　それは棺ひつぎなんだが、殿下がそれを何気なく開かれた」

　そこでユナレスは言葉を止めた。

　沈黙の中にせせらぎの音だけが響ひびき、モニカは静かに続きを待つ。

「……私は殿下が棺を開くのを止めなかったよ。なぜなら中身は空からだと知っていたから」

「空……？」

「空なんだよ。これは王家でも神しん殿でんでも有名な話だ。歴代の王の誰かが開けたことがあるんだろうね、開けても何もないことが伝わり、ベルナルド陛下もカルロ大神官様もそれぞれの位くらいに就つくとき蓋ふたを開けたそうだ。棺の中にはデュマが封じられていたらしいが、大神官様はただの慣例だと笑っていらした。あ、デュマは分かるかな？」

「分かります。『セイレの乙女おとめ』に出てくる影ですね？」

　森の中の古こ城じようを訪れた騎士と姫が、デュマという黒い影と戦い勝利するおとぎ話──。

（──あれは本当に天蓋宮のことだったんだ）

　おとぎ話などではない。きっと過去に起こった本当の戦いだったのだ。

　古こ代だい、原始の森の中にあった天蓋宮にリュダは王として存在し、セイレの乙女と騎士に封じられてこの小さな石の棺に入れられた。

「だが、殿下が棺を開いたとき、何かが出てきたのだ……。──あれは……なんと呼べばよかったんだろう……。私には黒い霧きりにしか見えなかったが、それは殿下を包み、次に見た時には消えていた。私は嵐あらしに巻き込まれたみたいにこの床に転がっていて、しばらく立ち止まっていた殿下はお一人で迷宮に戻り出したんだ。だが私は後を追えなかった。吹き飛ばされて朦もう朧ろうとしていたし、殿下は迷宮の壁から紅い石を摑つかんで炎を出したから」

「炎？」

　ユナレスはそのときを思い出したのか、怯えるように全身を震ふるわせた。

「ああ、炎だ。殿下が進むごとに前進していく炎の壁だ。私は後ろ姿しか見ることができなかったが、殿下はあっという間に炎の中に消えてしまった。私はそこで気を失い、目覚めた時には迷宮の白い花は焼け爛ただれ人の姿もなく、黒い煤すすにまみれた地面しかなくなっていた。迷宮の入り口まで戻ったが、扉とびらはもうどこにもなく、それから私はこの地下で暮らし続けている」

「…………」

　モニカは口を開くこともできなかった。

　そのときリュダに肉体を乗っ取られたのであろう王太子サウルと、ユナレスの不運に対して何と言葉を掛ければいいのか分からなかったのだ。

（……でも、どうして空だと言われてた棺からリュダが出たんだろう……？）

　なぜ歴代の王や大神官、ベルナルドやカルロが開いたときには無事で、サウルだけが襲われたのか──。

　暗闇の通路に立ったリュダの姿が脳のう裏りに甦よみがえる。

　さようなら、という声が聞こえた気がしてモニカはぐっと目を閉じた。

（ローズ、無事だよね？）

　リュダは確かに「証人にする」と言った。必ず生きているはずだ。

　あの午ご餐さん会かいがどうなったのか。モニカが水に落ちてどのくらい時間が経ったのか、こればかりは知りようもない。

　だが──。

（アレクは私を捜してくれる）

　他の誰があきらめても、アレクだけはあきらめたりなんてしない──！

「サウル殿下は、薬が間に合ったのだな」

　突然聞こえた声に、モニカはハッと顔を上げた。

　正面に座るユナレスの表情は髪に隠れて見えない。

　それでも溢あふれるほどの喜びの気配を感じ、モニカはとっさに返事に窮きゆうした。

「殿下がまだご存ぞん命めいであると聞けただけでも嬉うれしいよ。私は病に侵おかされていなかったが、どこまでも殿下にお供するつもりでクルラードに残ったんだ。殿下は──死の恐怖に怯えることなく、民のために先頭に立ってこの地下墓所に入られた。穏おだやかで優しく、何事にも懸命で……」

　それはアレクからも教えられた、本物のサウルの姿だ。

「ベルナルド陛下の後こう継けいに相応ふさわしい方だった。殿下が病に罹かかったとき、なぜこの方が……と神を恨うらんだりしたものだ。だから、殿下が生きていると知れて私はとても嬉しい」

　ユナレスは腕を伸ばして、相変わらずモニカの側で沈黙するアンドリューを撫でる。

「私が生きてこられたのはアンドリューのおかげだ。迷宮には他にもトカゲがいるが、こいつだけが私の側に来てくれた。最初は怖おそろしくて無駄に戦ったりもしたが、今では感謝しているよ」

「戦ったって、どうやってですか？」

「舌ぜつ戦せんだ」

「舌戦っ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げ、状況にもかかわらずモニカは笑ってしまった。笑わせるために言ったのかどうか分からないが、ユナレスも笑う。

　二人で涙が出るほど笑い、ユナレスはやがて鼻をすすった。

「ああ、なんて久しぶりだろう。こんな風に笑ったのは初めてかもしれない」

　モニカも涙を拭ぬぐい、微ほほ笑えんだ。

「ユナレス様、もう大丈夫です。近いうちに必ずここから出られますから」

　ユナレスが驚いたように顔を上げる。伸び放題の前髪の奥から優しそうな茶色の瞳ひとみがのぞいた。

　モニカは居住まいを正し、その目を真まっ直すぐに見つめた。

「ユナレス様。サウル殿下を襲ったのは、この棺に封じられていたリュダという昔の王様なんです。リュダはサウル殿下の体を支配し、殿下はまだ捕とらわれ続けています」

「なに!?」

「そのリュダに襲われ、私は堀に落ちました。でも私の婚約者、アレクは必ずここへ来ます。私のいる場所をアレクが見つけられないはずがないから」

　来る、絶対に来る。

　姿が違う、性別が違う、人には入れない場所にいる──。

　そんなことアレクには何の関係もない。

（──アレクは必ず来てくれる！）

　モニカは男性にしては細いユナレスの手を取り、しっかりと握にぎり締しめた。

「絶対出られますから！　信じて待ちましょう！」

　アンドリューが仲間に入れてほしそうに手を取り合う二人の間に来たので、モニカは思い切って両手で抱え上げてみた。嚙まないという言葉を信じて、猫ねこのように胸に抱いてみる。硬い皮膚は爬虫類らしくひんやりと冷たかったが、目を閉じたアンドリューは意外と可愛かわいらしかった。

　ユナレスは助けが来ることに半はん信しん半はん疑ぎのようで、困った顔をしている。

「……ここは出入り口のない地下墓所だぞ？　君だって堀に落ちて来たのに、ティマエス殿下、いや、陛下のお子はいったいどうやって来るんだ？」

「それは……」

　正直なところ分からない。モニカ自身、どうやってこの地下墓所に辿り着いたのか全く記き憶おくにないのだから。

　それよりも、モニカは重大なことにはたと思い当たった。

（アレク、私が死んだと思ってるんじゃ……！）

　いまさらながらに、モニカの胸に不安が湧わきあがった。

（まさか私の後を追ったりなんてしてないよね……？）

　そもそもアレクは無事なのだろうか。モニカが消えたことで憔しよう悴すいしていたり、気が狂くるったりしていないだろうか。

　自うぬ惚ぼれだと言われても、思い煩わずらわずにはいられない。

（アレク……！）

　──考えかけ、だが、モニカはすぐに案じるのを止めた。

　ヴァルダンへ向かう途と中ちゆう、自分達は約束したのだ。

　あの眩まばゆい緑に溢れた川原で手を取り合って踊ったときに。

　アレクは「後を追ってきたら逃にげる。だが寿じゆ命みようどおりなら待っている」と言ったモニカに、泣きだしそうな声で答えてくれたのだ。

　──あなたの口からそんなことを言ってもらったのは……初めてだ──。

　嬉しい──と言ってくれた声を思い出すだけで不安が消える。

（──大丈夫だ）

　アレクはモニカとの約束を違たがえたりしない。

　モニカは力強く顔を上げた。

「とにかくアレクは来ます。私の死体を見るまで信じたりなんてしない。私を捜すために堀に飛び込むと思います」

「危険だ！　命いのち綱づななしに入ってはいけない！」

「はい、さすがに側近に止められると思うので、叩たたきのめすか叩きのめされるかします」

「武ぶ闘とう派はな王子だな……」

「はい！　剣も体術もカゼルラで一、二を争う人なんです！」

　思わず笑顔になれば、ユナレスは挑いどむようにうなずいた。

「いいだろう、私は人の話に飢うえている。惚のろ気けだろうが何だろうが来るがいい！」

「剣で一番は私のお父様で、体術で一番はアレクの近衛このえ騎士長なので結局どっちも次点の二番手ってことなんですけどね」

「少しは惚気てあげなさい！」

　憐あわれみのこもった注文が入ったのでモニカは真ま面じ目めに考えた。

「えーと、アレクはかなり激はげしく私を愛しています」

「おお、いい感じだ」

「なのでアレクは私が死んだと思って気が狂います」

「駄だ目めじゃないか!!」

「でも側近が正気に返らせて、最終的に私の死体を見つけようとするはずです」

「君の殿下の側近は大変だな」

　苦労の多い仕事である。

「だから、いずれ私が死んでいないと気づくはずです」

「どうやってだ？」

「魔道というものがあるんですが……これは長くなるので後でお話ししますが」

「今聞きたい」

「それでその魔道を使ってですね」

「続けるのか!?」

　嘆なげくユナレスを放置し、モニカは頭の中で流れを考えた。

　アレクは必ずウィトスに協力を仰あおぐ。アレクが動けないなら、マーシュが動くはずだ。

「昔、この天蓋宮の神官が使っていたような力を持つ人達がペンテレイア王国にいるんです。魔ま導どう師しと呼ばれる人達なんですが、その方達の力を借りてここまで来るに違いありません」

　ユナレスは言葉もなく、断だん言げんしたモニカを見つめる。

「……本当か？」

　二十一年に亘わたって、この地下で暮らしてきたユナレスだ。出口のないことは、彼が一番よく分かっているだろう。だがモニカはうなずく。

「本当です。どんな手段で来るのか、いつ来るのかは分かりません。でもそんなに遠い未来じゃない。ユナレス様が元気なうちに、必ず出られます」

　ユナレスに無駄な希望を与えているとは思わない。

　それはモニカにとって、確信に近かった。

「──だって、アレクがそんなに長い時間私と離れていられるはずがないから」

　照れることもなく、ごく自然なことのように。

　微笑みながら言ったモニカに、前髪の奥でユナレスが目を見み張はるのが分かった。

「そ、その、ただの勘かんなんですけど……」

　言ったあとで少し恥はずかしくなったモニカは、抱いていたアンドリューを床に放してやった。

「分かんないですけど、アレクなら絶対に来てくれると思って……」

「いい惚気だ」

　放したのに一歩も動かないアンドリューを押していたモニカは、ハッと顔を上げた。

　ユナレスの口許には優しい笑えみが浮かんでいた。

「なんだか信じられそうだ。私も、また太陽の光を見ることができるのかもしれない」
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　天てん頂ちようから入った光は白い床と壁に反射し、この広間に満ちている。

　だがこの光はどれだけ明るくても太陽ではない。

（ユナレス様……！）

　いつか助かる、この場所から出られる──。

　そんな希望に縋って生きてきたと言っても、心のどこかではあきらめていたのだろう。

　モニカは涙を堪こらえ、力強くうなずいた。

「必ず見られます……！　それまで私もユナレス様に迷めい惑わくをかけないよう頑がん張ばります！」

「いや、頑張らないといけないのは私の方だ。貴族の姫君にここでの暮らしはさぞ辛つらいだろう、私もできる限りの援えん助じよを……」

「大丈夫です。野の宿じゆくぐらいしたことがありますし、私は元兵士ですから！」

「な……っ!?」

　ユナレスは雷かみなりに打たれたかのように硬こう直ちよくした。

「公爵令嬢の身で兵士を……!?　さすがは〝カゼルラの獅し子し〟と謳うたわれたロスター殿だ……！　子育ても獅子流とは！」

「…………その異い名みようって昔からだったんですね」

　兵士だったのはむしろ守るためだったのだが、説明がややこしいのでそのままにしておいた。きっとユナレスと話す時間はたくさんある。

（でもあの時は逃げてたのに、今はアレクの助けを待ってるって変なの）

　変われば変わるものだ。

　くすりと笑うとお腹が鳴った。

　気づいたユナレスが川岸に向かい、対岸に咲いている天上の花を何本か摘み取った。

「食べるものと言えば本当にこれしかないんだが我が慢まんしておくれ。私は紅い石で焼いたりして気分を変えて食べているんだが」

「紅い石で焼く!?」

「そう、焼き天上の花だ。炙あぶりにする日もある。いつもは花の蜜みつを掛けたりせせらぎに流して躍り食いをしている。ちょっと待っていなさい、調味料と竈かまを取ってこよう」

「突っ込みどころが多すぎる!!」

　ユナレスは迷宮に入っていくと、入り口近くの壁で何かごそごそしている。どうやらすぐ近くに紅い石があるらしい。

　そのままユナレスが迷宮の奥へ行ってしまったので、モニカは最初からおもてなしとして置かれていた天上の花を手に取った。

　以前にアレクが顕現させたのは魔道の力を借りた幻だったが、これはそうではない。

　しっかりとした緑の茎くきに、朝あさ露つゆを含ふくんだように瑞みず々みずしい純白の花が開いている。重なった丸い花弁は意外に肉にく厚あつだが、色のせいか透き通るように見えた。

（まさか食べることになるとは）

　うっとりするような香りを放つ花弁を一枚ちぎり、モニカは苦笑しながら口に含む。

　アレクが神に捧ささげる信しん仰こうのような愛を示してくれた花は爽さわやかに甘く、体内を清すが々すがしい風が通り抜ぬけたような心地がした。

（アレク）

「……おいしい……」

　こぼした声が潤うるんだ瞬間、ぺたっと膝の上に前足が置かれた。

　驚いて溢あふれかけた涙が引っ込み、見ればアンドリューがモニカの膝に手を置き身を乗り出している。

「アンドリュー……！」

　慰なぐさめてくれている。

　優しさに、モニカは慌てて目元を拭って微笑んだ。

「うん、大丈夫。泣いてなんかないよ……………………って、ああっ慰めてくれたわけじゃない!?　花を食べたかっただけ!?」

　残念なことに、アンドリューの視線はモニカの持つ花に向いていた。

　おねだりされては仕方ない。花弁を何枚かちぎって床に置いてやり、その間に、モニカはリュダの封ふう印いんされていた棺を確認してみた。

　蓋は少しずれて、開いたままになっている。

　宝石のような白い石でできた、両手に載るほどの四角い箱だ。

　蓋の表面には小さな円が描かれ、それを中心に、放射状に延のびた青と白の幾き何か学がく的てきな紋もん様ようが描かれている。

（……この模様）

　手に取った蓋を見下ろし、モニカは考え込んだ。花弁をくわえたまま寄ってきたアンドリューが動きの止まったモニカをじ──っと見上げている。

（……どこかで見たことがあるような……）

　妙に懐なつかしく感じ、記憶を探っていたモニカは「あっ」と息を吞んだ。

　それを完全な形で見たのは数回だ。

　日常的に踏ふみしめていたが、全体を見るにはペンテレイア王城〝宝ほう珠じゆ〟から見ないといけない。

　乙女と一いつ角かく獣じゆうの噴ふん水すいを中心に、青と白の煉れん瓦がが敷しき詰つめられた懐かしい円形広場──。

「──町の紋もん章しようだ……」

　それは、魔道王国ペンテレイアの町を覆う紋章だった。
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　リュダは一歩一歩踏ふみしめるように階段を上がった。

　上がるほどに風を感じる。天てん蓋がい宮きゆうの最上階、七階の空中庭園へ向かう階段は、一段進むごとに空が広がっていく。リュダはこの階段を登るときは、できるだけ上を向くようにしていた。

　彼のことをサウルと疑わない兵士達は、いつものように現れた王太子に恭うやうやしく頭こうべを垂たれる。リュダはそれらを無む視ししてせせらぎの音のする庭園に足を踏み入れた。

　空中庭園が大好きだった。咲く花々も、美しい水の流れも、木々の香りも何もかもが懐なつかしい。

　この庭園から眺ながめるのは、いつも西と決まっていた。

　夕暮れが迫せまる空にはうろこのような雲が浮かび、赤く染そまっている。この城を取り囲むように大きく円を描えがいたなだらかな山々は、遥はるか昔から変わらない。

　だが、緑あふれる豊かな森はもうどこにもなかった。森があったことすら忘れてしまったかのような平原には、一ひと筋すじの道がリボンのように山へ向かっているだけ。

「もうすぐだ」

　祈いのるように両手を組み、リュダは目を閉じた。

「もうすぐペンテレイアに行ける」

　美しい森と湖に囲まれた平和で小さな王国。こうして空中庭園で目を閉じた時だけ、リュダはペンテレイアを近くに感じられた。視し覚かくではなく、音と香りが彼に安らぎを与えてくれる。

「やっと、僕を取り戻せるんだ」

　この黒い水の檻おりから抜ぬけ出して──。

　懐なつかしい故こ郷きようを想い、リュダは西の空へ祈り続けた。





〈終〉













あとがき






　こんにちは。あとがきを読むのは好きだけど書くのは苦手な小お椋ぐら春はる歌かです。

　今回は構こう成せいを変えたため二章分削けずり、全体のページがこんなに減へったのであとがき四ページですよ。担当さんに「多すぎる、少なくしてくれ！」と抗こう議ぎしたら「じゃあ本文書け」と真っ当なことを返されましたよ。

　でも、お手紙などであとがきについてコメントを頂くこともありますので、頑がん張ばって書きたいと思います。

　それで何を書けば喜んでもらえるか考えたんですけど、やっぱり作品についてだろうと思ったのでストーリーに関係ない作品の話を。




　今回の新キャラ、アンドリュー。あとがきから読む方もいらっしゃるので何者かは伏ふせますが、彼は特に伏線でもないたんなるマスコットです。『恋する王子』はやたらと細かい（読んでも気付かれない）伏線が多い話で、担当さんは仕事上何回も繰くり返し読むうえに私の書き方に慣なれているので、やっぱり「これ伏線？」と聞かれましたね。いえ、単純に独ひとりは寂さびしいなぁと思って出しただけなので、アンドリューがメタモルフォーゼ的な何かはありません。すみません。

　随ずい分ぶん前からあの場所にはアンドリューがいることにしようと、彼やその仲間達が載のってるグラビア写真集とかを買ったりしていました。モデルはニュージーランド在住です。私はアンドリューやその仲間が結けつ構こう好きなんですが、担当さんは苦手らしく「あの場所にはアンドリューの他にもいるの？」と聞かれ「いるいる、いっぱいいるよ！」と嬉き々きとして答えたところ「…………いやな所だ」と言われました。まあでも、私も道で会ったりしたらまず逃にげますね。出来る限かぎり可愛かわいく思ってもらえるよう書いたつもりですが、どうでしょう？




　次にオデリージ公こう爵しやく家けについて。

　話に全く絡からまないし、出しても意味がないので家系図には載っていませんがアニスとシアの上にお兄ちゃんが二人います。私がシアのことを「末まつ子し」とか「末すえ姫ひめ」と書くのはそのせいです。実は五巻のＰ97で「第四子」と書いてるんですが、その文字からわざわざ「兄が二人いるのだな」と想像する方は少ないだろうと思って、ここで言っとくことにしました。

　長女のアニスがライと結婚してヴァルダン王家に入り、次女のシアがマーシュと結婚したからには、オデリージ公爵家はマーシュが継つぐことになるのか……！　と心配された方はご安心ください。そんなことはありえませんので。

　マーシュが筆ひつ頭とう公爵とかちょっと想像つかないですよね～。私の中でマーシュは集団の上に立つ人ではありません。グイド老ろうが引いん退たいした後ラフィットが王宮侍じ従じゆう長ちようになって、マーシュがアレクの侍従長になりますが、あくまでアレクがいてこその長ですね。トップよりもナンバー２が似に合あうし本人も動きやすいでしょう。

　ちなみにオデリージ家の兄弟と姉妹は別々の場所で育ちました。なのでシアにとって身近なお兄ちゃんは、やっぱりライになるんだろうなと思います。




　あと今回、イラストの加か藤とう絵え理り子こ先生にお願いされて天てん蓋がい宮きゆうの絵を描きました。

　まあ私の画力は凄すさまじいので、七段重ねのケーキにローソクよろしく樹じゆ木もくをぶっ刺さした（空中庭園を表現）絵をお渡ししたんですが、加藤先生の手に掛かかるとものすごい天蓋宮に変わりましたよ。ラフを頂いたときは「ギャー！」って言いました。たぶん加藤先生のあとがきページに載ると思うのでご覧らんください。私の絵も隣となりに掲けい載さいできればいかにすごいかが分かると思うんですが、それはできなくて非ひ常じように残念です。

　コミカライズ『恋する王子と受じゆ難なんの姫ひめ君ぎみ』二巻は今回も文庫と同時発売です。加藤先生、お忙しい中を本当にありがとうございました。小説一巻の後半部ですが、なんだか懐なつかしい気がしますね。今から楽しみです！

　そしていつも的てき確かくなツッコミを下さる校正様、デザイナー様、印刷所様、その他本作に関わってくださった皆様に御礼申し上げます。本当にありがとうございました！




　さて、この『恋する王子』はえんため大賞で賞を頂いた投とう稿こう作さくでしたが、デビューにあたってタイトルを変えました。その後続刊が決まり、気に入っていたタイトルだったので「じゃあこのタイトルは最終巻で使おう。それが三巻になるか五巻になるか分からないけれど──……」と、そんなことを思いつつここまで来ました。

　三巻までは本当に伏線を回収できるところまで書けるのかと心配でしたが、こうして辿り着くことが出来てとても嬉うれしいです。これも全て、読んでくださる皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　事前に言っていたわけではないのに、私と同じく「最終巻はこのタイトルだろう」と思っていてくださった担当Ｉ様と共に、最後まで頑張りたいと思います。

　アレクとモニカ、その他の登場人物がどうなるのか──。

　最終巻『恋する王子と愛いとしの姫君』、夏頃の発売予定です。よろしくお願いします！


小椋春歌
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著者

小椋春歌

Haruka Ogura




12月30日生まれ。山羊座。Ｏ型。

わりと都会の住宅街に住んでるんですが、近所の公園でメジロを見ました。

飛んでる鳥はスズメかカラスかハトだけかと思ってたのでちょっとビックリ。

調べてみたら普通に市街地に生息しているそうで。

あれですね、小説によくある言葉ですね。

──そう、最初からあったのよ。私が見ようとしなかっただけで……──。（メジロを）
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加藤絵理子
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北海道出身東京在住　５月19日生まれ

王子がほっぺにキスしているように見えるか、

くんくんしているように見えるかは……貴方次第！
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